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　ただ、恋をした。他の人と同じように。

　その想いは切れることのない鎖くさりとなって、エレンディスの心を長い間縛しばり付けている。この拘こう束そくを強めるのも、また解とき放つことができるのも、彼しかいない。

　彼しか──。

　これから再会する彼を思うだけで、胸の鼓こ動どうは高まって、身体からだが甘い熱に囚とらわれてしまう。すでに自分の中から消えたはずの感情に戸と惑まどいつつも、エレンディスは新鮮な気持ちになっていた。

　そんな、いつもとは違うエレンディスの様子に、傍かたわらに座るセイブラが気づいたようだ。

「ねえ、エレンディス。何度も聞いたことだけど、本当にやるのかい？」

「ええ。決めたわ」

「じゃぁさ、別の提案をしていいかな。君が望むならこの国を僕のものにするよ。そのあと彼を鉄のかごにでも入れて君に贈おくろう。そうすれば君は好きなだけ彼を愛めでることができるし、僕もその方が手っ取り早い。どう？　この方がいい案だと思うけど」

　まるで露ろ店てんで売られている果くだ物ものを買うかのような気軽さで、セイブラは一国を征服しエレンディスに贈ると真顔で言う。

「本当にそんなことをするなら、私が貴方あなたの首を獲とるわよ」

　エレンディスは、セイブラを見ることもなくそう告つげる。彼はおもしろくなさそうに脚を組み替えた。

「……」

　長いまつげに彩いろどられた薄うす紫むらさきの目で、エレンディスは広間に続く扉とびらを眺ながめる。

　あの向こうに彼がいる。気は急せくばかりだ。

　この恋を今度こそ終わらせる──。

　エレンディスは今までになく強い決意を固めていた。

「アーガイル。君からもなんとか言ってくれないかな」

　アーガイルと呼ばれた片眼鏡モノクルの銀ぎん髪ぱつ麗うるわしい魔ま導どう師しは、肩に灰色の子猫を乗せたまま、くすりとも笑わずに答える。

「私はお嬢じよう様さまの決断に従したがう。貴き様さまではない」

「あ、そう。聞いた僕が馬ば鹿かだったよ」

「……そうだな、お嬢様の獲った貴様の首を銀の盆ぼんに載せるのも悪くないな」

　アーガイルの身も蓋ふたもない答えに、セイブラは大げさにため息をつく。

「全くもう、だから僕は昔っからお前のことが嫌いなんだ。できるなら護ご衛えいの兵士に串くし刺ざしにしてもらいたいよ」

「護衛の兵士をすべて失うと、帰国するときが面めん倒どうだが、いいのか？」

「はいはい。口だけで実行するつもりなんてないよ。ほんとアーガイルは性格が悪いね」

　そろそろ止めに入った方がいいかとエレンディスが思い始めた頃、セイブラがようやく口を閉ざした。

　先ほどからエレンディスを困らせるようなことばかり話しているセイブラだが、これでもザンディナ皇こう国こくの皇王だ。

　父である前皇王と弟夫ふう婦ふが相あい次ついで死し去きよした結果、当時十七歳のセイブラが跡を継つぐことになった。現在は二十一歳になったばかりだが、もとが童どう顔がんなせいか年ねん齢れいより若く見られることが多い。本人には不本意のようだが。

　セイブラはとても風変わりで、一見すると考えなしの奇き妙みような言動も多いが、実は驚くほどの洞どう察さつ力りよくがあり、たいそうな策さく士しでもある。この外見に騙だまされ彼を意のままに操あやつろうとした、父親の時代の側そつ近きんは数知れない。

　ここには数名の護衛がいるだけだが、隣りん国ごくのカストロフ王国を訪れるのに、セイブラは百人の兵士と二十人の召めし使つかいを引き連れてきていた。

　エレンディスはもともと一人で──アーガイルはついてきただろうが──この国を訪れるつもりだった。

　ただ、世話になったセイブラになんの説明もせず、国をあとにすることができなかったエレンディスが、彼に決意を打ち明けたところ、こんな大げさなことになってしまったのだ。

　セイブラは、滅めつ多たに国外に出ないこの僕が、わざわざ吹けば飛ぶような国へと足を運んでやるんだ。それなりの人数を引き連れて、権力を誇こ示じしなければ舐なめられるだろ。嫌いやなら向こうを呼び出すけど。ああ、僕もその方がいいな。楽だし──と言ってエレンディスを困らせた。

　結局、エレンディスにセイブラが無理やりついてきたことになる。

　エレンディスが密ひそかにため息をついていると、扉が開いてカストロフ国王の臣しん下かがやってきた。

「セイブラ・ロン・ルモン皇王陛へい下か、大変お待たせいたしました」

　青い外がい套とうが華はなやかな臣下はそう言い、膝ひざ小こ僧ぞうに鼻先が触ふれるほど身体を折り曲げる。

　しばらくしてゆっくりと身体を起こした臣下は、アーガイルの肩に乗る猫を目にして額ひたいに汗を浮かべた。

「申し訳ありません、動物をお連れになられると困ります」

「これは猫であって猫ではない。私の魔導具だ」

　アーガイルは片眼鏡を光らせつつ、月下に輝く白しろ薔ば薇らのような美び貌ぼうを臣下に向けた。ひとたび目を合わせればしばらく視線を外せないアーガイルの容よう貌ぼうに、臣下はしどろもどろになりながら、額の汗を拭ぬぐっている。

　そんな臣下を魔導具であるフォロンはニシシと笑って見下ろしていた。

「さようでございましたか。存ぞんじ上げず大変失礼いたしました。では、ご案内いたします」

　臣下が転びそうな足取りで歩きだすのを目で追いつつ、セイブラは肩越しに振り返る。

「……ね、君がどんなふうに積せき年ねんの恋に決着をつけるのか、見届けさせてもらうよ」

　セイブラの興味深げな視線を、エレンディスは冷ややかに受け止め、彼のあとに続いた。

　二名の兵士が前を歩き、セイブラ、エレンディス、アーガイルと続き、後方を守る兵士二名があとを追う。

　謁えつ見けんの間に入ると、赤い絨じゆう毯たんがまっすぐに敷かれ、その先にカストロフ王国の王・コルティスの姿が見えた。左右に青年が二人いるのは、彼の息むす子こだろう。そのうちの一人に、エレンディスは会いにきたのだ。

「なんだかずいぶん歓かん迎げいしてくれてるみたいだ」

　敷物を中心にして、細長い部屋の左右に正せい装そうをした男女が立っており、セイブラが通り過ぎるとみな深く腰をかがめて礼を示す。そんな彼らを前にセイブラは機き嫌げんがいい。

　本来、他国の王に謁見する場合、力関係の上下にかかわりなく、相手国の王は一段上の位置から客人を迎えるのが通つう例れいだ。

　けれど、今では無む謀ぼうな侵しん略りやくはないものの、大国ザンディナの皇王の来らい訪ほうともなると、そういうわけにはいかないのだろう。上かみ座ざにあるはずの段は撤てつ去きよされ、同じ位置で向かい合うよう、本来はないはずの椅い子すが用意されていた。

　先頭の二人の兵士は椅子の左手、後部の兵士は右手、それぞれ向かい合うように立つ。

　セイブラは挨あい拶さつもせずに椅子へ腰を下ろすと、大げさに脚を組んだ。

　もう少し相手に礼を尽つくせないのかと情なさけけなく思いつつ、エレンディスはアーガイルと並んで、セイブラの椅子の背はい後ごに立った。

　エレンディスは顔を上げて、長い間会いたかった男の顔をしっかりと見つめる。

　ランドック・リリク・カスツール──。

　彼はカストロフ王国の第一王子だ。

　燃えるような色しき彩さいを持つ鮮あざやかな赤い髪。眼がん光こうは鋭するどくいつも獲え物ものを狙ねらっているかのように輝いている。金と黒を基調にした衣装は、彼の赤髪をより引き立てていた。次に目につくのは、黒い手袋がはめられている両手。その意味をエレンディスは知っている。

　彼を前にすると、厳しい自然の中に君くん臨りんする野や獣じゆうにも似た野性味だけでなく、どのような罪つみも許してくれるような懐ふところの深さを同時に感じ、強く引きつけられるのだ。

　その傍らに立つ青年は第二皇子ルナディア・リリク・カスツール。ランドックとは異い母ぼ兄きよう弟だいだからか、兄と容よう姿しから性格まで真ま逆ぎやくらしい。

　太陽に輝く麗しき金髪。どこまでも澄すんでいる青い瞳ひとみには知ち性せいが灯ともる。女性と見まがう美貌は驚くほど冷え切っているのに、彼への求きゆう婚こんは絶えないとの評判だ。

「あ──っ！　あの女！」

　コルティスが恭うやうやしく挨拶の言葉を述のべる前に、おもむろにランドックがエレンディスを指さし、声を上げた。

　突然のあり得ない行動に、その場にいたすべての者に、背せ筋すじを凍こおらせる極度の緊きん張ちようが走った。
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「ランドック！　客人の前だぞ。なんと失礼な！」

「父上。あいつは……六年前、俺が国中探させた女だ！」

　腕を組んで目を細めているセイブラなど目にも入っていないのか、ランドックはエレンディスだけを見み据すえながら指を差す。

「……あれか。いや、待て。そのような話はあとだ」

「そうか。今日がその日だったのか」

　二人にだけ理解できる言葉を呟つぶやくと、ランドックは勝ち誇ほこったような笑顔でエレンディスの目を射い貫ぬいた。

　そう、今日が約束の日──。

「あとじゃなくて、今だ。今、話がしたい！」

　コルティスは言葉では埒らちがあかないことに気づいたのか、自国の兵士に合図を送った。

　するとランドックは背後から二人の兵士に抱えられるようにして、引きずられていく。暴れる兄を宥なだめるかのように、弟のルナディアが冷めた表情のまま、付き添そっていった。

「待て！　俺はあの女に話があると言って……」

　あっという間にランドックたちの姿は消えた。エレンディスは彼にこそ用事があったが、ランドック抜きならばコルティスに話すしかない。

　コルティスは額の汗を拭いながら、深々とセイブラに頭を下げた。

「セイブラ殿どの、ご挨拶もせずに申し訳ない。まずは息子の非ひ礼れいをお詫びいたします」

「いいえ、気にしておりませんよ。本日の主役は先ほどのランドック王子ですから。本日、十七歳を迎えられたとか、おめでとうございます」

「わざわざ我が国へお越しくださった上、素晴らしい贈り物をいただき、息子だけでなく私を含めみな大変感謝しております」

　そう言うとコルティスは、ようやく椅子に腰を下ろした。

「ところで……セイブラ殿。貴き殿でんはどのような招待があろうと、他国を訪問されることなく、名みよう代だいを立てられているとお聞きしております。そういう貴殿が自みずから我が国に息子の誕生日を祝うために見えられた。国内ではそれなりに祭り事となっておりますが、貴殿がいらっしゃるほど近隣諸国に影響力があるものでもないはずですが……本来の訪問理由はなんでしょう？」

「いや、騒さわがせしてしまって申し訳ない。ここに来る大たい義ぎ名めい分ぶんが必要だったのですよ、コルティス殿」

　セイブラはそう言うと右手後方に立つエレンディスを手で指し示し「彼女はエレンディス・ローズ」、次に左後方に立つアーガイルを示し「彼は魔導師アーガイル・ネル・コルツ。我が国の魔ま術じゆつ防ぼう壁へきを担当している」と紹介した。

　予想していたとおり、コルティスは魔導師のアーガイルに視線が釘くぎ付づけになっている。

　けれど美貌の魔導師はクスリとも笑わず、会え釈しやくすらしない。そのことに誰だれも触れないのは、その容姿に目が奪われているからだ。ただ誰も視線を合わせることができないのは、彼の冷えた眼差しの中に、得え体たいの知れぬ恐怖を抱くからだろう。

「アーガイル……杖つえ持たぬ魔導師……」

　コルティスの呟きにアーガイルはほんの僅わずか眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いや、紹介したいのは彼女の方なのです。そちらのご子し息そくランドック王子に用がありましてね。……エレンディス」

　セイブラに促うながされ、エレンディスはコルティスに深々と頭を下げた。

「コルティス王、初めてお目にかかります。エレンディス・ローズと申します。先ほどのご様子から、私のことをランドック王子より、何かお聞きになられているようにお見受けしたのですが……」

　エレンディスが尋たずねるような視線を向けると、緊張を強しいられ、どこか引きつっていたようなコルティスの表情が、ほんのり緩ゆるむ。

「もう……六年ほど前になりますが、ランドックは誘ゆう拐かいされたことがありました。そのとき命を救っていただいた方に、貴方がよく似ているようです。当時ランドックは、その女性を花はな嫁よめとして迎えるのだと大騒ぎいたしましてね。臣下に命じて国中探したのですが、結局見つけることができなかったのです」

　遠くを見ていたような彼の視線は、口元の微び笑しようとともに、エレンディスへと戻ってくる。

「ところで、エレンディス嬢。お年は十五歳……十六歳ほどですかな」

「……そのくらいの年齢に見られます」

「そのくらい？　……では、貴方の縁者に、昔この国を訪れた方がいたという話など耳にしておられないでしょうか」

　どう答えようかと思し案あんしていると、一度は閉ざされた扉が荒あら々あらしく開き、兵士やルナディアに取り押さえられながら、強引に中へ入ろうと踏ふん張るランドックが現れた。

「父上、その女と話をさせてくれ！」

「兄上、こちらは客席ですよ。いい加か減げんになさいませ」

「黙れ、ルナ。俺がどれほど長い間探し求めてきた女か、お前も知っているだろう！」

　コルティスが犬を追い払はらうように手を振ると、控ひかえていた兵士が新たに数名ランドックの元へと駆け寄り、謁見の間から連れ出した。

「……返す返す申し訳ない。しつけが行き届いていない愚ぐ息そくで。ところで、エレンディス嬢のお話とは……？」

「すでに探してくださっていたというのでしたら光栄です。私をランドック王子の花嫁に迎えていただきたく、こちらに参りました。叶かなえてくださるのなら、王子にかけられている呪のろいを解とく方法をお教えいたします」

「なんだって────！」

　と、叫さけんだのはセイブラだった。

「セイブラ、二十一歳にもなってそんな大声で叫ぶなんて、恥ずかしいことよ」

　彼の立場を慮おもんぱかり、小声で注意したにもかかわらず、セイブラは肘ひじ掛かけに上半身を乗り出すようにして、憤いきどおる。

「エレンディス、君がランドック王子に会いたいと言ったのは、彼を殺すためだろう？　だから僕はここに来ることを許可したし、わざわざ同行したんだよ。求婚するなんて聞いてない！」

「なんだと────！」

　次に叫んだのは、コルティスだった。

「貴殿は我が息子の暗殺を企たくらみ参られたというのか!!」

「……あ、言っちゃった。ま、いっか」

　皇王らしく振る舞うようにと、教育係にさんざん注意されてセイブラは送り出された。

　彼の性格からどうせ長続きはしないだろうとエレンディスは心配していたが、あっという間にそのとおりになった。

「ランドック王子は噂うわさによると、妙みような呪いで二は十た歳ちまで生きられないって言われているんだろう？　なら今死んでもあまり変わらないと思わないか？」

「たとえ皇王であられようと、それは聞き捨てなりませんぞ」

「……じゃあ戦いくさでもする？　僕は構かまわないよ。だいたい、この国を取り巻く豊かな水はうちの領土からのもの。こちらの水門をすべて閉じれば数日でこの国が干ひ上あがることくらい分かってるはずだけど」

　両方の指を絡からませながら手首を左右に倒たおしつつ、セイブラはにっこりと微ほほ笑えむ。けれど彼の瞳から笑みは消えていた。

「……セイブラ、戯ざれ言ごとはやめて」

「いや、エレンディス。噓うそをついた君がおおいに悪い。おおおおいに、悪いっ！」

　子供がだだをこねているような文もん句くをぶつけてくるセイブラに、ようやく我われに返ったコルティスが再度、問いかけた。

「……本当はいかなる理由でいらしたのだ、セイブラ殿」

　張り詰めた空気はコルティスを一気に老ふけさせたようだった。これ以上、事態を悪化させるわけにもいかず、エレンディスが間に入ることにした。

「申し訳ありません、コルティス王。セイブラ皇王陛下は外交を得意とされず、失しつ言げんも多いことと思います……が、この方の本意ではございません。お許しください」

　セイブラが口を開こうとするのを、エレンディスは鋭い視線を向けることで黙らせ、再びコルティスの方を向く。

「このたび参りましたのはコルティス王のご子息の命を脅おびやかすためではなく、あくまで彼の呪いを解く方法をお伝えしようというもの。ザンディナ皇国を出国するためだったとはいえ、私がついた軽はずみな噓でみな様を驚かせてしまったことを、お詫びいたします。まだお怒りのこととは思いますが、呪いを解くかわりに、どうか私をランドック王子の花嫁として迎えていただけないでしょうか。たった一夜のことで構わないのです」

「……エレンディス。僕との話が終わっていない」

「あとよ、セイブラ」

　エレンディスはそう言い、チラとアーガイルに目め配くばせした。すると彼は心得たように、セイブラが座っている椅子の背に手を掛け、意味ありげに叩たたいた。セイブラは横目でアーガイルを見て、仕方なさそうに口を閉ざした。代わりにコルティスが話し始める。

「……互いに誤解があったということで、謝罪を受けましょう。ところで、お話を伺うかがうところによると、そなたは、我が息子の呪いを解く方法を本当に知っているとおっしゃるのか？　長年、どれほど高名な魔導師や占うらない師に依頼してもすべて無む駄だだった。なのにそなたが解決方法を知っているとは思えないのだが」

「私は解かい呪じゆ方法を確かに存じております。その原因を作ったのは、私ですから」

　エレンディスの言葉に、広間は水を打ったように静まり返る。当然のことだ。

　ランドックが誕たん生じようしたとき、その身に受けた呪いが原因で、彼の母の命が奪われた。その後、呪いを解くために集められた魔導師の一人がこう告げたという。

　赤あか子ごの魂たましいは呪われており二十歳を超えて生きられないだろう──と。

　コルティス王はあらゆる手を尽つくしてその呪いを解呪できる者を探したようだが、今現在、その望みは叶えられていない。

　そのため第一王位継けい承しよう権けんを次男のルナディアに移したと噂に聞いていた。

「待てよ。主役らしい俺をのけ者にして、勝手に話を進めてるんじゃないぞ」

「ランドック……お前という息子は……」

　三み度たび登場したランドックは、拘束しようとしている兵士をすべて払いのけ、乱れた赤い髪を気にすることなく、エレンディスのもとに堂々とした足取りでやってくる。

　力強いオーラを纏まとうランドックに圧倒されたのか、兵士たちはもう彼を止めようとしなかった。

　今晩、私は彼のものとなるのだ──。

　改めて彼を目の前にしたエレンディスは、胸の高鳴りがこれまでになく大きなものになっている。こんな気持ちが自分の中にまだ残されていた。そのことに動どう揺ようしたものの、なんとか平静を装よそおう。

「お前、エレンディスという名だったのか」

「ええ、そうよ。ランドック王子」

「あのときと全然変わってないな」

「気のせいよ」

「……いや、あのときのままだ」

　エレンディスの頰ほおに触れようと伸ばしたランドックの手を、背後に立つアーガイルが払いのけた。

「その手でお嬢様に触れないでもらおう」

「怖いお目め付つけ役だな」

　誰もが逸そらすアーガイルの視線をまっすぐに受け止め、ランドックは不ふ敵てきに笑う。

　自分に真まっ向こうから刃は向むかう相手などそうそういないせいかアーガイルは一瞬驚いたようだが、退しりぞく気はないようだ。

　しばらく睨み合っていた二人だが、状況を察したコルティスが口を挟はさむ。

「よろしければ場所を変え、もっと内々で話をしたいのですが……」

「その方がいいね」

　珍めずらしくセイブラも同意し、エレンディスは内心、胸をなで下ろした。
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　謁見の間をあとにすると、エレンディスたちはコルティスの臣下に案内されて、廊ろう下かを移動していた。

　前と後ろに護衛の兵士が付き添う中、セイブラの機嫌はすこぶる悪い。ある程度、予想していたものの、周囲などまるで気にせず不満をまき散らしていた。そんなセイブラにうんざりしているのか、アーガイルも背後で冷れい気きを漂ただよわせている。

　たまりかねたエレンディスが、セイブラに説明をしようとした直後、事件が起こった。

「セイブラ、ここで死ね──！」

　声の方を向くと、二十歳にも満たない顔の男が槍やりを構えて突とつ進しんしてくるのが見えた。護衛の兵士も不ふ意いを突かれてすぐに動けない。気づいて剣を抜いた頃にはもう、彼はエレンディスたちの背後に迫っていた。

　エレンディスはすぐさまセイブラをアーガイルの方へと押しやる。セイブラを狙っていた男はそれに気づいたものの、勢いづいた足は止まらない。

「女、そこをどけ──っ！」

　男の持つ槍は、エレンディスの柔やわらかくも薄い皮ひ膚ふをいとも簡単に裂さき、鋭い矛ほこ先さきは脇わき腹ばらを貫つらぬく。一方でその勢いを止めようとするかのように、黒い手袋をはめた手が槍の柄つかを摑つかんでいた。

「……っ、止められなかったか」

　目の前にランドックが立っていた。いつ彼がやってきたのか分からないが、矛先を摑んだ手袋からは血が滴したたり落ちていて、柄まで鮮せん血けつに染めていた。

　ランドックは男を止めようと矛先を摑んだが間にあわず、彼の手を傷つけた鋭い矛先は、今、まっすぐエレンディスの脇腹に突つき刺ささっていた。

「痛むか？」

「……少し」

　流れ落ちる温かな血に、セイブラを狙った男の目にも、目的を見誤り少女を突き刺したことへの動揺が走る。そこへアーガイルの声が響き渡った。

「お嬢様っ！」

「アーガイル、貴方はセイブラを護って！」

　セイブラを狙う人間がこの男だけとは限らない。

　ここでセイブラが擦かすり傷一つでも負おうことになれば、謝しや罪ざいだけではすまなくなる。国家間の問題に発展し、最悪、何人もの人間の首が飛ぶ。

　アーガイルは眉間に皺しわを寄せつつ、エレンディスのもとへ駆け寄ろうとするセイブラの首根っこを摑んで、引き留とめた。その周囲に護衛が集まり、廊下は騒そう然ぜんとなる。

「す……すまな……っ」

　男はエレンディスの傷口を見ながらそう言うと、槍から手を離して逃とう亡ぼうを図はかろうとした。が、ランドックは男の手首を摑んでねじ上げる。

「逃げられると思っているのか？」

　ランドックはそう言うと、急に顔色を変えて、男の手首を離した。すると男は「覚かく悟ごはできている」と口にした。

「なら……俺の罪ざい悪あく感かんも最小ですむ」

　ランドックはすらりと剣を抜くと、先ほどまで摑んでいた男の手首を斬きり落とした。彼の後こう悔かいは涙と絶ぜつ叫きようでかき消える。

　ランドックがなぜ彼の手首を斬り落とさなくてはならなかったのか。それを知るエレンディスやアーガイルは取り乱すことはなかったが、臣下や兵士達は動揺を隠せない。

　のたうち回る男を足で踏みつけたランドックは「動き回れば余計に出血するぞ」と言って、自分の首巻きを外し、左手で傷口に巻き付けた。

「衛えい兵へい！　医者を呼んでやれ！」

　ランドックは痛みでうずくまる男から顔を上げて、まっすぐエレンディスの瞳を射貫く。

　炎ほのおを纏ったような赤い髪。強い光を灯す瞳。血まみれの剣を携たずさえてもなお、彼は人を惹ひきつけてやまない魅み力りよくであふれていた。

「お前、死ぬのか？」

　聞き覚えのある台詞せりふに、六年前の記き憶おくがよみがえり、エレンディスの口元にうっすらと微笑が浮かぶ。

「……あのときと同じことを聞くのね」

「当然だ。同じ人間だと確信したかったからな」

「見たとおり、同じよ」

「それはよかった」

　そこでランドックは真剣な眼差しから一転、急に不満げな表情に変わった。

「あの日から俺がどれだけお前を探し回ったか、分かるか？　姿を現すならもっと早くてもよかったんじゃないのか？」

「……貴方が探してくれていることは知っていたわ。でも、再会は、この日でなければならなかったの」

　エレンディスの言葉に、ランドックは苦笑する。

「また謎なぞめいたことを言うんだな。でもまあ……そういうところも悪くないか。惚ほれた弱みってこういうことなんだと、お前に会って俺は学んだからな」

　逸らされることのない愛情のこもった視線がエレンディスの心を甘く疼うずかせる。彼が向ける情熱が肌のすみずみまで伝わってきて、エレンディスは、痛みを忘れていた。

「六年経たとうと……俺の気持ちは揺らがなかったぜ……エレンディス」

「何が言いたいの？」

「鈍にぶいな。俺はお前を口く説どいてるだけだ」

　その言葉に絶ぜつ句くしたエレンディスとは違い、周囲は混乱をきたしている。

　それをランドックも気づいているはずなのに、彼の視界にはエレンディスしかいないようだった。

「ん、もしかして迷惑か？」

「……え、いいえ」

　ランドックは不思議な男だ。

　口調は一国の王子とは思えないほど荒く、畏い怖ふすら感じる眼光を持つ男。なのに彼の笑顔はとても魅み力りよく的てきで、強きよう烈れつに引きつけられる。こうして話していると、恐れより彼をもっと知りたくなってくるのだ。

「そこで二人の世界を作るんじゃない！」

　護衛の兵士に囲まれるようにして護られているセイブラは、自分より背の高い兵士達の真ん中で、二人を見ようと飛び跳はねながら怒いかり狂くるっている。

　あれはいつものことなので放置してもいいだろう。だいたい当の本人が近隣諸国に恨うらみを買うようなことをさんざんしてきたのだから、自じ業ごう自じ得とくだ。

　どうやら、セイブラの命を狙ったのはこの男だけだったようだ。そのことにアーガイルも気づいたのか彼はセイブラを兵士に任まかせ、エレンディスのもとへ戻ってきた。

　アーガイルはまず床に転がる手首を忌いま々いましげに見下ろした。斬り落とされた手首は血まみれだったにもかかわらず、指先が炭を塗ぬりつけたかのように、黒く染まっている。また先端が欠かけており、最初の長さより明らかに指は短くなっていた。

　その理由を知るアーガイルは、冷ややかな表情のまま顔を上げ、様子を窺うかがっていたエレンディスと目が合った。

「アーガイル」

「心得ております、お嬢様」

　アーガイルが右の人差し指で空中に文字を描くと、浮かび上がった金色の文字が陽かげ炎ろうのように揺らめく。それを左の手の平の上に浮かべて、息を吹きかけた。すると文字はランドックが踏みつけている男の額に張り付き、消えた。

「おい、何をしたんだ？」

「少し離れた方がいい」

「ん？」

　ランドックが男から離れると同時に、炎が吹き上がり、人だった姿は見る間に灰と化す。

　エレンディスは非ひ難なんの声を上げた。

「アーガイル！」

「あれを狙った男です。ここで助けたところで、この先、訪れる結果は同じでしょう」

　確かにそうかもしれないが、ランドックがせっかく助けた命だ。なのにアーガイルが直接手を下す必要はない。

「おい、魔導師。お前の言い分も理解できるが、ここで殺しちまったら首しゆ謀ぼう者しやを聞き出せないだろうが」

「この男の記憶をたどれば、暗殺にかかわった者はすべて、同じ運命を迎える。そういう術を施ほどこした。もっとも単たん独どく犯はん、もしくは依頼者を本当に知らない場合はその効果は望めないが、ならば問い詰める必要もないだろう」

「……待て、それではどこの国の人間が首謀者なのかも確かめられないだろうが」

「ああ、それは残念なことをしたな」

　アーガイルは顔色一つ変えずにそう答えた。

　ザンディナ皇国の政せい局きよくが落ち着いているとはいえ、今もセイブラは命を狙われている。

　ほとんどの場合、何も知らされずに金で雇やとわれた者ばかりだった。たとえ拷ごう問もんしたところで本来の依頼主までたどりつかないのだ。

　自国ならまだしも、他国でそれを確認するまでの時間や手間を考えると、とても面倒だと判断したアーガイルは、術で始末をつけたのだろう。

「使えない魔導師だな」

　ランドックは吐き捨てるように言った。

　その様子は、容姿はおいて、性格も口調も、エレンディスの知る『彼』とはまるで似ていない。むしろ、ランドックが呪われた魂の持ち主でなければ、エレンディスはここにいなかった。それほど『彼』と共通点がないのだ。

「……っ」

　邪じや魔まだった脇腹の槍を抜くと、エレンディスの脇腹から新たな鮮血が流れ落ちた。少し血が流れすぎたようだ。視界が霞かすみ始め、立っているのもままならない。

　ここで一度、死ぬかもしれない──。

「おい！　大丈夫か？」

　意識を失い床に崩くずれ落ちる瞬間、ランドックを制せいし、エレンディスを抱き留めたのはアーガイルだった。

　彼はランドックに鋭い視線を向けて、告げた。

「その手で触れるなと警告したはずだ」

「……ああ、分かっている」

　ランドックは苦い表情を浮かべ、アーガイルに抱き上げられたエレンディスを見つめている。その瞳は黄おう金ごん色だ。彼の背負う呪いの重さに負けないくらい、強い光を発する瞳。

　それらすべてが霞み、消えていこうとしている。

「すぐに目を覚ますよな？」

「ええ。私は……死ねないから」

　エレンディスの心臓はそこで止まった。

　が、再び動きだすのに、そう時間はかからなかった。
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　確かにエレンディスは目の前で死んだ──。

　なのに、しばらすると、何事もなかったように彼女は息を吹き返した。

　幼おさない頃、同じ姿を目もく撃げきしたが、時間の経けい過かとともにあれは何かの魔ま術じゆつだ、死んだ人間が生き返ることなどない……と思うようになっていた。

　けれど、先程エレンディスの鼓こ動どうは本当に止まったし、確かに死んでいた。

　私は……死ねない、そう言っていたな──。

　いろいろ尋たずねたいことはあったが、アーガイルに抱えられたエレンディスは、目の前にある扉とびらの向こうへと消えた。

　深い傷きずを負おっているエレンディスの治ち療りようは、魔ま導どう師しアーガイルに任まかせておけばいいとセイブラが言うので、二人に部屋は用意したものの侍じ医いを呼ばせなかった。エレンディスに執しゆう着ちやくしているように見えるセイブラが、刺さされた彼女を前に冷静であったことから、あの男も当然知っているのだろう。

　平静に状況を追っていて気づいたが、ザンディナ側の侍じ女じよすら部屋に入ることを許されていない部屋で、二人は今何をしているのか。

　ランドックはすぐにでもあの扉を開けて、エレンディスと話をしたかった。

　十一歳の頃から探し求めていた少女。誘ゆう拐かいされた当時、幼いランドックを救ってくれた。

　二本の剣を構かまえる少女。異い質しつだったが、今まで見たどの女性よりも美しく、嵐あらしの中、戦いの女め神がみが降こう臨りんしたかのようだった。

　幼い顔立ちに似合わない冷静さを湛たたえる薄うす紫むらさきの瞳ひとみは、豊かなまつげに覆おおわれていた。顔の輪りん郭かくは小さく、整った目鼻立ち。白い肌と対照的に唇くちびるはほんのり桃もも色に染まっていた。黒に近い紺色の長い髪は艶つややかで、風になびくとサラサラと肩を流れ落ちる。

　死からよみがえる彼女を目にしたとき、ランドックの世界から景色が消えた。ただ彼女の姿だけが視界に浮かんでいた。

　あの時の衝しよう撃げきは今も脳のう裏りに鮮あざやかに刻きざまれている──。

　父は今は亡なきランドックの母との出会いをこう表現していた。出会った瞬間から恋をした。これが運命というものなのかと驚いた……と。

　ランドックはそんな出会いがあることなど露つゆと信じなかったが、エレンディスを前にして、まさにその瞬間に巡めぐり合ったのだ。

　胸の奥から突き上げる強きよう烈れつな独どく占せん欲よく。そして自分は彼女と出会うために生まれたのだという根こん拠きよのない想いに囚とらわれた。

　様々な感情が一気に押し寄せたランドックだったが、未み成せい熟じゆくな幼い心ではそれらすべてを理解できなかった。

　そんな中、ただ一つ決心したのは、彼女を花はな嫁よめとすること。十一歳のランドックにとって、彼女が何者であるのかは問題ではなかった。

　十七歳の誕生日である今日、エレンディスと再会してからは、すべてを犠ぎ牲せいにしても彼女を手に入れたいという感情が、ランドックの心に生まれた。王子という立場があるからこそ、未いまだ冷静さを保たもっていられるが、それがいつまでもつのか分からない。

　あの扉を開け放ち、この手に抱くことができれば、満たされることのなかった飢うえが、ようやく治まるのだ。

　エレンディス──。

　当時、名すら聞き出せず、心底後こう悔かいした彼女と、再会することができた。

　信じられないことに、エレンディスは初めて出会ったあの頃の姿のままで、ランドックの前に現れた。

　眼まな裏うらに焼き付けた少女。六年前と何一つ変わらない姿。

　ランドックの心を捉とらえて放さない彼女は一体何者なのか──。

　ランドックは窓際に立ち、父であるコルティスと、セイブラが卓たくを挟はさんで話し合っているところを、内心苛いら々いらとしつつ聞き耳を立てていた。同じように弟のルナディアも並んで立っている。

　ふと、ルナディアの精せい巧こうな人形のような容よう貌ぼうがこちらを向いた。

「兄上」

「説教なら聞き飽あきたぜ」

「そうではありません。手袋の話です」

「予よ備びに替えた。心配するな」

　先ほどエレンディスを助けようとして槍やりの矛ほこ先さきを摑つかんだために手袋が裂さけてしまった。それに気づかず刺し客かくの手に触ふれたのが問題だった。

「ならいいんです」

　ルナディアはため息をつくと、ようやく沈黙した。

　長々と続けられていた話し合いの結果、暗あん殺さつ者しやの件は、犯人が死し亡ぼうしたことで、どちらとも責任を負わないことで決着した。

　カストロフ王国でセイブラが命を狙ねらわれたことについて、警備の不備などの責任は王であるコルティスが負わなければならない。だが、犯人の命を奪ったのはザンディナが庇ひ護ごする魔導師であり、それによって本来の依頼主を探すことが困こん難なんになった。その責任はセイブラにある。そこで互いの責任を相そう殺さいすることとなったのだ。

　ランドックは今、やっとエレンディスの話を始めた父親達の方が気になった。

　セイブラもランドックが気になるようで、あからさまに敵意の込もった視線を感じる。

「……もしランドック王子が本当にエレンディスを花嫁とするならば、僕はこの国を征せい服ふくする。さらにこの国を焦しよう土どにし、王子は絞こう首しゆ台だいに上ってもらうよ」

「貴き殿でんは何をおっしゃっているのです、セイブラ殿」

　セイブラほどの人物が、愛する女性のためとはいえ、たった一人の女のためにこんなふうに脅おどしてくるなど、驚きでしかない。

「分からないか。僕は……エレンディスを愛しているんだよ、コルティス王。なのにエレンディスはあの赤あか髪がみがいいと言う」

「いいか、ランドック、お前は口を開くな。絶対にな」

　思わず口を挟みそうになったランドックを押しとどめるよう、コルティスが肩越しに振り返ってきつく釘くぎを刺さす。

「……」

　ランドックは長年探し続けた女性をようやく見つけた。なのに彼女の謎なぞは一いつ向こうに解とけずに増えるばかりで、歯がゆい。

　何よりあのセイブラの言げん動どう。相手が皇こう王おうでなければこの国から尻しりを蹴け飛とばして追い出してやりたいほど腹立たしいのだが、もちろんできるわけはない。

「これは愛の試練。僕はこの人生最大の試練に打ち勝ち、勝者であろうとしているだけだ」

　酔よったようなセイブラの言葉に、コルティスも困こん惑わくしているようだ。父が二にの句くが継つげずにいると、さらにセイブラは暴ぼう走そうしていく。

「まあ国同士のもめ事の裏にはよく女の影かげがあるっていうじゃないか。そういうことだと思って納なつ得とくしてもらえると助かるよ」

「そ……それほど寵ちよう愛あいされておいででしたら、どうぞエレンディス嬢じようを連れてご帰国ください。息むす子こにかけられた呪のろいは私どものほうでなんとかいたしますゆえ」

「僕だってそうしたいよ。けれどエレンディスは首を縦たてに振らないんだ。あまり無理強じいして愛する女性に嫌きらわれたくはないんだよ。だから渋しぶ々しぶ、彼女の望みを優先している」

　セイブラの言葉に、コルティスはきっぱりと告つげた。

「我が国は貴き国こくとの戦争を望みません」

「当然だ。これは戦争ではない。愛の試練だ」

　ランドックは最初、セイブラが茶ちや化かしているように見えた。しかし、彼の瞳は意外なことに真剣だった。

　恐ろしく風変わりな男だが、セイブラは決して馬ば鹿かな男ではない。本物の馬鹿ならば皇王の座に一日たりとも座っていられないはずだ。

　あいつは侮あなどれない──。

「じゃあ、こうしよう。エレンディスをしばらくこの国に滞たい在ざいさせてやってくれないか。ここで生活すれば彼女の努力も無む駄だなことだと理解するだろう。頃合いを見て迎えに来る。だが、ランドック王子の花嫁として娶めとられては困る」

「……では、エレンディス嬢をしばらくの間、賓ひん客かくとして迎え最大限のおもてなしをさせていただくということで、よろしいでしょうか」

「最初からそうしてくれと提案していたはずだけど」

「……」

「ああ、そうだ。アーガイルのことでも注意してもらいたいことがある」

「杖つえ持たぬ魔導師のことですな」

　ランドックが知る限り、アーガイルは最強の魔導師だと聞く。

　美しき魔ま神じん、アーガイル。一夜で国を滅ほろぼしたとか、死んだ人間を生き返らせたとか、事実はどうあれ彼の伝説は数え切れないほどある。

　ザンディナ皇国に仕えていることは噂うわさに聞いていたが、ランドックの目には、彼は国ではなくエレンディスに深く関わっているように窺うかがえた。

「彼にはこの国でどのような役目も負わせないこと。彼は我がザンディナ皇国の要かなめの一つ。他国で働くことなど許されない……と、大臣どもがキーキーとわめいていた。奪われるのならなんとしても取り返すとね」

　取り返す──。

　それは戦いくさを起こしても……ということだろう。

「意味、分かるよね？」

　コルティスはゆっくりと頷うなずいた。

　それこそ、そういう問題が起こりそうな魔導師など連れ帰って欲しいというのがコルティスの本ほん音ねだろう。ランドックからすると、別の意味でお引き取り願いたいが。

「誤解されがちなんだけど、本当はさ、僕より大臣たちや軍の方が融ゆう通ずうが利きかなくて好戦的だから、気をつけて欲しいんだよ。もっともアーガイルはエレンディスの僕しもべだから、土ど下げ座ざしてお願いしたところで聞いてくれないとは思うけど……一応忠告しておくよ」

　セイブラの満面の笑えみに、ランドックは背筋に冷たいものが走るのを感じた。

　とても二十一歳には見えない童顔の皇王。けれど見た目で騙だまされると酷ひどい目に遭あう。その判断が正しいことをランドックの心は告げていた。

「冷める前にどうぞ」

　コルティスは再度、飲み物を勧めたが、セイブラは興味なさげに手を振った。

　信用していないのか、それとももともと嫌いなのかは分からないが、セイブラはこちらが出した茶に一度も口をつけない。

　もっとも先ほど命を狙われたところだから、賢けん明めいな判断であることは間違いないだろう。

　ランドックは一刻も早くエレンディスに会いに行きたかった。が、このままではセイブラとまともに話はできそうにない。

　勝手に部屋から出ようときびすを返すと、ルナディアが声をかけてきた。

「兄上、どちらへ？」

「漏もらしそうだから、すませてくる」

「もらっ……」

　ぎょっとした目をするルナディアを背にして、ランドックは部屋をあとにした。

　廊ろう下かに出ると、ランドックが一番信しん頼らいしている臣しん下かのユリウス・ハウラーが駆かけてきた。

「ランドック様～！」

「ユリウス、待ってたぜ」

「拝はい見けんしましたよ、王子。あのとぉっても可愛かわいらしいお嬢様が、王子がおっしゃっていた想い人ですね」

「ああ。名前はエレンディス・ローズ。ザンディナ皇国に長い間いたようだな。彼女のことをできるだけ調べてくれ」

「手配ずみです。当然、魔導師についても調べるよう手配いたしました。すぐにでも報告が上がってくると思いますよ」

　そう言って微ほほ笑えむユリウスの笑顔は大輪の花のようだ。薄いオレンジ色をした髪は腰まであって、全体的にウエーブがかかっている。薄緑の瞳はいつも濡ぬれたように妖艶な艶を醸かもし出していて、男女ともから恋こい文ぶみをもらう。そして恋多き男でもある。

「さすがだな、ユリウス」

「ランドック様の恋の成じよう就じゆを、この愛の伝でん道どう師しユリウスが、全力で協力いたします」
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「……愛の伝道師」

　半笑いでランドックが言うと、ユリウスは人差し指を立てて、左右に振った。

「ええ、大船に乗ったつもりでこのわたくしにお任せください。それにしても王子が大おお騒さわぎした女性がここにきて現れる、な・ん・て。わたくし、王子が十一歳の時に書かれた手配書の似顔絵を急いで見返したんですよ。……まるで似ていない、ひどい手配書。あれでは探せるものも探せないのは、と・う・ぜ・ん」

　クスクス笑うユリウスに、ランドックは肩をすくめる。

　確かに、今まではよく似ているはずだと信じてきたが、見比べると別人だ。

「笑うな。あの絵は十一歳の子供の精せい一いつ杯ぱいだった」

「いえ、王子にはもともと絵心がないのですよ。それに、あのとき王子は死に瀕ひんしておられましたので、多少、記き憶おくが混乱しても仕方がなかったでしょう」

「特とく徴ちようは捉えていて、悪くなかったと思うんだがなあ」

「エレンディス嬢ご本人に判定していただけばいいんですよ。ええもう、ぜひ、エレンディス嬢の感想が聞いてみたいですね」

「それはいい」

　ランドックの評価を下げること間違いないものなど見せられない。

「あ、肝かん心じんなお話がまだでした。エレンディス嬢は王子の呪いを解く方法をご存じだとか」

「ああ。本当ならありがたいがな」

　どうしてこの呪いが自分にかけられたのか。ランドックが知りたいのは解かい呪じゆのことより、その原因だ。解呪を知るエレンディスならきっと答えてくれるだろう。

「王子の呪いが解呪できましたら、間違いなく王位継けい承しよう権けんを取り戻せますね」

「そんな気はない」

「ええっ。取り戻すおつもりではなかったのですか？　これは王子の正当な権利ですよ」

　エレンディスがこの国に滞たい在ざいする間、ザンディナとしばらく緊きん張ちようした関係が続くだろう。そんな中、継承問題まで再燃すると異母弟のルナディアとの間で身内が二分する恐れがある。それは望まない。

「この話は終わりだ」

「ああ、残念。……まあ、王子がそうおっしゃるなら、わたくしが無理強いすることではありませんが」

　今の立場の方が気楽で、自由だ。ランドックは気に入っている。

「ところで、わたくしが拝見する限り、あのお嬢様はしっかりしているように見えて、どうも色恋には疎うとい感じがしますよ。ああいうお嬢様には、こちらから押し倒たおすくらいの勢いきおいで、愛をお伝えしなければなりませんね。いえ、いっそのこと既き成せい事じ実じつをまず作ってしまわれた方がよろしいかもしれませんよ」

「はは……おい！」

　ユリウスの強引な助言に呆あきれていると、彼はウエーブの利いた髪を撫なで上げ、指を差す。

「あ、王子、馬鹿にしておいでですね。女性は礼れい儀ぎ正しい紳しん士し的な男性にあこがれますが、強引な男性にも弱いのですよ。わき上がるフェロモン、みなぎる力、この俺様についてこい！　これがあまたの女性を引きつけるのです」

「……いや。まあ。そうかもしれないな」

　参考にしていいのかどうか微び妙みようなところだが、ランドックはユリウスの助言をとりあえず聞くだけは聞いておいた。

「ところで王子はこんなところで何油を売ってるんです？」

「いや、これからエレンディスに会いに行く」

「ご用意した部屋は確か……こちらの階ではありませんよね？」

「まぁ、見てな」

　ランドックは別の空あき部屋に入ると、そのままバルコニーへと出る。そこで手すりに足を掛けて上ると、追いかけてきたユリウスの方を向いて立った。

「王子？」

「あとで、な」

　ランドックはユリウスを見ながら手すりから一歩下がり、まっすぐ下へと落下すると、一階下のバルコニーの手すりを摑んだ。

　驚いたユリウスが手すりから身を乗り出し、下の階を覗のぞき込む。

「お──じぃ──！」

「大声で叫ぶな」

　手すりを這はい上って下の階のバルコニーへと移動したランドックは、ユリウスにそう言った。けれど真まっ青さおな顔をしたユリウスは、ランドックの無事を確かめたあと、今度は怒おこりだす。

「落ちたら死んでいたのですよ！」

「ほら、大丈夫だ。怪け我が一つしてないだろう」

「二度としないでくださいね。でないと、わたくしの繊せん細さいな心しんの臓ぞうがもちません。発ほつ作さを起こしたら王子に責任を取ってもらいますからね！」

　どちらかというと、身を大きく乗り出しているユリウスの方が、下へ落ちそうだ。

　ランドックは彼に戻るよう、手を振る。

「あとで報告する」

「王子、お待ちを」

「どうした？」

「最初は紳士に。そしてチャンスがあればすかさず野や獣じゆうですよ。野獣！」

　上で騒いでいるユリウスを無視して、ランドックはバルコニーから繫つながるエレンディスのいる隣の部屋へと移動した。

　薄い窓掛けが風になびいて、部屋が見渡せるようになると、二人用の寝しん台だいに横たわるエレンディスの姿を見つけた。傍かたわらにはあの魔導師がひっそりと佇たたずんでいるが、何か治ち療りようを施ほどこしている様子はなかった。

　ランドックが部屋に足を踏ふみ入れると、二人の視線がこちらを向く。

　エレンディスはランドックの登場に目を見開いたが、すぐさまほんの少し笑みを、アーガイルは表情はそのままで冷えた眼まな差ざしを、それぞれ浮かべた。

　ランドックは寝台まで近づくと、エレンディスの傍らに腰掛けた。

「怪我はどうだ？」

「大丈夫よ。出血も止まったわ」

　薄い寝しん衣い一枚を羽は織おったエレンディスの肌は、血の気を失って青白く感じられたが、頰ほおや唇は薄く色づいていた。

　ランドックは背もたれの枕を支えに、身体を起こしているエレンディスに言った。

「傷口が見たい」

「……え？」

「何をふざけたことを言っている」

　アーガイルの不ふ快かい感かん丸出しの言動を無視し、ランドックはエレンディスに顔を近づける。

「ふざけてなどいない。俺は傷口が見たいと言ってるんだ」

「いいわ」

「お嬢様！」

　あっさり許可したエレンディスにアーガイルは非ひ難なんの声を上げる。が、エレンディスは彼を見上げて告げた。

「アーガイル。少しの間二人きりにしてもらえない？」

「……」

「お願い」

　エレンディスがさらに頼み込むと、アーガイルは静かに部屋から出て行った。扉の向こうからいつの間に来ていたのかセイブラがアーガイルに状況を訊きく声がしたが、会話の内容までは分からない。

　ランドックはエレンディスの隣に肩を並べて座ると、彼女を見下ろしてまず最初に気がかりな疑問をぶつけた。

「あいつは恋人なのか？」

「いいえ」

「友達にも見えないぜ」

「彼は私を憎にくんでいる。この世の誰だれよりも……。けれどお互い身を寄せ合うしかない事情があるの。なにより彼の心にはもう大切な女ひとがいるのよ」

　どういう事情があるのか想像もできないが、アーガイルのエレンディスを見る目には、恨うらみなどの感情は欠片かけらも窺えない。どちらかというと、誰よりもエレンディスを気にかけ、そこには愛情のようなものすら感じられる。とても別の女性があの男の心を囚えているとは思えないが。

「俺にはお前を憎んでいるようには見えないな」

「それを隠かくせるくらいの時間が経たっただけ」

「……謎かけはそれまでだ。いいから見せろ」

　ランドックはエレンディスの身体をまたいで組み敷しくと、腰こし紐ひもを解いた。

　エレンディスはただじっとランドックを見上げているだけで、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな手を払はらいのけることはなかった。

　ランドックは寝衣の前をそっと捲まくり、傷があっただろう場所を露あらわにした。白い肌にほんのり赤みの差す部分があったが、皮ひ膚ふが裂けたような傷はどこにもない。

「お前は不死なのか？」

「……不死とは少し違うの。私自身に時間を刻めない呪いをかけられているから、怪我をしても腕がもげようと、たとえ死んだとしても……時間が巻き戻ってすべてが元に戻る。それ以外は他の人と一緒よ。痛みは普通の人と同じように感じるし、血だって流れるわ」

　エレンディスの説明にランドックはフンと鼻を鳴らし、はだけた寝衣を元どおりにする。

　彼女の薄紫の瞳は今もなおランドックの目を見つめるばかりで、素す肌はだに触れたことに対して普通はあるだろう照てれや抗こう議ぎはなかった。

「それだけか？」

　ランドックがそう言うと、エレンディスは大きな目をさらに見開いて、どこか困こん惑わくすら感じられる視線を送ってくる。

「それだ……け？」

「そう。それだけなんだよな。理由が分かればなんてことなかった。まあいいか。ようやく惚ほれた女に再会できたんだからな」

　ランドックにとってエレンディスが不死であることはさほど問題ではない。それよりも彼女が、こんなにも愛らしい顔をしているのに、感情の変化があまり見られないところが残念でならなかった。

　この薄紫の瞳が喜びに満ちて輝いたり、小さな唇がもの言いたげに開いたりすることがあるのだろうか。

　ランドックがエレンディスを組み敷いたまま、そんなことを考えていると、彼女の頰がうっすらと朱しゆに染まりはじめた。しばらく眺ながめていると、その赤みはゆっくりと白い肌を染めていき、耳の先まで広がっていく。

「もしかして、今、照れてるのか？」

「……どうしてそんなことを聞くの？」

「耳まで真まっ赤かだからだ」

　ランドックがそう言うと、エレンディスは手で口を押さえ、さらに顔を赤らめた。
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　感情表現が苦手なのか、それとも精神を抑よく制せいする力が強いのか。どちらとも判断がつかないが、ランドックが考えるほどエレンディスは冷めているわけではないようだ。

「可愛いな」

「もう、見ないで。こういうの……苦手なの」

「俺は好きだけどな」

　ランドックは笑いながらエレンディスの髪に指を絡からませた。サラサラと指先の間をこぼれ落ちる髪の絹きぬ糸いとのような感触を楽しみながら、続ける。

「六年、探し続けたんだぜ。顔くらいゆっくり拝おがませろ」

「……いいわ。その代わり、私と一晩過すごすと約束してくれる？」

「一晩？　一晩と言わず……幾いく晩ばんでもいいぜ」

　エレンディスの髪を指に巻き付けながら唇で愛あい撫ぶする。彼女は目を伏せ、かすかに身をよじる。その恥じらいに目が奪われ、響く寝衣の衣きぬずれの音にすら、ランドックは気持ちが高ぶっていくのが分かった。

「エレンディス……」

　たぶん、とても甘いだろうその唇を味わうため、ランドックは自みずからの唇を重ねようと、顔を近づけた。

「……そこまでだ」

　あと少しで触れ合うはずの唇が、その目的を果たせず、見る間に距離が開く。

　アーガイルがランドックの後こう頭とう部ぶを摑んで引っ張ったのだ。

「おい、何をする！」

「私は離れろと言ってる」

　密みつ着ちやくしたくない男が、ランドックの背後から顔を寄せ、耳元で囁ささやいた。いくら美貌の魔導師であろうと、頰が触れ合うほど近づいて欲しくない。

「気持ち悪いんだよ！　お前が離れろ！　いででで──！」

　ランドックの背中を踏みつけて身をかがめ、後頭部を引っ張り続けるアーガイルは、異い様ような雰囲気を漂ただよわせている。

　このまま首の骨を折るつもりでいるような、そんな殺気すらあった。

「アーガイル、やめて！　どうしたの!?」

「この男の噓うそくさい告白にうんざりしているだけですよ、お嬢様」

　アーガイルは低いよく通る声で吐き捨てる。動作はあくまで優ゆう雅がだが、胸に秘めた怒りは相当のようで、産うぶ毛げが低温でじっくり炙あぶられているような嫌いやな感じがした。

「だから、頰をくっつけてくるなっ！　じゃ、ない。なんだ、噓くさいとは。だいたい、挨あい拶さつをする前から……いや、挨拶もしてないが、俺が相当気に入らないといった視線を向けてくるよなぁ、魔導師。もっともあの皇王様は俺を殺したいようだが」

「アーガイル」

「お嬢様、しばらく黙っていてください」

「え……？」

　アーガイルの静かな威い圧あつ感かんに、エレンディスも強く彼を止めることができないようだ。

　ランドックは腰や首が痛いのを我が慢まんしつつ、アーガイルに聞いた。

「で、魔導師。この俺に言いたいことがあるなら、この際、全部吐はき出したらどうなんだ？　俺は暇ひまなうえに時間だけはある。いや、待てよ。暇だがさっさと終わらせてくれ。俺は今、長年探し続けていた惚れた女にやっと再会したばかりで、自分を抑おさえるのに苦労しているんだ」

「まるで昔からお嬢様一ひと筋すじで生きてきたような台詞せりふだな」

　アーガイルは鼻で笑い、ランドックを馬鹿にする。その冷笑の切れ味は驚くほど鋭するどい。

「ああ、そうだ。俺は出会ってからずっと、花嫁はこいつだと決めてきた。エレンディス一筋だ。噓じゃない」

「なら一年前、ルノールア国の姫と婚約した話はどう説明する」

「アーガイル！　それは聞かなくていいことだと言っておいたはずよ」

「いいえ。お嬢様。これははっきりとしておかなくてはならないことです」

　アーガイルはそう言い、ようやくランドックの後頭部から手を離した。ランドックは咳せき込みつつも、なんとか説明しようと試みた。

「それは誤解だ。サリーヌとは確かに婚約はしたが、事情があった。そこに恋愛感情なんて、ない。俺が探している女性が見つかった段階で、彼女とは婚約を破は棄きすると話がついている。だいたい、相手が俺にとってどういう女性かは、調べてもらえば分かるはずだ」

　こういう誤解を生みそうな話は、もう少し互いを知り合ってからするべきもので、ようやく再会した日にするものではない。

　だからたんにあと回しにしていた話題だった。

「いいえ。破棄する必要はないわ。その方が貴方にとって大切な人であることは間違いない。それは知っていたことだから」

　静かにそう告げたエレンディスの言葉に、ランドックの方が耳を疑った。

　一夜をともにしてほしいと言うのだから普通こちらに好意があるものだと判断するだろう。その相手に婚約者がいたことを知ったら、婚約を解消して欲しいと願うものではないのだろうか。

「……どういう意味だ？」

「今は知らなくていいの。でも明日の朝にはすべて知ることができるはず」

　エレンディスはどこか寂さびしそうに目を伏せ、手袋をはめたランドックの手の甲こうに自らの手を重ねる。

「貴方が苦しんできたこの呪いも朝には解呪できる。約束するわ……」

　吸い込まれそうなほど美しい薄紫の瞳がランドックの顔を映している。エレンディスは慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべ、ランドックの頰をそっと両手で挟んだ。

「エレンディス、俺は……」

「少し黙って……」

　目を閉じて顔を近づけてくるエレンディスを見つめながら、長いまつげだな……とぼんやり考えつつ、ランドックは唇が重なるのを心待ちにしていた。

　が、唐とう突とつに開かれた扉の音で、すべてが台無しになった。

「中から話し声が聞こえると思ったら、いつの間に赤髪が入り込んでいるんだ！　警備はどうなってる!?」

　セイブラは怒ど鳴なりながら大おお股またで近づいてくる。そんなセイブラの前にランドックは寝台から降りて、立ち塞ふさがった。

「ここは俺の国だからな。どこにいようと問題はない」

　セイブラは眉み間けんに深い皺しわを寄せて怒りを滲にじませつつ、視線を寝台に座るエレンディスに移した。

「エレンディス……こんなことで本当に呪いが解けるのか？」

「そうよ。だからここに来たの。それに、約束したはずよ。邪じや魔まはしないって」

「君は一度僕に噓をついている。なのに信用しろと言うのか？」

「ええ。次は間違いないわ」

　しばらくセイブラはエレンディスと見合ったまま、沈ちん黙もくしていた。ランドックが微び動どうだにしない二人を見比べて様子を窺っていると、セイブラの方が堪こらえきれなくなったようで、ふっとため息をつく。

「…………分かった」

　そう言って去ろうとしたセイブラの姿に、ランドックの方が驚いた。

「おい、惚れた女を俺にあっさり引き渡すのか？」

　きびすを返したセイブラの背に非難を向けたが、彼は振り返ることなく「一晩だけだからな」と答えて出て行った。

　ランドックはセイブラの態度に深い疑問を抱いた。

「なあ、腑ふに落ちないんだが……」

　振り返ると、エレンディスはすでに毛もう布ふにくるまって、寝台に横たわっていた。

「!!　エレンディス!?」

　むろん、好きな女性に誘われて断れるほど、理性は強くないつもりだが、さあどうぞと言われると、どうにも躊躇ためらいが生じる。

「どうしたの？　私の準備はできているわ」

「いや……」

「この期ごに及んで尻しり込ごみか。口ほどにもない男だな」

「!!　お前、いつの間に!?」

「男になるための書が必要ならこの私が用意してやるが」

　いつの間に戻ってきたのか、アーガイルが部屋の端はしに佇み、顔色一つ変えずにそう言う。肩に乗った子猫までが、歯をむき出しにして、ニシシと笑った。

「……必要ねえよ」

「ランドック。私に何か問題があるのかしら？」

「そうじゃねえ。あのな、俺はがさつで無ぶ粋すいな男だが、再会したら……その。いろいろ……」

「いろいろ？」

　エレンディスはランドックを見上げたまま、次の言葉を待っている。

　彼女の期待に応こたえたいが、今更どこでどんなふうに求婚をしようかと、あまりない想像力を働かせていたことを白状できるほど、ロマンティックな男ではない。

「……いいから、まずは何か食おうぜ」

　ランドックの提案に、エレンディスは小さく頷いて毛布からそろりと出ると、寝台の縁ふちに座った。

　ちょこんと座るその姿があまりにも可愛らしくて、ランドックはここにきて初めて照れくさくなり、軽く咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かした。
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　彼との一夜を覚かく悟ごしていたエレンディスは、ランドックがまずは夕食を一緒に摂とろうというので、それを素直に受け入れた。

　用意された料理は、素そ朴ぼくでどこか懐なつかしかった。ザンディナのように一人一皿ではなく、大皿に盛られた料理をみなで取り分ける。豊富な水と肥こえた土地を持つカストロフ王国は、穀こく物もつから果くだ物ものまで新しん鮮せんだ。料理は最低限の味付けで食材そのものの味を生かし、足りなければ、卓に置かれた香こう辛しん料りようを自ら足して味を調節する。

　清せい涼りような川に住まう魚はまるで臭くさみがなく、生でも食べられるらしい。

　エレンディスは、ランドックに料理の説明を受けながら、食事を摂った。

　けれど互いを知り合う時間など、不要だった。一緒に過ごす時間が増えればそれだけランドックに惹ひかれ、ようやくつけた決心が揺らぐ可能性があったからだ。

　食事を終えてからエレンディスは湯ゆ浴あみをすませ、寝室に戻った。ランドックの姿はまだなく、エレンディスは一人寝台の上に座った。

　彼との食事は楽しかった。だがその前に断られた理由が分からず、エレンディスは傍らに控ひかえているアーガイルに相談した。

「アーガイル……私の望みは殿との方がたにとって難しいことなの？　それとも女性の方から一夜をともにしたいというのは……言葉にしてはいけなかったのかしら」

「最近は女性も積極的だと聞いておりますので、それ自体はよろしいかと。ただ……あの男とそれほどまでに一夜を過ごしたいのですか？」

　アーガイルはエレンディスの決断を快こころよく思ってはいないようだ。けれどこの先のことを考えると、エレンディスの望みは咎とがめられるようなことではないはず。

「私……普通の女性が求める愛された証あかしが欲しいだけなの」

　あれほど忘れないでおこうと心に決めていたのに、かつて味わった口づけの甘さも、繫いだ手のぬくもりも、思い出すのが困難になっている。そして、それを取り戻すだけの時間はない。

「お嬢様、私との契約をお忘れですか？」

「いいえ……忘れたことなどないわ」

　呪われているのはランドックだけではない。その原因となったエレンディスも、またアーガイルも同じ。

　だからエレンディスは解呪のためのあらゆる努力をする。アーガイルは呪いが解けるまでの間、エレンディスに力を貸す。それがアーガイルと交わした契約だった。

「なら、いいのですよ」

　アーガイルは考えの読み取れない表か情おで、ただ静かにそう言った。

　彼は側にいて力を貸してくれるが、自らも囚われる呪いの原因となったエレンディスのことを憎んでいる。

　長い刻ときがアーガイルの本心を心の奥底へと沈めているものの、憎しみが消えたわけではないはず。それを理解しているからこそ、エレンディスは彼が側にいて力を貸してくれることに感謝をしながらも、時とき折おり辛つらくなるのだ。

「ごめんなさい……」

　そう呟つぶやいたエレンディスに、アーガイルが何か言おうと薄く口を開くのと同時に、ランドックが沐もく浴よくを終えて部屋に入ってきた。

　足下まである薄い寝衣を一枚羽織り、大股で歩いてくる。

　彼は寝台の縁に腰掛けて座っているエレンディスと、その前に立つアーガイルを一いち瞥べつして、眉間に皺を寄せた。

「あ、ランドックが戻ってきたわ。アーガイル、今度こそ朝まで入ってこないでね」

　アーガイルは扉の前でランドックとしばらく睨にらみ合っていた。そこには沈黙しかなかったが、交わされている視線はどことなく不ふ穏おんな空気をはらんでいるように見えた。

　エレンディスが声を掛けようとすると、二人は申し合わせたように「ふん」と鼻を鳴らし、互いに視線を逸そらせ、アーガイルはランドックと入れ替わるよう部屋を出て行った。

「……今のはどういう意味なの？」

「そうだな。しいて言えば、縄なわ張ばりの確認」

「……？」

「気にするほどのことじゃない……それより、俺のことを気にしろよ」

　ランドックはそう言ってエレンディスの前に立つと、身をかがめて両頰を手で挟み込んだ。そこで鼻先が触れ合うほどランドックに近づかれたエレンディスは、思わず頭を引いてしまった。

「どうした？」

「う。ううん。なんでもないの」

　よく考えてみると、こんなふうに男性とともに寝しん台だいで過ごすことなど、初めてだ。

　自分から希望したことなのに、いざ現実になると、こんなにも戸と惑まどうものだろうか。

　ランドックはエレンディスの肩を摑んで引き戻すと、今度は片方の手で両手を摑んで、寝台に縫ぬい止めた。

　もう片方の手がエレンディスの頰に触れる。人肌とは違う、しなやかな手袋の感かん触しよくはどこか異い質しつで、夢ゆめ心ごこ地ちの時間が、一瞬、現実に引き戻される。エレンディスは思わず身を引いて、その感触から距離を取った。そんなエレンディスをランドックは誤解したようだ。

「今になって、その気が失せたか？　悪いが俺は逃がす気はないぜ。だいたいお前から言い出したんだ。覚悟してもらう」

　見つめるランドックの瞳は熱く、胸の奥まで見み透すかされているような気がした。

「ちょ、ちょっと待って……」

　エレンディスはランドックの下から抜ぬけ出し、寝台の真ん中へ逃げるように移動して座ると、胸に手を置き乱みだれた呼吸を整えた。

　ランドックが触れ合うほど近くにいると、鼓動が速くなる。

　実は今までに体験したことのない羞しゆう恥ちを感じる。あり得ないことに、自ら望んでいたはずなのに逃げ出したい気持ちにエレンディスは駆られていたのだ。

　明日にしたいとか、日にちを替えるとか、もう少し時間が欲しいとか、言ってもいいものなのかとランドックの方を窺う。

　だがランドックはエレンディスの隣に横たわり、満まん面めんの笑みでこちらを見上げている。

　え、やっぱり……期待してる──!?

　殿方というのはそういうものだと、遙はるか遠い昔、乳う母ばに教えてもらったことがある。だが今そんなことを思い出してもどうしようもない。いや、どうしてそんなことを今頃思い出したのか。

　たぶん、自分でも驚くほど動揺しているのだ。あれほど時間をかけて決意したことが、一瞬にして揺らいでしまうほど。

　エレンディスはなんとか心を落ちつけ、ランドックに告げた。

「い……いいわ」

　エレンディスは胸元に手を置いて、改めてランドックの隣に身体を横たえた。心臓の鼓動が半はん端ぱなく打ち付けていて、側にいる彼に聞こえたらどうしよう、と考えるとさらなる緊張に襲われ、どうにかなってしまいそうだった。

　ランドックは身体を起こすと、エレンディスの身体を再び組み敷いた。密着する彼の体温は先ほどより熱い。彼の手はエレンディスの顎あごを捉え、引き寄せる。もう戸惑いよりも、触れ合いに対する期待が高まっていた。

「俺はお前が好きだぜ、エレンディス。お前はどうなんだ？」

「私もよ……ランドック」

　エレンディスは目を閉じてようやくおとずれるだろう愛あい撫ぶを待った。けれどいつまでもランドックの手はエレンディスの寝衣をはだけようとはしなかった。

　不思議に思ってそろりと目を開けると、ランドックはどういうわけかエレンディスを見つめている。

「ど……どうしたの？」

「……やめた」

　そう言ってランドックはエレンディスから身体を離すと、傍らに寝転がった。

　もしかして男性を誘えるだけの魅み力りよくが足りなかったのだろうか。女性の魅力といえばやはり豊かな胸だろうと、思わずエレンディスは自分の胸を見下ろしていた。

「おい、胸の大きさを確かめてるんじゃねえよ。そうじゃない」

「殿方はそういった場所にときめくのでしょう？」

「ときめきはあるが……ちっ、違う。そういう問題じゃない」

　ランドックは軽く咳払いをして、頭を搔かいている。

「……じゃあランドックに問題があるのかしら？」

「いや、問題はお前だよ」

「……やっぱり私？」

　エレンディスは再び自分の身体を見下ろした。小柄で瘦やせているし、胸も豊満な方ではない。男性からすると女性として魅力のあるタイプではないのかもしれない。

「だから、胸を見るんじゃねえ！　そこじゃないって言ってるだろうが。ていうか……そこは問題ない」

「本当？　……なら、いいんだけど……。じゃあ何が問題なの？」

「これでも俺は……俺を好きではない女を抱けるほど、奔ほん放ぽうではないつもりだぜ」

「私の気持ちを疑っているの？」

　この世界で誰よりも長く一人の男性を愛してきた。その気持ちを否定されたら、エレンディスは唯ゆい一いつの支えを失う。

　エレンディスはこみ上げる熱い感情を言葉で表現できず、目に涙が浮かぶ。

　どう説明すれば長年想い続けてきた気持ちが伝わるのか、様々な感情を胸に秘めて生きてきたせいで、その術すべが分からない。

「まっ、待て。もちろん噓を言ってるようには聞こえないが、お前の目はどういうわけか俺に向いていない。いや、俺を見ているのに、その向こう側に焦点が合っているような感じがするんだ」

「……え？」

　確かに彼の指し摘てきはあながち間違いではない。

　エレンディスはランドックを愛している。それは正解だけれど、正解ではない。

　そのことに初めて気づかされた。

「思い当たるようだな。……くそっ、喜んで損そんしたぜ」

　ランドックは背を向け、ため息をついた。けれど怒っているわけではなく、どちらかというと落らく胆たんしているようだった。

　あ──。

　薄い寝衣に浮かぶ、背の傷きず跡あと。それは右肩から左腰へかけて斜ななめに残っている。

　エレンディスは思わず身体を起こし、傷跡へと手を伸ばしていた。

「……ん？」

「あのときの傷跡……酷い痕あとになっていたのね」

　寝衣越しに指先で痕をなぞると、ランドックはくすぐったいのか、身体をよじった。エレンディスはすぐさま手を離す。

「ごめんなさい」

「いや、気にするな。こいつは俺にとっては、勲くん章しようなんだぜ」

　ランドックは振り返り、言葉を重ねる。

「来いよ、エレンディス」

　エレンディスの腰にランドックの手が回ったかと思うと、強い力で引き寄せられた。

　温かい胸板に密着した頰は、たちまち朱に染まる。

「俺は……ずっと、こうしたかった」

　ランドックの声が頭上から落ちてくるのと同時に、額に軽いキスが落ちてくる。

　温かくも柔やわらかい唇の感触。長く忘れていた。

「もうこの手から離すつもりはないからな。それこそ毎晩愛してやるから覚悟しろ」

　耳元で囁かれたランドックの言葉に、エレンディスは顔が熱くなった。

　密ひそかに深呼吸をして、高ぶる気持ちを抑えると、エレンディスはランドックに身体を預けつつ、目を閉じる。すると誘拐されたランドックを助けに行った日の出来事が、記憶の底から鮮やかによみがえってきた。
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　横よこ殴なぐりの雨が視界を霞かすませる中、エレンディスは馬を走らせていた。

　もうずっと走り続けている馬は、荒あらい息とともに口の端はしから、白い泡あわを噴ふいている。上がった馬の体温がエレンディスの濡ぬれた身体からだを温め、匂におい立つような蒸じよう気きを漂ただよわせていた。

　だがそろそろ馬は限界だろう。替えるか、休ませてやらなければと思う半はん面めん、あと少し先に行けば、彼を見つけられるかもしれないという希望が捨てられない。過か酷こく労働に馬は不満げに鼻をブルルと鳴らしていたが、主人の指示に逆らうことなく、走り続けていた。

　一日と少し前、ランドックが誘ゆう拐かいされたと聞いたエレンディスは、やもたてもたまらず、気がつくと馬に跨またがっていた。ほぼ半日駆かけてきた馬を国境の峠とうげで替えて、雨が降るカストロフ王国に入る。そこからさらに丸一日駆け続けていたのだ。

「感じる、感じる、にゃん！」

　子猫の姿をした魔ま導どう具ぐのフォロンがランドックの魂たましいを感じて反応する。

　フォロンはもともとランドックを探すためにアーガイルが生せい成せいした魔導具だ。いつもアーガイルの肩に乗っていて、目が合うと『ニシシ』と笑う。

　今はランドックを探すためにエレンディスの肩に乗っていた。フォロンは頭上にピンと立つ毛を震わせて、行き先を指示してくれている。

「まだなの？　フォロン」

「もうすぐだ、にゃん」

「さっきから同じ台詞せりふばかりよ。本当にこの道でいいのね？」

「方向は間違って、ない。もうすぐ、だって、言ったら、もうすぐ、だ、にゃん！」

　もうすぐだと言われて、森の奥までやってきたが、その木々の向こうに見えるのは行く手を阻はばむ切り立った崖がけが迫せまってくるばかりだ。

「お、到とう着ちやくした、にゃん」

「え!?　ここ!?」

　エレンディスは慌あわてて手た綱づなを引いて馬から下りる。

　間かん伐ばつされた木が積まれている場所もあり、人の手で管理はされているようだが、人ひと気けのない森だ。周囲は高い木々が青々とした葉を茂しげらせていた。その隙すき間まを縫ぬって、雨が落ちてくる。地面はぬかるみ、場所によってはくるぶしまで泥どろに沈むほど。

　雨は小降りになっていたが、耳を澄すませても葉や土を跳はねる水音しか聞こえない。

　エレンディスは馬を木こ陰かげに隠して繫つなぎ、ランドックを探すことにした。

「フォロン、ランドックはどこにいるの？」

「この中、から、伝わってくる、にゃん」

　フォロンは木々の間から見える岩に向かってそう言った。

　頰ほおや額ひたいに掛かかる濡れた髪を撫なで上げる。この中ということは、洞どう窟くつにでもなっているのかもしれない。

　エレンディスは岩に沿って歩いて、入り口を探した。

　ランドックは十一歳になったばかりのはず。まだ刻ときは満ちていない。

　エレンディスはフォロンを頼りに『彼』の魂を持って転生したランドックを見つけ、それからずっと見守っていた。彼が十七歳にならなければ、解かい呪じゆができないからだ。

　それまではどうしても生き長らえてもらわなくてはならない。

　過去の記き憶おくを辿たどっていると、どこからともなく声が聞こえてきた。

「……人の声がするわ」

　エレンディスは両りよう脇わきに提さげた剣を抜き、岩肌を背にして、声の方へ足音を消しつつ近づいた。すると洞窟の前に男が二人立っていて、声を落として話をしている。

　男は二人とも似たような身長で、不思議とならず者には見えなかった。服装はそれらしいものを身につけており、彼らの背筋は訓練された軍人のようにまっすぐ伸びていて、無む駄だな動きがない。もし訓練された者達なら、多少剣の心こころ得えがあるエレンディスであっても、不ふ利りになるのは否いなめない。

　エレンディスは肩に乗っているフォロンを降ろし、自分のいる場所とは逆の方向から、彼らの気を引くよう指示した。

　フォロンは「行って参ります、にゃん！」と告げて、草むらに姿を消す。

「それで、金はまだなのか」

　二人のうち、黒髪の男がそう言った。

「嵐あらしだったからな。金の受け渡しはもう少しあとにするか……。ガキを始し末まつするのはそれが終わってからだ」

　もう一人の茶髪の男が空を見上げ、未いまだ降る雨に目を細めた。

「俺は見回りしてくるか……」

　黒髪の男にそう言い、エレンディスのいる方向へやってくる。エレンディスはあとずさり、せり出した岩に身を潜ひそめて、茶髪の男が通り過すぎるのを待った。

　男はエレンディスがすぐ側そばで身を隠していることに気づかず、脇を通り過ぎようとした。エレンディスはすかさず男の懐ふところに入り込み、彼が剣を手に掛ける前に峰みね打うちで倒たおす。

　すぐさま男を藪やぶの中へ引きずり込んで、縄なわを取り出し口くち枷かせと後ろ手に拘こう束そくした上で木に縛しばり付けた。できるだけ誰だれも傷つけずにランドックを助けたいからだ。

　戻ると、もう一人の黒髪の男はフォロンが引きつけてくれていたようで、洞窟の前から消えていた。

　エレンディスは周囲を注意深く窺うかがいつつ、洞窟内へ足を踏ふみ入れた。

　中は壁に吊つるされたカンテラの明かりで照らされていて、足下までよく見える。壁沿いにいくつもの木箱が積まれていて、うっすらと埃ほこりを被かぶっていた。ここは貯ちよ蔵ぞう庫ことして使われているのかもしれない。

　エレンディスは洞窟内を歩き、途中、もう一人の見張りを倒して、さらに奥へと向かった。天てん井じようから落ちる水音だけが響く洞窟内は、一歩進むごとに気温が下がり、肌寒くなっていく。

　中は結構深いのね──。

　入り口からもうずいぶん奥まで来たはずなのに、未だランドックの姿は発見できない。

　彼は無事なのだろうか。気は急せくものの、注意を怠おこたると誘ゆう拐かい犯はんに見つかる恐れがある。慎しん重ちように進まなくてはならない。

　もう少し早く知っていたら──。

　エレンディスが、ランドックが誘拐されたのを知ったのは、発ほつ作さに苦しんでいたアーガイルの介かい抱ほうをしていたときだ。ようやく眠ったアーガイルの傍かたわらで、エレンディスは一息つきながら、気になる相手の今を映し出してくれるティクティクの魔ま鏡きようを覗のぞいた。エレンディスは時折、この魔鏡を使って、ランドックの様子を窺うかがっていたのだ。そこで彼が誘拐されたことに気づいた。

　エレンディスはランドックを探すことのできるフォロンを連れ、城を飛び出した。焦っていたから記憶は曖あい昧まいで、気づいたら国境を越えていたのだが。

　頭上からぽつんと額に落ちた水すい滴てきを、エレンディスはそっと拭ぬぐう。僅わずかに首を傾かしげたその視線の向こうの薄うす闇やみに、人の気配を感じた。

　ランドック──！

　彼は地面の敷しき物ものの上に座らされていたが、そろえた両脚は足首を、両手は後ろ手に縄で縛られている。殴られたのか、むき出しの二の腕や頰にアザができていた。膝ひざはすりむいていて、血が滲にじんでいる。にもかかわらず、ランドックの目は爛らん々らんとしており、誘拐されて命も危ういという状況にあって、彼に不安の影かげは欠片かけらも見られない。ただ、その瞳ひとみには奇き妙みような諦あきらめが漂っていた。

「お前は……誰だ？　あいつらの仲間には見えないけど」

「そんなことはどうでもいいのよ。ここから逃げるの」

　エレンディスはランドックを拘束している縄をほどいて、立つよう促うながした。けれど、ランドックは黒い手袋をはめた手を撫でながら動こうとしない。

「どうしたの？」

「……いい」

「いい、ってなに？」

「ここにいる」

「ここにいたら、殺されてしまうのよ」

　エレンディスが再度立つよう促したが、ランドックはこちらを見上げるばかりで、腰を上げようともしない。

「……もしかして、その手の呪いのせい？」

　ランドックの目が急に鋭するどくなり、エレンディスの視線を捉とらえる。

「俺の手の、何を知っているんだよ？」

「……その手が命を奪うことを知っているわ」

「なっ！」

　顔色を変えて立ち上がったランドックを、エレンディスは自分の背後へ追いやり、木箱に身を隠す。

　前方から人の気配がしたからだが、ランドックは構かまわずエレンディスに問いかけてくる。

「それ、誰から聞いた？」

「……黙って」

　身を潜めて窺っていると、入り口の方で何やら男達の騒ぎ立てる声が聞こえる。エレンディスの侵入に気づかれたのかもしれない。ならばここから速すみやかに脱だつ出しゆつしなければならないだろう。

「誘拐犯が何人いるのか、だいたいでいいんだけど、分かる？」

「十人までは数えた」

「えっ、そんなにいるの!?」

　五人くらいだと想像していたのだが、十人を超えているとは予想していなかった。

「もしかして一人で来たのか？」

「そうよ」

「お前、殺されるぞ。俺のことはいいから逃げろよ」

　摑つかんでいる手を振り払おうとしたランドックを、エレンディスは止めた。

「いいこと。身みの代しろ金きんが支し払はらわれたら、貴方あなたは殺されるの。そう男達が話しているのを聞いたわ。だから早くここから出ないと……」

　エレンディスは半なかば脅おどすように告つげたのだが、ランドックは十一歳の子供には似つかわしくない苦い顔をして、エレンディスの手を払った。

「ランドック……」

「この手の呪のろいを知っているのだったら、俺の名前を知っていたことには驚かない。ならどうして俺がここから動きたくないかも分かるだろ？」

「……そうね。だいたいの予想はつくわ」

　その手で不本意に誰かの命を奪ってしまったか、そのことについて責せめられているのか、エレンディスには分からない。けれど、あの手がもたらす呪いの怖さを、当人以外で一番理解しているのはエレンディスだけだろう。

「ここに俺を置いていく方が、父や国のためだと思わないか？」

「だからって誘拐犯に殺されたいの？　あなたの命はそんなくだらない人間に差し出してもいいものなの？」

　エレンディスがそう告げると、ランドックは唇くちびるを引き絞しぼり、睨にらみ返してきた。強い光が灯ともる瞳は、とても死を望む男の目つきではない。

「どうなの、答えて」

　再度問いかけると、ランドックはようやく顔を上げた。

　大人おとなびているが、まだ彼は十一歳だ。命の重さを語るには幼すぎる。

「なあ、人の命を奪う手を持つ俺に……生きる価値があるのか？　俺が生きる代だい償しようにこの手が何人の命を奪ったと思う？　たとえ覚えていなくても、その罪つみの重さは理解している。そしてこれから先、この手が命を奪わないとは限らない」

「じゃあ潔いさぎよく自みずから死ねばどうなの？　なら、誘拐犯の手にかかることもないわよ」

　エレンディスが冷ややかに告げると、ランドックは怒りにも似た表情で叫さけぶ。

「自分で死ぬことだけは絶対に選せん択たくできないんだ！　だから俺は……苦しんでるんだよ！」

「言いたいことは分かるわ。でも……それって堂どう々どう巡めぐりよね」

「そうだよ。だからここから動けないんだ」

　ランドックが生きる代償に奪ったいくつもの命の重さが、自ら死を選ぶことを許さない。だから他人の手にかかりたいと、願っている。願いつつも、同じ理由で誘拐犯の手にかかることに、屈くつ辱じよくを感じるのだろう。

　生きるべきかそれとも死ぬべきか、ランドックは幼いながらも深く葛かつ藤とうしている。

「どうするの。死にたい？　それとも生きたい？」

　ランドックの返事はない。

　エレンディスは落らく胆たん交じりのため息をついた。

「ねえ、とりあえず私と一緒に外へ出て。そこでまだ死にたいのなら、私が見ていないところで死んでくれる？　そのための縄くらい用意してあげるわよ」

「お前……俺を助けたいのか、殺したいのか、どっちなんだよ」

「それは私ではなく、貴方が決めることよ」

　どんな人生であろうと、道を選択するのは自分だ。それがとても困こん難なんであっても、他人に任まかせてしまった瞬しゆん間かん、もうそれは自分の人生ではなくなるから。

　ランドックは嘲ちよう笑しように似た笑いを浮かべ、吐はき捨てた。

「父と同じことを言うんだな。ああ、そうだ。みな俺に決めろという。そうやって俺を生かした責任は俺にあるんだと、責めるんだ！」

「誰も貴方を責めたりしていないわ」

　責められるべき罪を背せ負おっているのはエレンディスだけだ。そう伝えてやりたいが、今はまだ打ち明ける時ではない。

「お前は経験していないから、冷静でいられるんだ。俺がどんなに苦しんで……っ！」

　エレンディスは思わずランドックの頰を打っていた。それは自分でも驚くほどのことで、手の平に痛みが走った瞬間、ようやく我われに返ったほどのものだった。

「いっ、今。俺を殴ったな！」

「いい加か減げんにして。愚ぐ痴ちは聞き飽あきたわ」

　ランドックはエレンディスのことを知らない。だからといって言っていいことと悪いことがあった。

「愚痴……っ!?　俺の悩みは、愚痴だっていうのか!?」

「ねえ、貴方の目……とても死にたがってる者の目ではないわ。貴方の黄おう金ごんの瞳には、力強い命の炎ほのおが灯ってる。その強さに、私はとても惹ひかれるの」

「俺の……目。死に取り憑つかれてはいないのか……？」

「ええ、そうよ。その輝きの意味。貴方が口では死にたいと言いながら本当はこれっぽっちもそんなこと思っていないってことよ。貴方は死ぬ理由を探してるんじゃない。生きる理由を探しているの。違う？」

　生きる理由──。

　かつてエレンディスがそれを求めて、彷徨さまよった。だからランドックの気持ちが手に取るように分かるのだ。

「生きる……理由……。そうか」

　ランドックもようやく自分なりの答えを見つけたのか、神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「俺……ここから出るよ」

「決まったわね。じゃあ、行きましょう」

　男達がここにくる前に、洞窟から出なければならない。

　エレンディスは木箱の陰かげから出て、再びランドックと出口を目指そうとした。が、木箱がなぎ払われると同時に、剣を構えた男が現れた。エレンディスはランドックを彼らの向ける剣から引き離すよう押しのけ、自らの剣を鞘さやから抜いた。

「……っ！」

　頭ず上じようで剣が交まじわり、甲かん高だかい音を立てる。エレンディスは男の無む防ぼう備びになっている腹を力ちから一いつ杯ぱい蹴けった。だが、もう一人脇から出てきた男に脇腹を斬きりつけられて、血が散った。

　それでもエレンディスは、体たい勢せいを低くして男の懐へ飛び込み、再び剣が振り下ろされる前に、倒す。

「だっ、大丈夫か？」

　ランドックはエレンディスの脇腹に、上着を裂さいてあてがう。その手をエレンディスはやんわりと払った。

「気にしないで、先を急ぎましょう」

「きっ……気にするに決まっているだろ！」

「いいから今は逃げるの。そう言ったはずよ」

　鋭い痛みは感じているが、しばらくすれば治まる。エレンディスは傷口をそのままにして出口へ向かって歩き始めた。

「手当てをしないと駄だ目めだ！」

「必要ないって……言っているでしょう」

　そうは答えたが、脇腹から流れ落ちる血が膝を伝って、地面に血だまりを作っていく。今ここで倒れるわけにはいかないのに、視界がぼんやりと霞み始めて、死の訪れが迫っていることを気づかせる。

　せめてランドックをここから脱出させるまで、意識がもってくれたら──。

「……待って、隠かくれて」

　洞窟の入り口付近からざわめく人の声がして、エレンディスは先に進めなくなっていた。

　向こうの人数は確認できないし、強きよう行こう突とつ破ぱするにも、なんの作戦もない。

　やはりアーガイルを連れてくるべきだった。が、彼は発作を起こしたばかりで休きゆう息そくが必要だった。だから、エレンディスは彼に相談をせずに飛び出したのだ。

「どうしてそこまでして助けようとするんだ？」

「しっ、黙っ……っ！」

　人の声が徐々に近づいてくる。出入り口は一方向のみ。見つかって取り囲まれるより、不意を突いて逃げ道を切り開く方が、まだ期待できそうだ。

「いいこと、私が彼らを引きつけるから、後ろを振り返らずに、洞窟から出るの。すぐ左手を行って。少し行ったところに馬を繫いであるから、それに乗って逃げるのよ」

「俺は……」

　話し終える前にエレンディスは、男達の前に飛び出す。唐とう突とつに現れた少女に男達は予想どおり驚き、その一瞬の隙を突いてエレンディスは一人倒した。それでもあと二人残っていて、エレンディスには引きつけるだけで精一杯だった。

　騒ぎを聞きつけてさらに敵が増えると、とてもランドックを逃がせない。

「私はっ……大丈夫だから……っ、逃げて！」

　エレンディスの思おも惑わくを察さつ知ちした一人が、ランドックを捕まえようとする。

「くそっ。人ひと質じちを逃がすな！」

「ランドック、早く……っ！」

　彼に気を取られた瞬間、エレンディスは腕を斬りつけられて、次にみぞおちを刺さされた。身体を引いて剣は抜けたが、さすがに立っていられずに後ろへ下がると、背中が壁に当たってそのまま地面に崩れ落ちた。

　力を失った身体は駆け寄ってきたランドックに引き寄せられていた。

「こっこんなに血がっ！　どうすればいいんだっ。……お前、死ぬのか？」

　エレンディスの血を見て取り乱し、支し離り滅めつ裂れつなランドックの声が頭上から落ちてくる。

「大丈夫。私は……死ねないから」
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　ようやくそう呟つぶやけたものの、死は唐突にエレンディスの五感すべてを奪った。

　死を実感するのは僅かの間だけ。けれど、言葉に表せないほどの孤こ独どくが全身を覆おおい、ここから出してと叫びたくなるほどの闇が広がる。

　痛みはない。けれどすべての感覚が奪われ、たった一人であることを知る瞬間、人は絶ぜつ望ぼうを味わうのだ。

　死の入り口に落ちるのは、ほんの少しの時間なのに、エレンディスはこの永遠とも思える苦痛を体験するたびに、もう二度と味わいたくないと願う。

「……っ」

　どのくらい経たったか分からないまま目を覚ますと、ランドックがエレンディスの剣を手にしている姿が視界に飛び込んできた。足下には男達が倒れていて、ランドックの荒い息が響いている。

「……ラン……ドッ……ク」

　エレンディスが身体を起こして名を呼ぶと、背後から聞こえた声に振り返ったランドックが、今までになく目を見開いた。

「しっ、死んだはずだ！　どうなってるんだよ!?」

　生き返ったエレンディスに気を取られ、動どう揺ようを隠せないランドックに、新たな男が剣を振り上げて向かってくるのが見えた。

「ランドック、危ない！」

　エレンディスの声にランドックは我に返った。

「……っ！」

　剣が交わる甲高い音が響く。しばらくは男が優ゆう勢せいだったが、たとえ十一歳という年齢であろうと、幼い頃から剣けん術じゆつを学んでいたランドックの方が男に勝った。

　ランドックは男を地面に転がすと、荒い息のままエレンディスの元へ駆け寄った。

「お前は……確かに死んでいた。俺は確かめた。それとも俺が間違っていたのか？」

「ええ、そうね。でもまず、ここから出ましょう」

　彼の疑問は当然のことだが、今はどうでもいいことだった。エレンディスはここからランドックを救い出すためやってきたのだから。

「私の剣を返して」

　ランドックは渋しぶ々しぶエレンディスに剣を返すと、倒れている男の剣を代わりに手に取った。そんなランドックの手を取り、エレンディスは出口へ向かって足早に歩きだす。

「いい、今度敵と対たい峙じしたら、戦わずに私を盾たてにしてとにかく逃げるのよ」

「お前……何を言ってるんだ！　女を盾にするなんてできるわけないだろ！」

　まだ十一歳の子供なのに、ランドックは堂々とした口調でそう言い放つ。その姿から、エレンディスは目が離せない。

「いい？　貴方のためなら何度でも死んであげる。だから気にしないで、自分が助かることだけを考えて。私がそうして欲しいの」

「……卑ひ怯きよう者ものがすることを、俺にやれと言うのかよ！」

　ランドックはそう吐き捨てると、エレンディスが摑んだ手を払って、立ち止まる。そんなランドックに向き直った。

「貴方が生き延のびるためなら構わない」

　エレンディスはきっぱりとそう告げたが、逆にランドックを怒らせた。

「いいか、俺は女を盾にして自分が逃げるようなことなんて絶対にしない！」

「ランドック……」

　ランドックの目にあった、死を望む暗い影はすっかり消えていた。その代わり、今ここを生き延びようとする強い意思が灯っている。

　エレンディスが望んだのは、そんな生に対する強い執しゆう着ちやくだ。それこそが彼を呪いから遠ざけ、心を強くする。

「来い！」

　今度はランドックの伸ばした手をエレンディスが摑み、二人は再び歩きだそうとした。

　だが、その間に割って入ってきた男がエレンディスを刺そうと剣を振り上げた。エレンディスの目に、ランドックが駆け寄ってくる姿が映る。

「逃げて──っ！」

　なんとか立ち上がろうとしたが、まだ塞ふさがりきらない傷口の痛みが酷ひどく、身体が思うように動かない。

　眼前で振り下ろされる剣と、エレンディスに覆い被さるランドックの動きが、急にゆっくりと流れ、視界が赤く染まった。

　それがランドックの血だと気づくのにそう時間はかからなかった。

　エレンディスの胸に顔を押しつけるようにして、ランドックが倒れ込んでくる。背から流れ落ちる彼の血がエレンディスの服も血に染めていく。

「やっぱり死にたかったんじゃない。だからってこんな死に方……絶対に許さないわ！」

「……誤解するなよ。女を護るのは男の務めだ」

　ランドックはようやくそう言うと、ゆっくりと長い息を吐いた。

　彼の瞳にある強い光がゆっくりと陰かげっていく。

「だめ……」

　どうして自分が助けられるなどと思ったのだろうか。

　この場所を突き止めた段階で、カストロフ王国へ報しらせたらよかったのだ。

　けれど、誘拐されたことを知った時から、エレンディスはただまっすぐランドックの元へ駆けつけることだけを考えていた。それに取り憑かれ、他の何も考えられないほどに。

　それまでは、ザンディナでランドックが十七歳を迎えるまで、静せい観かんすることにしていた。十七歳までもたない転てん生せい者しやが何人も続いたからだ。

　きっとランドックもそうだろうと、エレンディスは半ば諦めていた。

　けれど彼に会って、そんな考えなどすべて吹き飛んだ。ランドックは今までの転生者にはない、強い精神力と生への執着があった。

　彼こそこの呪いを解とく者だと、エレンディスは確かく信しんしたのだ。

　やっとそう思える転生者ランドツクと出会えたのに、失うわけにはいかない──。

「だめよ……ランドック！　しっかりして！　こんなところで死んだらだめよ！」

「子供を殺やるのは寝覚めが悪いが……これも仕事なんだ。許してくれよ」

　頭上から落とされる非情な声の主ぬしを確かめることなく、エレンディスはランドックを抱きしめた。

　せめて一緒に逝いけたら──。

　エレンディスは叶かなえられることのない願いを強く祈った。

「……一人で行動されるからこういうことになるのですよ、お嬢じよう様さま」

　ここで聞くとは思わなかったアーガイルの声に、エレンディスは驚きに顔を上げた。彼は男たちの背はい後ごにいつの間にか立っていて、その瞳には怒気が灯っている。

「仲間がいるぞ！」

「私は今、非常に機き嫌げんが悪い……死にたくなければ、去され」

　アーガイルは誰もが目を奪われるほどの美び貌ぼうと、触れると死に誘いざなわれそうなほどの闇を纏まとっている。その空気に気づいていたのは、エレンディスだけだった。

「なんだお前はっ！」

　ランドックを斬りつけ、エレンディスに剣を振り上げていた男は振り返り、アーガイルに怒ど鳴なる。そしてもう一人の男とともに、丸腰のアーガイルに向かっていった。

　だが、アーガイルが右手を挙あげた途と端たん、黒い霧きりが地面からわき上がり、男達を襲しゆう撃げきする。二人は水中で溺おぼれているかのように、しばらく両手で首を引っ搔かいてもがき苦しんでいたが、力尽つきたのかぱたりと地面に倒れ込み、動かなくなった。

「言っただろう、私は機嫌が悪いと」

「お願いアーガイル……ランドックを助けて!!　血を止めて！」

　エレンディスの訴うつたえも空むなしく、アーガイルは冷ややかな目でランドックを見下ろすばかりだ。そこには慈じ悲ひも哀あわれみもなく、ものにでも向けるような無関心さしかない。

「アーガイル！」

　エレンディスが必死で名を呼ぶと、アーガイルはようやく口を開いた。

「では、二度と私を置いて一人で行動しないとお約束ください」

「約束する。約束するわ！　だから……助けて……ランドックを……死なせないで……」

　エレンディスがランドックを抱えて懇こん願がんすると、アーガイルは膝を折り、涙で濡れた頰に手をかけた。

「お嬢様はこの男のためだけに……涙を流される……」

「アーガイル……お願い」

　必死の懇こん願がんに彼は、何か言いたげな視線を向けてきた。けれどそっと目をふせると、エレンディスの頰から手を離し、ランドックの背に触れた。

「……いいでしょう。それほどまでにお嬢様がお望みなら」

　アーガイルはそう言うと、人差し指と中指を立てて、自らの唇に添えた。そこで小さな声で詠えい唱しようした後、指先でランドックの傷口を数度にわたってなぞった。すると見る間に出血が止まり、衣服を濡らしていた血も乾いていく。

「助かるのよね？」

「……傷跡は残るでしょうが、死ぬことはないでしょう」

「ありがとう、本当に……ありがとう」

　エレンディスは涙目でランドックを抱えながら、彼の頭を何度も撫で続けていた。そうすることで乱れた気持ちが落ち着いていくようだった。

　何度、失おうと、同じだけ辛つらい。決して慣なれることはない解けない呪い。

「お嬢様。カストロフ王国にはすでにこのことを伝えております。早々に立ち去らねば面めん倒どうなことになりますよ」

「ええ、そうね」

　名な残ごり惜おしいものの、エレンディスはランドックの身体をゆっくり下ろして立ち上がろうとした。が、ランドックの目が僅かに開いていることに気づく。

「ランドック……もう大丈夫。貴方の助けがくるわ。もう少しここで待っていてね」

「お前の……名前……」

「次に会ったときに教えるわ。それまで死なないと約束してくれたら、いつか必ず会いに行くわね」

「……約束……する」

　ランドックは消え入りそうな声でそう呟くと、再び意識を失った。

　アーガイルは立ち上がり、気を失っているランドックに冷ややかな眼まな差ざしを落とす。

「それを諦めて、次にしてもよろしいのでは？」

「いいえ、決めたの。今度こそ呪いを解くのよ。彼に……呪いを解いてもらうの」

　呪いがもたらした罪に苦しみながら、少年は幼いながらも生きることを選択した。

　彼の心はとても強く、死の闇に決して染まることはない。

　エレンディスは決心した。

　ランドックで終わりにするのだと。

　涙で霞んだ目を拭ぬぐっていると、フォロンが戻ってきた。

「兵士がもうすぐ迎えに来る、来る、にゃん！」

「私達は消えた方がよさそうですね。帰りましょう、お嬢様」

　こくりと頷き、エレンディスはランドックを置いてアーガイルとともに洞窟を出た。

　またぶり返した雨が辺りをけぶらせていた。その中に身を投じると、大粒の雨が打ち付けてくる。痛みと冷たさが身体から体力を奪っていくが、耐たえられないものではなかった。

　むしろ生きていることを実感するのに、必要な感覚だった。




　──それから六年、再会まで待たなくてはならなかった。
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　朝早く先に目を覚ましたエレンディスは、しばらく彼のぬくもりに身を任まかせていた。

　規則的に響くランドックの心臓の鼓こ動どうを耳にして、エレンディスの表情に、自然と安あん堵どの笑えみが浮かぶ。

　時間はいつもより優しく過すぎて、静かな雨音だけが心ここ地ちよく耳に届く。

　いつの間に雨が降りだしたのか、覚えがないほど珍しくぐっすり眠っていた。

　このまま彼と同じ時を刻きざめたら、どれほど幸せか。これまで、幾いく度どもそれを望んできたが、そのすべてが失意のうちに砕くだかれてきた。

　エレンディスはそんな結末に決着をつけたかった。だからここに来た。

　もう一度、愛する人に会い、今度こそ永遠に別れるために。

「……」

　顔を上げると、ランドックの精せい悍かんな顔立ちが目に入る。そっと手を伸ばして顎あごのラインをなぞった。

　彼は生きている──。

　その事実だけで胸が一いつ杯ぱいになる。この年ねん齢れいまで生きていることも驚きだが、心を病やんでいないのもまれだからだ。

　呪いさえなくなれば、これから先も彼はきっと幸せに生きていけるだろう。

　だからエレンディスは決心した。たった一夜をともに過ごすという夢を果はたしてもらって、ここで終わりにするのだと。

　結局目的は果たせなかったが、ランドックの気持ちも理解できたから、エレンディスはそれ以上強く望まなかった。

　エレンディスの視線は自然とうつむき加か減げんになっていたが、ふと目にしたものに身体からだが硬こう直ちよくした。

「……!?」

　ランドックは寝しん衣いを身につけていたはずなのに、素すっ裸ぱだかでエレンディスの眼がん下かに大の字で横たわっていたのだ。黒い手袋だけは両手にはめているものの、その他は一いつ糸し纏まとわぬ姿でぐっすり眠りこけていた。

　エレンディスの顔が見る間に赤く染まり、それは瞬またたく間に全身へと広がっていく。

「っ、きゃ────！」

　思わず上がった声に危険を感じとったのか、アーガイルが部屋に駆かけ込んできた。

「お嬢じよう様さま!?」

　アーガイルは素っ裸で眠っているランドックを、汚よごれた雑ぞう巾きんでも目にしたような表情で見下ろし、吐はき捨てた。

「……なんという破は廉れん恥ちな」

「え、違うの。誤解しないで。あっ、誤解してもいいけど……そのつもりだったし。いえ、違うわ。誤解しないで、アーガイル」

　エレンディスが自分でもよく分からない説明をしていると、アーガイルは寝台に上り、無言でランドックを踏ふみつけた。

「ぎゃ──っ！」

「アーガイル！」

　ランドックはなんとかアーガイルの足を払いのけ、四つん這ばいで咳せき込む。そんな姿を冷ややかな目で見つめている。

「げほっ、ごほっ。なっ……何をするんだ！」

「今すぐ死ね。ここで死ね」

　アーガイルは今度は彼の背を踏み、寝台に押しつけた。

「いでで──！」

　彼は本気で殺すと言ったら迷いなくやる男だ。だから、そこまで深刻ではないのだろう。けれど彼はあまり冗じよう談だんを口にする性た質ちではないため、今の行動がアーガイルらしくなくて、エレンディスは戸と惑まどっていた。

「アーガイル、さっきからどうしたの？」

「お嬢様は、この姿を見てどうして腹が立たないのです？」

　どうしてと問われてもエレンディスは答えられなかった。

　ランドックが裸になっていることが腹を立てる理由にならないからだ。

「待て、俺は何もしてねえよ！　するつもりだったが、やめた」

「その格かつ好こうでは説得力などない」

「あ、これか。俺は寝てる間、よく無意識に服を脱いでしまう癖くせがあるんだ」

　爽さわやかな笑顔とともにランドックはそう言った。が、アーガイルは納得していないのか、相変わらず彼の背から足を離さない。

「お嬢様、この男は変へん態たいですよ」

「……たっ、ただの癖よ、アーガイル。そんなに怒ることじゃ……」

「では、露ろ出しゆつ狂きようと言い換かえましょう」

　さすがにランドックも頭にきたのか、背に乗るアーガイルの足を自力で払はらいのけ、寝台に座って向き直る。

「いいか、魔ま導どう師し。自分の部屋でどんな格好をしようと、俺の自由だ！」

「お嬢様の前ではそのような自由、あってはならん」

「は？　何なに様さま法ほう律りつだ」

　ランドックは転がっている寝衣を摑つかんで羽は織おると、枕にもたれて座り、足を伸ばした。

　アーガイルは不満そうに寝台から下りると、聞こえるようにため息をつく。

「俺の肉体美は存分に堪たん能のうしただろうから、この話題は終わりだ。肝かん心じんな話に戻るぞ。……それで、呪いを解とく方法を教えてくれるんだったよな」

「え、あ。そうだったわ」

　結局エレンディスの目的は果たせなかったが、これで良かったと素直に思えた。

「難しいのか？」

「いいえ」

　エレンディスは隣に座るランドックの手を眺ながめ、静かに告つげた。

「貴方あなたがその手で私を殺せばいいの」

「……おい。ふざけてるのか？」

「ふざけてなんかないわ」

　真ま面じ目めな顔でエレンディスは、ランドックの手袋をはめた手に自みずからの手を重ねた。

　特別な繊せん維いで作られた呪いを遮しや断だんする黒い手袋。ランドックはこの手袋と出会ったから、心を壊こわさず大人おとなになれたのかもしれない。

「……この手袋を外して、私から命を奪う。それで終わり。貴方のすべての呪いは解ける」

「よせ」

　ランドックは手を引っ込め、忌いま々いましい表情で見つめつつ、言葉を重ねた。

「この手は生ある者から命を奪う。それが俺の呪い……。だからといって、どうしてお前の命を奪えば解かい呪じゆされるんだ？」

「……すべての原因が私にあるからよ。だからその手で私の命を奪う権利が貴方にはあるの。もちろん罪ざい悪あく感かんも不要よ」

　これは遠い昔にかけられた呪い。今もなお効こう力りよくは薄れず、また解呪方法も発見することはできないでいる。

　たった一つの方法を除のぞいて。

「まず、どうしてそうなったのか、ことの始まりを説明するのが先だろう？」

「そう……ね。いきなりこんな話をしても信じられないかもしれないけれど……」

「前置きはいい」

　ランドックに促うながされ、エレンディスは話し始めた。

「遠い昔、私はイスニディア国の王子、シェルド・リムル・トルティーアと婚約したの。婚こん儀ぎの日を決めるため、有名な魔導師のメルン・ファーを尋ね、占うらないを求めた。それが間違いだった……」

　すでに思い出すのも難しい記き憶おくや、忘れてしまったことも多いのに、呪いを受けた当時のことだけは今でも鮮あざやかに思い出せる。

「メルンはシェルドを一目見て恋に堕おちた。彼女はあらゆる手を使ってシェルドと私を引き裂さこうとしたんだけれど、すべては失敗に終わったの。その結果、メルンは私を恨うらんで自らの魂たましいを代だい償しように私達に呪いをかけた」

　美しく聡そう明めいなメルン。誰だれからも尊敬され、愛されていた女性。そんな女性が、シェルドに出会い、激変した。

　それまでの名声が地に落ちようと、家族友人知人が離れていこうと、メルンはあからさまにシェルド唯ただ一人の愛を求めたのだ。

「私は永遠に十五歳のまま時間が止められ、シェルドはその魂が何度生まれ変わろうと、生あるものに死をもたらす呪いがかけられた。その呪いを解くためには、シェルドの魂を持つ者を探し出し、その者が十七歳を迎えたあと、その手で私が殺されること」

「なんだ。俺じゃなくて、お前はシェルドって男が好きだったのか」

「えっ……問題はそこなの？」

　エレンディスの命を奪うことで呪いが解けるのはどうでもいいのか、ランドックは予想もしなかったことで怒っている。

「そうだ。俺には大問題だ！」

「で、でも……貴方の魂はシェルドのものよ。同じなの」

　シェルドの魂は呪われている。だから触ふれるだけで命を奪うという呪いが転てん生せい者しやに現れるのだ。それだけでもランドックがシェルドの生まれ変わりであることを示している。

　それは否定できない事実だ。

「知るか。俺は俺だ。シェルドなんて奴やつじゃないんだよ。だいたい見たことも聞いたこともねえ、大昔に死んだ男と同じだと気味の悪いこと言われて納なつ得とくできると思ってるのか？」

　ランドックは自分はシェルドと同じではないと吐き捨てる。そんなふうに考えたことがなかったエレンディスにとって、目の覚めるような驚きだった。

「まさか、今までの奴は自分がシェルドって奴だと信じたのか？」

「そうだもの……」

　シェルドの魂を持つ転生者達は、最初はみな呪いの原因をようやく知って安堵する。けれどそれはさらなる苦く悩のうの始まりにもなるのだ。

「で、未いまだにお前が生きているということは、誰もお前を殺せなかったということだな」

「……シェルドの魂を持つ人間は死に魅み入いられていて何度転生しようと、長生きできないの。命を奪う呪いのせいで、周囲の人から恐れられて幼い頃に殺されたり、戦争に利用されることを嫌きらって死を選ぶ。人の命を奪う呪いに苦悩し、自じ滅めつしてしまうのよ」

　そんな人間が、エレンディスを殺せるわけなどない。

　だから別の解呪方法を探すのだが、シェルドの魂を持つ者は、いつも解けない呪いに絶ぜつ望ぼうし、エレンディスを置いて失しつ意いのうちに逝いってしまう。

「他に解呪の方法はないのか？」

「長い時間、探し続けたけれど見つけられなかった。だから決めたの。次に再会したら……そのときは唯ゆい一いつの方法で解呪してもらおうって」

　必ず別の解呪方法があると信じてきたが、その希望も長い時間とともに朽くちていった。エレンディスはいつもシェルドを救えず、苦しんできたのだ。

「それって、俺はよくてもお前は死ぬってことだろ。なのにやけに冷静だな」

「決心したからよ」

　そう言うと、ランドックはエレンディスを無理やり押し倒して馬乗りになった。彼は恐ろしいほど真しん剣けんな眼まな差ざしを落としてくる。向ける黄おう金ごんの瞳ひとみには怒りすら浮かんでいて、エレンディスは困こん惑わくしていた。

「ランドック……」

「そんな頼みが聞けると思ってるのか。俺はお前を花はな嫁よめにするため探していたんだぞ。その命を解呪のためだからといって、奪えると思ってるのか!?」

　エレンディスはランドックの頰ほおをそっと手の平で捉とらえ、微ほほ笑えんだ。

「私は貴方の苦しみを誰よりも理解できる。救いを見み出いだせなかった苦しみから貴方はやっと解放されるの。もう苦しまなくていい……いいのよ、ランドック」

　ランドックはエレンディスの手を摑んで引き離すと、忌々しげに告げた。

「それはお前が心配することじゃない。全く……ぬか喜びさせやがって……。俺はお前に惚ほれているんだぜ。なのにお前は俺じゃなくて、どこにあるのか分からない魂の話を持ち出し、そいつが好きだと言う」

「貴方とシェルドは同じ魂を持つの。何も変わらないわ」

「いいか、エレンディス。何度も言わせるな。俺は俺だ。シェルドって奴じゃねえ！　二度と一緒にするな」

　ランドックは、癪しやくに障さわった表情でそう吐き捨てると、エレンディスが口を挟はさむ前に言葉を重ねた。

「だいたい、お前は俺を助けようとしているんじゃない。過去に死んだ男のために犠ぎ牲せいになる自分に酔よってるだけじゃないのか？」

「そんなつもりは……」

　ないと心からそう言えるだろうか──。

　エレンディスは自分の命を捨てることで、彼に対する愛情を証明したかったのだろうか。

　シェルドを失ってから随ずい分ぶん経たち、自分の本心がどこにあるのか、探すのがとても難しくなっている。

「だったら呪いのことはしばらく忘れろ。今、お前がしなければならないことは一つだ」

「……それは何？」

「フフ、決まっているだろ。この俺を愛することだ」

　自信たっぷりに微笑むランドックに、二人の会話を聞いていたアーガイルが、フンと馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。

　ランドックはエレンディスから飛びのくと、アーガイルに向かって仁に王おう立だちした。

「なんだ、魔導師。文もん句くがあるのか？」

「いや。ただ、変態に言われると気持ちが悪いと思っただけだ」

「そんなに見たいなら、また素っ裸になってやるぜ。どうだ、見たいか！　お前が望むなら見せてやるぞ！」

　ランドックは両手を腰に当て、楽しそうに笑いながら、アーガイルを挑ちよう発はつしている。本気で素っ裸になるのではないかと、エレンディスはなんとなくあとずさっていた。

　こんなことシェルドは絶対にしなかった。というかそもそもこういうことをする人間にエレンディスは今まで会ったことがない。

「……貴き様さまは変態の上に、露出狂だな」

「ああ言えばこう言う魔導師だな」

　ランドックはおもしろくなさそうに頭を搔かいて、肩越しにエレンディスに視線を流すと、ため息をついた。

「なんだか、しらけちまったな。とりあえず……朝飯を用意させるか」

　寝台を下りて部屋を出ようとするランドックをエレンディスは追いかけ、扉とびらのところで捕まえた。

「ランドック、待って！」

「なんだ？」

「貴方には突然のことで考えられないことかもしれないけれど、誰よりも長く考えて出した答えなの。私の決断は変わらない。だからランドックもよく考えて欲しいの。この呪いを抱え続けることの苦しみや、私が永遠に生きることの意味を」

　決して簡単に決断したことではない。長い時間をかけて出した答えなのだ。だからこそランドックにも、簡単に答えを出さず、ゆっくり時間をかけて考えて欲しかった。

　ランドックは扉を背で押し開きながら、エレンディスに強い口調で告げた。

「これだけは言っておく。俺は惚れた女を殺してまで呪いを解く気はない！」

　エレンディスがなおも考え直してもらおうと言葉を発する前に、薄く開いた扉の向こうにいたセイブラが割り込んできた。

「どういう意味だ……エレンディス」

「セイブラ……」

「僕が聞いていた解呪の方法とは違う！　君はどれだけ僕に噓うそをついているんだ!!」

　拳こぶしを震わせて激げき怒どするセイブラに、エレンディスは言った。

「本当のことを話したら貴方は私が国を出ることを許してくれなかったでしょう？」

「当然だ！　僕は君を失うためにここへ来たわけじゃない。この男を君の手で殺すか、もしくは一晩……一晩我が慢まんすれば、解呪ができると君が言ったから、一時的にこの手から離した。なのに……君が死ぬ……だって？」

「セイブラ、ここではっきりとさせておくわ。私は世界で唯一、彼のためだけに生きているの。この命も身体もすべて彼のもの。彼に命を奪われることは本ほん望もうなのよ。それを邪じや魔まするというのなら、たとえ貴方であっても許さない」

　セイブラの気持ちを理解していないわけではない。

　けれど、エレンディスにとって大切なのはシェルドの魂を持つランドックだ。自分の呪いを解くことより、彼の呪いを解く方法を探してきたといってもいい。

　彼の幸せだけをエレンディスは考えてきた。それをセイブラに邪魔される理由はない。

「エレンディス……僕は彼とこの国を人ひと質じちに取ることもできる」

　セイブラは静かにそう告げた。

　周囲は彼の放つ怒りによって静まり返っていて、誰も口を挟むことができない。そんな中、ランドックだけが不ふ敵てきな笑いを浮かべ、その沈ちん黙もくを終わらせた。

「セイブラ皇こう王おう陛へい下かともあろう方が、女性を意のままにするため、人目もはばからず権力を振りかざす行為はどうかと思いますが」

「僕は昔から使えるものは使う主義なんだよ、ランドック王子。欲しいものがあれば、全力で手に入れる。たとえそれが反則であろうと、また誰に後ろ指をさされようと、僕は全く気にならない。チャンスを逃のがして後こう悔かいするよりましだからね」

「皇王様が何をしようと無駄ですよ。エレンディスが惚れているのはこの俺ですから」

　ランドックが自信たっぷりにそう言い放つと、セイブラの表情はかつてないほど暗い陰かげを落とし、瞳は怒りで燃えだした。

　それでもランドックはセイブラに対し、一歩も引くつもりはないようだ。

　尋じん常じようではないセイブラの怒りを目まの当たりにしたエレンディスは、あくまで対等に張り合っているランドックの無む謀ぼうさが心配だった。

「セイブラ殿、こちらにいらっしゃったのですね。そろそろ……」

　そこへコルティスがセイブラを探し、朝の挨あい拶さつのために現れた。が、部屋の空気が最悪なのを感じ取り、まずは息むす子こであるランドックへ視線を向けた。ランドックは答えず、怒りにまかせて彼の息子をなじるセイブラによって、事情を把は握あくした。

　コルティスの顔色は見る間に変わり、セイブラに向かって深々と頭を下げる。

「セイブラ殿、申し訳ございません。愚ぐ息そくが大変失礼な態度を……。心から謝罪をいたしますゆえ、どうぞ寛かん大だいなお心でこの場はお許し願えないでしょうか」

「……僕が誰かを許す？　そんな無む駄だなことは一度もしたためしがない」

　セイブラは未だかつて誰かに頭を下げたことがない。小さい頃からそう育てられたし、理り不ふ尽じんな怒りを臣しん下かにぶつけようと、異いを唱となえる者もいなかった。

　エレンディスは相談をされると話を聞くが、王や国の方針には干かん渉しようしないよう努めてきた。そのためセイブラがどれほど傲ごう慢まんで自己中心的であろうと、彼が彼であることを受け入れていたのだ。

　けれど今回はエレンディス自身のことが問題になっている。関係のない人間が被ひ害がいを被こうむることは避さけたい。

「セイブラ、責せめるのなら私を責めて。こちらの王様には関係のないことよ」

「そうだ、噓をつき、謀たばかったのは君だったな。申し訳ないと本当に思うのなら、さっさと僕と帰国するんだ」

「それはできないわ」

「エレンディス。僕の気持ちは理解しているはずだ」

　セイブラの想いを無視しているつもりはない。だが、エレンディスは彼だけでなく他の誰であろうと、シェルドの魂を持つ者以外、受け入れるつもりはないのだ。

　それはもう何度となくセイブラには話してきたし、エレンディスが死ぬことのない呪いを抱えている以上、たとえ皇王であろうと、どうにもならないことだ。

「……悪いが俺もこの件で引き下がる気は一切ない。セイブラ皇王が戦争を起こすつもりでいるならそうしてもらって結構。いくらでも兵士をこの国へ差し向けられるといい」

　セイブラも一いつ向こうに退ひこうとしないためか、ランドックは挑発的な発言で彼を煽あおった。それに対し、先に非難の声を上げたのは、コルティスだった。

「ランドック、お前はなんと言うことを口にしているんだ。今すぐ謝罪するんだ！」

「父上、エレンディスのことがある限り俺たちがここで床を舐なめるようにして土ど下げ座ざして謝ったところで、この皇王様が納得するわけがないでしょう。」

「ならば、お前が諦あきらめればいい話ではないのか!?　お前の言動は、この国を危険にさらしているんだぞ！」

「分かっているつもりですよ、父上」

「お前の父親の方が状況を理解しているようだぞ」

「ああ、俺も理解しているつもりですよ、皇王様。だがエレンディスは俺のものだ。絶対に引いたり譲ったりしない」

　ランドックはきっぱりとそう告げた。セイブラは彼の目を射い貫ぬくように見つめ、静かに言った。

「国ごと滅ほろぼうと……か」

　ランドックは微笑んだ。

　そこに恐れなどみじんも感じられない。

「申し訳ないが、滅ぶのは皇王様の方ですよ。俺は、貴方の差し向ける兵士の命を片かたっ端ぱしから奪って差し上げます。それだけじゃない。ザンディナ皇国まで足を運び、女子供に関係なく民の命をすべて奪う。その上で、最後に皇王様の命をいただこう。こういう決断は不本意でしかないが、俺は自分の国を護るために、この自らにかけられた呪いを利用するつもりだ」

　ランドックはセイブラに一歩も譲ることなく、堂々と渡り合っている。そこには王である父親を凌りよう駕がするかのような、威い圧あつ感があった。

　その強さにエレンディスの瞳は釘くぎ付づけになる。

「は、……お前のどこにそんな力があるんだ」

　ランドックはセイブラに自らの手を広げてみせた。

　特別な手袋をはめた両手。

「俺のこの手は命を喰くらう……貪どん欲よくに、際さい限げんなく……な。なんなら今ここで見せてやってもいいぜ」

「それが……お前の呪いなのか？」

「そうだ」

　ランドックの言葉を確かめるように、セイブラはエレンディスに尋たずねた。

「エレンディス、本当か？」

「ええ……彼の呪いは生あるものの命を奪う。だからこそ彼の手だけが私の命を奪い、呪いの連れん鎖さを絶つことができるの」

　もっとも触れて初めて命を奪えたはずだから、ランドックの言うように、手袋を外したからと言って、際限なく命を吸収するようなことにはならないはずなのだが──。

　エレンディスもランドックが実際にその手で人を殺あやめるところを見たことはないので、知らないだけかもしれない。

「ランドック、いい加減にするんだ！」

　コルティスは二人の間に挟まれて、かわいそうなほど動どう揺ようしている。王としての威い厳げんはあるものの、この場を収めるだけの力はない。

「どうする、皇王様」

「……いいだろう。この場は引いてやる。だが、エレンディスの命は奪わせない」

「どいつもこいつもこの俺を人殺しにしたくてたまらないようだが、そんなつもりは毛もう頭とうないと、さっきから話しているんだがな」

　ランドックはようやくセイブラから視線を外し、長なが椅い子すに座った。

「とりあえず……朝飯にしようぜ。腹が減っていると苛いらついて短気になるというだろ。俺は腹が減ったし、すでに短気になっている！」

　ランドックがそう言うと、部屋に張り詰めていた空気が一気に解けた。セイブラも珍しく「そうだな」とランドックに同意し、最悪の状況はひとまず去った。
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　エレンディスは着替えをすませたあと、朝食の準備が整うまで、アーガイルとともにバルコニーに出ていた。そこで眼下に広がる美しい景色に目を奪われる。

　素晴らしい国──。

　水が豊富なカストロフ王国は常じよう緑りよく樹じゆがあちこちに生えていて、緑が多い。国民は肥ひ沃よくな土地と豊かな水を使い、主おもに農業と織物の染料を生業なりわいにしていた。気候の変動が少なく安定しているせいか、国民はみな、善ぜん良りようで勤勉。そのため戦いくさなどの争い事を好まないし、軍隊はあっても戦せん闘とうは苦手としている。

　とはいえ、隣りん接せつする大国・ザンディナ皇国に対たい抗こうするため、カストロフ王国は同じく隣接する他の三国とともにカシキル四国同盟を結んでいた。

　もっともザンディナ皇国は今のところ政せい局きよくも安定しており、好景気だ。自国のために他国を脅おびやかす必要がないので、しばらく争い事はないだろう。

　かつて、ほぼどこかの国や地域で戦争があったからか、今の平和な時代はエレンディスにとっても驚くべきものだった。

　もっとも火ひ種だねが全くないというわけでもなく、危うい均きん衡こうの上に今の平和がある。

「お嬢様、まだ風は冷たいですよ」

「大丈夫。気持ちいいくらいなの……」

　ランドックの側そばにいると、胸の鼓動が速くなり、気分が高こう揚ようしてくるのだ。

　彼の発するみなぎるような力強さを、触れ合ってもいないのにこの肌に感じる。

「ねえ、信じられる？　ランドックは十七歳よ。しかも城に引きこもることなく、堂々としている。こんなこと今までなかったわ」

　シェルドの魂を持つ、心優しい転生者。彼らはみな優しくあったがゆえに自らの呪いに苦悩した。そして人を避けて暮らすようになり、ゆっくりと心を壊し、死を迎えてきた。

　そんな彼らとランドックはまるで違う。魂が同じだとは思えないほどに。

「魂が同じでも……違う。私、ランドックに言われて初めて気づいたの。魂が同じだから好きだって言われたら、確かにいい気分はしないわよね」

　ランドックにとってシェルドは知らない人間であり、別人だ。ということは、二度と自分が愛したシェルドには会えないのだ。

　偶ぐう然ぜんでも奇き跡せきでもいい。

　いつかシェルドの記憶を持った生まれ変わりに出会えると、エレンディスは信じて疑わなかった。転生というのはそういうことなのだと、信じたかった。

　だからどれほど絶望の淵ふちに落とされても、耐えてきた。彼を何度失っても、必ず顔を上げ、シェルドを求めて長い時間を彷徨さまよえたのだ。

　最初は解呪して幸せになる日を夢見ていた。しかし時間が経つごとに、それら淡あわい夢は消えていった。仲良くなった友はみな刻の向こうへと去り、別れの辛つらさからいつしか友達を作ることをやめた。すべてが嫌いやになり、アーガイルとともに、孤こ島とうでひっそり暮らしていた時期もある。

　次で終わらせよう。今度こそ終わらせよう。次第にそればかり考えるようになった。

「もっと早くに私が彼の手で殺されていたら、転生した彼らを苦しめることはなかった。貴方ももっと早く楽になれたはず」

「……遙はるか昔、私はお嬢様と契約をいたしましたね。お嬢様が解呪の方法を見つけるまで、必要なときに命を差し出すこと。この私から逃げ出すことは許されないと。それには期限はありません」

　アーガイルはいつもの冷めた表情で、淡たん々たんとそう告げた。

「ええ。忘れることなんて……ないわ」

　エレンディス、シェルド（ランドック）、アーガイル。

　当時あの場にいた者すべてが、メルンによって呪われた。

　エレンディスは死ぬことを許されず、シェルドの魂は何度生まれ変わっても、その手の呪いで命を奪う。そしてもう一人、アーガイルもエレンディスと同じ不死の呪いがかかったが、それは不完全なものだった。

　女魔導師メルンは、シェルドに恋い焦こがれ、禁きん断だんの呪いを自らの魂を代償にしてかけた。

　メルンを師しと仰あおいで慕したい、心から愛していたアーガイル。彼はメルンを狂くるわせたエレンディスを恨み、奪えない命に何度も死をもたらし、自分自身は不完全な呪いに苦しんだ。

　しばらくするとアーガイルは自分が自分であるために、エレンディスに契約を持ちかけてきた。エレンディスは、すぐさまそれを受け入れたのだ。彼がどんな気持ちで、心底恨んでいる相手に契約を持ちかけたのかを考えれば、断れるわけなどなかった。

　それからというものエレンディスはアーガイルと行動をともにしていた。

　憎にくまれていると知りつつも、彼だけがエレンディスと同じ刻を生きることができる。彼がいてくれたから、長い刻を正気を保たもって過ごしてこられた。彼もまた同じ気持ちでいてくれたとすれば、少しは救われる。

　ただ、今ではエレンディスを気き遣づかう言葉すらかけてくれるようになったアーガイルだが、胸の内がどんな思いに満ちているのか、聞いたことはない。いつかまた恨みが再さい燃ねんして彼の手が自らの首に回ったとしても、エレンディスは構かまわなかった。

「お嬢様さえよければ……」

　アーガイルが何かを言おうとしたところに、セイブラがやってきた。その表情は当然のごとく不ふ機き嫌げんだ。

「エレンディス。さっきは言いすぎた。悪かったよ」

「私も……本当のことを話していなかったことを謝るわ……」

　エレンディスが素直に謝ると、セイブラは小さく頷うなずき、続けた。

「そうだ、それがショックだった。君は僕にだけは本当のことを話してくれていると思っていたからだ」

「……」

「僕が必ず君の命を代償としない解呪の方法を探す。約束する。だから一緒に帰ろう」

　セイブラの人生よりも長い時間、エレンディス達は解呪を探してきた。世界の端から端まで旅したといってもいい。それでも見つけられなかったのだ。

「できないわ、セイブラ」

「エレンディス、僕は君を失いたくないし、自分以外の誰にも渡さない」

　セイブラは背はい後ごから手を回し、エレンディスを抱きしめた。やんわり逃のがれようとしたが、目的を果たせず、エレンディスは諦めたように目を伏せた。

　そんなエレンディスに気づいたのか、アーガイルが口を開いた。

「お嬢様から離れてもらおうか」

「お前が干かん渉しようすることじゃない。そうだろう、アーガイル」

「いいのよ、アーガイル」

　エレンディスの言葉に、少し思案したのち、アーガイルは無言で退しりぞいた。

　これはセイブラとエレンディスの問題であり、自分が解決しなければならないことだ。

　けれど、どういう言葉がセイブラの気持ちを納得させるものとなるのか、長い間、見つけられずにいるのも事実だった。

「愛しているんだ……エレンディス」

　耳元でそう囁ささやいたセイブラに、エレンディスは頭かぶりを振った。

　それでもセイブラは言葉を重ねる。

「君を手に入れるためなら、何を犠牲にしても構わない。だから考え直してくれ」

「セイブラ……貴方が自分の気持ちを譲れないように、私も譲れないの。なのに私には自分の気持ちを諦めて、貴方を受け入れろというの？」

「それを望むのはいけないことか？」
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　みなセイブラのことを、権力や金に物を言わせ、欲しいものはすべて手に入れてきた王だと思っているだろう。けれど、彼が本当に望むものはすべて失われていて、何一つ得られていない。

　彼の両親も、両親の家族も温かい家庭も、この世にはない。だからこそ幼い頃から側にいてくれたエレンディスに対する彼の想いは当然のごとく強くなった。

　セイブラにとってエレンディスは家族であり、姉きよう弟だいであり、恋人のようなもの。けれどそれは恋愛感情ではないと、いくら説明をしてもセイブラは理解してくれない。

「傲慢だわ」

「そうだ、僕はそういう男なんだ。知ってるだろう、エレンディス」

　セイブラは腕の中のエレンディスを自分の方へと向けると、額に掛かる髪を撫なで上げた。

　彼の眼差しはとても優しい。

「君がどれほど拒こばもうと、僕は君を手に入れる」

「そこに心が伴ともなっていなくても、いいの？」

「ああ、心はあとからゆっくり手に入れるよ」

　セイブラの手がエレンディスのおとがいを捉え、顔が近づけられる。エレンディスは彼を押しのけ、顔を背そむけた。

「やめて、セイブラ」

　拒絶するようにセイブラから離れたエレンディスに、彼は傷ついた目をしたものの、それは一瞬だった。

　セイブラは構わずエレンディスとの距離を縮めようとしたが、そこにザンディナの臣下がやってきて話が中断された。

「皇王様、コルティス王が食事の前に二人で話をしたいといらしています」

「全く……ゆっくり話もできない」

「行って、セイブラ」

　渋しぶ々しぶという様子でセイブラは背を向けて去ろうとしたが、途中で肩越しに振り返った。

「いいか、僕は、怒ってるわけじゃないからな」

「わかってる。あなたは劣おとってなどいないわ」

「僕は劣ってるとは言ってない!!」

　セイブラは真まっ赤かな顔をして怒りつつも、バルコニーから去って行った。聞き間違えただけなのだが、最悪のタイミングだったようだ。

「お嬢様、笑わせないでください」

「きっ、聞き間違えただけよ」

「そういうところは、昔から変わっていらっしゃいませんね」

　アーガイルはよく見ると分かる程度に微笑む。

「ねえ、アーガイル。そういえば……さっき何か言いかけてなかった？」

「いえ」

「……なら、いいんだけど」

　何を聞いてもアーガイルは『お嬢様の決断に従います』としか言わない。それもまたエレンディスが気になっていることだった。

「エレンディス、ここにいたのか」

　現れたランドックは肌が透すけそうなほど薄く長なが袖そでの白い上着を身につけていた。膝ひざまであるそれに裾すそから足にぴったり合った脚衣に、皮かわ靴ぐつを履はいていた。太めのベルトは、左に金具が取り付けられていて、長い剣が提さげられている。鞘に金の装飾がされていて、柄つかに小さな宝石が埋め込まれていた。

　セイブラがいつも重じゆう厚こうな格好をしているからか、ランドックの格好はとても軽やかで気持ちよさそうに見える。

「いい景色だろう？」

　ランドックはそう言い、エレンディスの隣に立ち、バルコニーの手すりに肘ひじを置いた。

「ええ、とても美しくて、いつまでも眺めていたいわ」

「俺もバルコニーから眺める景色が好きだ。この国が生命力にあふれているのが実感できる」

　赤い髪を揺らすランドックは、気持ちよさそうに顔を上げていた。その姿を眺めながら、エレンディスは言った。

「……一つ聞いてもいい？」

「一つと言わず、なんでも聞いてくれ」

　ランドックはこちらに上半身を向け、楽しそうにエレンディスを見下ろしている。

「貴方の手は……触れることなく命を奪えるの？」

「どうしてそんなことを聞く？」

「セイブラに言っていたでしょう？　兵士を差し向けたらすべての命を奪うと。そんなことできたかと思って」

「あれか。はったりだ」

　ランドックはしれっとした顔で、言った。

「は……はったり？」

「そう、はったり」

　ははっと笑うランドックに、エレンディスは呆あきれた。

　もし、セイブラがあそこで退かなかったら、どうするつもりだったのだろう。

「ああ言えば、そう簡単にこの国へ攻め入ることはないだろうと思ってな。皇王様には内ない緒しよにしてくれよ」

「えっ……ええ」

　ランドックの悪びれない笑顔にエレンディスもついつられて笑っていた。

　あの場で堂々とはったりを口にできるランドックに半なかば呆れ、半ば感心していたのだ。

「笑うとさらに可愛かわいくなるな……」

「……え。あ……そ、そうかしら」

「ああ、たまらなく可愛い」

　こう間ま近ぢかで可愛いと言われると、エレンディスはどうしていいのか分からなくなる。

　ありがとうと答えるべきなのか、それとも否定した方がいいのか。遠い昔、こんなやりとりが確かにあったはずなのに、なんと返事をしていたのか思い出せない。

「……実は、この手がどんなふうに命を奪うのか、俺にも分からない。赤ん坊の頃、父によって魔導師が呼ばれ、用意されたこの特別な手袋をはめた。以来、死の呪いは抑おさえられている。使ったことがないからどうなるかも知らないんだ」

「誰かの命を奪ったことは……あるの？」

　エレンディスの言葉にランドックはどこか寂さびしそうな表情で頷く。

「最初の被ひ害がい者しやは……母だったそうだ。次に俺を取り上げた産さん婆ば、そこにいて俺の手に触れた者、すべての命を奪ったそうだ。その記憶はないが、俺のせいなのはわかる」

「よく……生き延のびたのね」

「母が俺を宿やどしていた頃から、魔導師の占いはみな凶きようを示していた。だけど父や母はどんな子供を授かろうと、大切に育てる覚かく悟ごをしていたようだ。それでも触れる者の命を奪うなんて赤ん坊を、よく殺さなかったと俺も思う」

　エレンディスはその場にはいなかったが、混乱ぶりは想像ができた。

　最初は原因が分からないまま、赤ん坊の周りで人が死んでいくのだ。それだけで混乱したに違いない。エレンディスが知るなかでも、その段だん階かいで殺される転生者も多かった。

「かなり小さい頃からこの手袋を外さないこと。その理由をくどいほど聞かされて育った。たとえ俺が覚えていない赤ん坊の頃の話でも、母の死や他の者の死の原因がこの手にあるのだと聞かされたときは、しばらく眠れなかった。いや……眠れないだけじゃなかったな」

　ランドックは小さく笑い、言葉を重ねた。

「ほら、俺が誘ゆう拐かいされたときのことを覚えているか？　あの少し前に父からこの手のことを打ち明けられたんだ。奪った命の数も……」

「だから、様子がおかしかったのね」

「ああ……あのときは本当に自分の命を捨てたいと思ったな」

　十一歳の子供が、たとえ自覚はなかったとしても、母や乳母たちの命を奪ったのだと聞かされたら、その罪の重さに死を望むこともあるだろう。

「……ランドック」

　エレンディスの死ぬことのできない呪いより、命を奪う呪いの方が遙かに重く辛いはず。

　その苦しみは、善人であればあるほど、心を痛めつけるものになる。

　ランドックが未だ心を病んでいないのは、もともと精神力が強いのもあるのだろうが、呪いを遮しや断だんできる手袋を手に入れられたことも幸運だったのだ。

「だからだな。誘拐されたときも、この手袋を外すことができなかった。そうすれば簡単に逃げ出すことができたんだろうが……」

　たとえ悪人であろうと、呪われた手で命を奪っていいのか、ランドックは悩んだ。そして結局、手袋を外せなかったのだ。

「シェルドの魂を持つ人間はみなこうなのか？」

「ええ」

「手首を切り落とすような奴はいなかったのか？」

「……いたわ」

　エレンディスはそんな転生者を前に、何もしてやれなかった。

　死以外の解呪の方法を探す。その希望だけが、辛い死を前にしながらも、エレンディスをなんとか支えていたのだ。

　けれどその望み自体が、エレンディスのわがままではないかと思うようになった。

「それで呪いから逃れられたのか？」

「手を失うことで呪いは絶てても、結局……生き延びることはできなかったわ」

「やっぱりな。手首を切り落とさなくてよかったか」

　笑っているが、ランドックが深い心の傷を抱いていることに、エレンディスは気づいていた。

　その手で奪った命の重さが、いつまでも彼を苦しめる。

「ランドック……私はもう充分すぎるほど生きてきたわ。だから……その手で私の命を奪っていいの。そうすれば貴方はこれから先、呪いで苦しむことはなく寿じゆ命みようを全まつとうできる」

「蒸むし返すな。お前のいない人生を俺が選択するわけがないだろう」

「でも……」

　ランドックはエレンディスの頰に手をかけ、真剣な眼差しを向けてきた。金色の瞳に映る自分の顔は、戸惑いつつも頰を赤らめている。そんな自分を目にして、さらに気恥ずかしくなった。

「俺を好きになれよ、エレンディス。俺の魂じゃなくて……俺自身を、だ」

「ランドック……」

「何が欲しい？　どういうものを贈おくれば、女性は喜ぶんだ？　俺が手に入れられるものなら、なんだって手に入れてやるぜ」

　エレンディスが心から求めるものは、ただ一つ。

　ランドックの手によって、死を迎えること。彼にもそれは分かっているはずなのに、どうしてこんな質問をしてくるのだろうか。

「私……」

「ものじゃなくてもいいんだ。ただ……俺は、お前に惚れているくせにその扱あつかいが分からない。どうすれば好かれるのか、手探りだからな。どこかへ行きたいとか、何かしたいとか……まあ、なんでもいい。俺はお前が喜ぶことをしてやりたいんだ」

　まるで恋人同士の甘い会話のように、ランドックは楽しんでいる。エレンディスにはとてもそんなことを考える余裕はなかった。

「ああ、キスなら……欲しいときにねだってくれていいんだぜ」

「……え!?」

「いつだって……俺は……味わいたいからな」

　頰に掛かっていた手がゆっくりと顎に移動する。彼の手はエレンディスの顎を捉えたまま、親指で唇くちびるの縁ふちをなぞった。その動きはどこか艶なまめかしく、気恥ずかしさから視線を逸そらしたかったが、心にある期待から、顔を背けることはなかった。

　誰に見られていてもいい。エレンディスはランドックの唇の熱さを感じたくて、目を閉じる。

「……で、何か浮かんだか？」

「……？」

「ま、時間はたっぷりある。ゆっくり、考えてくれ」

　何事もなかったように顎から離れていくランドックの手を、エレンディスは名な残ごり惜おしく見送った。

「話は戻るが……お前を殺す以外、解呪の方法は本当にないのか？」

「ええ」

「俺は魔導師の力がどれほどのものなのかよく知らないが、呪いをかけたメルンって女、『黄昏たそがれの聖十字』の始し祖そと同じ名前だと思うんだが？」

「そうよ」

　エレンディスは未だに信じられないのだが、この時代までくると、メルンは聖せい母ぼのようにあがめられるようになっており、彼女を慕したう魔導師達が『黄昏の聖十字』という組織が作られている。

　恋に堕おち、魂を代償に人を呪ったメルンが聖母というのだから、事実がこうもねじ曲げられるほど、時間が経ったということなのだろう。

「あそこの魔導師は、メルンって奴の魂を呼び出したりできないのか？」

　ランドックは、エレンディスから少し離れたところにひっそり立つアーガイルを指さす。

「え？」

「俺は五歳の時、魔導師に頼んで亡なくなった母を呼び出してもらった。話した内容は覚えていないが、同じように元げん凶きようの女を呼び出して、解呪の方法を聞くっていうのはどうなんだ？」

「それは……考えたこと、なかったわ」

　エレンディスがアーガイルの方を見ると、彼もランドックの話を聞いて、考え込んでいるようだった。

「普通は真っ先に、呪いをかけた奴に聞くだろ？」

「魂を代償にしてまで呪いをかけた人よ。聞いて答えてくれると思う？」

「これだけ時間が経ったんだ。もしかしたら反省してるかもしれないぜ」

　ランドックの言うとおり、あれからもうずいぶんと時間が経っている。

　魂を代償にしたことでメルンも長い間苦しんでいたとすれば、もう終わらせたいと考えている可能性もあった。が、そもそも魂にはメルンの意識が残っているのだろうか。

　エレンディスにも分からない。

　とはいえ、すでに八はつ方ぽう塞ふさがりで手のない状態だ。やってみる価値はある。

「……魂を呼び出すには、骨の欠片かけらが必要よ。メルンの墓はあるけれど、そこに骨は入っていないと聞いてるし……」

「数百年前にさかのぼるんだから、まあ、なくて当然だな。だが、メルンって奴だが……そいつが転生している可能性もあるんだろ？　なのに呼び出せるものなのか？」

　エレンディスには詳しいことは分からない。それを察さつしたアーガイルが代わりに答えてくれた。

「メルン様は自分の魂を代償に私たちに呪いをかけた。その場合、呪いに囚とらわれるから、彼女も転生はできないはずだ」

　ランドックは顎を撫なでてしばらく考えたあと、アーガイルに視線を止めた。

「……あ、もしかして魔導師も呪われているのか？」

「だったら、なんだ」

「ということは、その場にいたってことだな？」

　アーガイルまでも呪われていることを、そういえばエレンディスは話していなかった。

「何か問題でもあるのか？」

「いや、魔導師は魔導師の術じゆつを止められなかったのかと疑問を抱いただけだ。お前は名高い魔導師なんだろう？　それとも実は優ゆう秀しゆうでもなんでもないのか？」

　アーガイルが当時のことを心から悔くやんでいることを知っているエレンディスは、慌あわてて二人の会話に割って入った。

「メルンはアーガイルの師し匠しようだから、当時の実力はメルンの方が上なのは仕方ないことだったのよ。それでもアーガイルは止めようとして、巻き込まれてしまったの」

「……魔導師の師匠か。ふうん。なるほど」

　ランドックは意味深な目をアーガイルに向けて、ニヤッと笑った。

「その目はなんだ」

「魔導師の心に住んでる人というのは……そのメルンとかいう女魔導師じゃねえよな？」

　エレンディスは頷いた。

「そうだけど……ね、アーガイル」

「お嬢様！」

　アーガイルが珍しく非ひ難なんの声を上げたため、エレンディスは驚いた。そんなふうに感情を露あらわにするタイプではないからだ。

「どうしたの？」

「そういったことまで話す必要はないかと」

「……隠しておきたいことだったの？」

　エレンディスがそう言うと、なぜかランドックがアーガイルの方を見て苦笑いをした。

　妙みような空気が流れていることには気づいたが、エレンディスにはその理由は分からない。

「じゃあ、呼び出すにはメルンの遺い骨こつが必要だということだな。『黄昏の聖十字』の関係者にあるかどうか聞いてみたらどうなんだ？　メルンが始祖ならそいつにゆかりのあるものが残ってるはずだろ。その中に骨もあるかもしれないぞ。それこそメルンを神のようにあがめてる連中だから、そう簡単には貸してはくれないとは思うが、そういうときこそ皇王様の威い光こうを発はつ揮きしてもらおう」

「それは難しいかもしれないわ。ザンディナ皇国は建国時、当時の三大国の一つでもあったエティティカ神国から皇王の位くらいを授かったの。だからエティティカ神国と対立している『黄昏の聖十字』とは距離を取っているようよ。セイブラは宗教と近づきすぎたくないらしくて、エティティカ神国とも疎そ遠えんだと聞いているわ」

「なんだ、使えない皇王様だな。もっと権力を振りかざしてくれるかと思ったんだが」

　ここにセイブラがいなくてよかった──。

　エレンディスが胸をなで下ろしていると、声をかけてくる人物がいた。

　振り返ると華はなやかな髪を持つ、臣下が立っていた。

「ユリウス……どうした？」

　ユリウスと呼ばれた臣下は、ランドックに「サリーヌ姫が……」と耳打ちしている。

「悪い、少し席を外す」

　ランドックは去ったが、ユリウスは留とどまりエレンディスを見下ろして微笑んでいた。

　太陽の下ではさらに艶つやが増すオレンジの髪。それとは逆に、儚はかなげな容よう姿しをしている。目が常に潤うるんでいるように見え、唇は薄く色づいていた。

「初めまして、エレンディス様。わたくしランドック王子の教育係でもあります、ユリウス・ハウラーという者です。こうして本当にお目にかかれる日がくるとは、大変、光栄でございます」

「初めまして、ユリウスさん」

「いえ、ユリウスとお呼びください。貴方のことは王子から嫌というほど聞かされて参りました。もう、耳を取り外したいくらい、ですが。……まずはお礼を。六年前、誘拐された王子を救ってくださり、本当にありがとうございました。みな感謝しております」

　感謝されるようなことをしたというのなら、それはランドックの傷の血を止めたアーガイルだけが該がい当とうする。エレンディスは無む謀ぼうにも一人で誘拐犯に向かっていき、結局、状況を悪化させただけだったから。

「怪け我がを負おわせてしまった責せき任にんを取らずに姿を消してしまって……申し訳ありません」

「確かに大変な怪我を負っていらしたけど、息も絶え絶えの中、王子がこれは女を護った男の勲くん章しようだ、格好いいだろうって、満足そうに叫さけんでいらしたんですよ。ほんと……もう、ね。死にそうになりながら、彼女を花嫁にすると決めたって血まみれで叫んで……。当時を思い出すと青ざめるより、どういうわけか笑えるんですよ」

　エレンディスは当時のランドックを思い出すとき、どうしてもあの鮮せん血けつに染まった姿しか見つけられずにいた。けれどユリウスの話を聞き、少しだけ心が救われた気がした。

「ああ、そうでした、これを記念にどうぞ。あなたをお探しするために王子が描かれた似顔絵です」

　ユリウスは胸元から一枚の羊よう皮ひ紙しを取り出した。

　そこには尋ね人の文字と、その人物が描かれていた。が、男か女かよく分からない上、利きき手とは逆の手で描いたような絵に、エレンディスは戸惑いを隠せない。

「……似て……います？」

「はい。全然似てませんね。回復した王子が貴方を探すために似顔絵を描いて大量に刷すって国中に配ったのが、それなんです。これでは見つけられないはずですよね。それでも王子は諦めることなく貴方を探し続けていらした」

「……」

　ランドックが自分を探していることは、噂うわさで聞いていた。

　けれどエレンディスは、彼が十七歳になるまで再会するつもりはなかったのだ。

「エレンディス様、貴方はたいそう可愛らしい容姿をしているのに、瞳の輝きはとても思し慮りよ深い。深い事情があるのはすぐに分かりましたけれど、次は突然姿を消さないでいただきたいのです。ランドック王子は、小さなことを気にしない大らかな方ですが、だからって傷つかないわけではないのです。貴方を思う気持ちがどれほど強いものかほんの少しで構わないので、理解していただけると、わたくしも安心できるのですが」

「……はい」

　ランドックが自分を求める強い気持ち。それはそのままエレンディスがシェルドを求める気持ちでもある。

「あ、そういえば、そちらの方は……確か有名な魔導師と伺うかがっているのですが」

　ユリウスの言葉は聞こえているはずなのに、アーガイルは背を向けて、眼下の景色を眺めている。

　エレンディスは彼の名を呼んだが、振り返ろうともしない。

「わたくし、何か失礼をいたしましたか？」

「いえ。いつものことです。気になさらないでください」

　残念そうな眼差しをアーガイルに送りつつ、ユリウスは来た道を戻っていった。

　彼と話しながらずっと心の隅すみに残っていたのは、ユリウスがランドックに耳打ちしていた、サリーヌのことだ。

　彼女が今、ここへ来ているのだろうか。

　エレンディスはバルコニーから中へ入ると、廊ろう下かに出て周囲を見回した。

　すると、廊下を右手に入った角のところにランドックがこちらを背にして立っていて、愛らしい女性と向かい合っていた。

　あれが、サリーヌ。ランドックの婚約者──。

　卵形の輪りん郭かくに、少し低めの鼻。薄茶の瞳の目はやや目め尻じりが下がっている。肩より長い栗くり色の髪は、毛先がくるりと巻いていて、おっとりした雰ふん囲い気きの彼女によく似合っていた。

　まっすぐランドックを見つめる瞳は輝いていて、ほんのり染めた頰が彼女の恋心が現在進行形であるのを窺わせる。

　恋はいい。

　それが世界のすべて。

　好きな人のためならすべてを犠牲にすることもできる。

　これが……恋。

　誰かを愛するということ。

　エレンディスも遠い昔、あんなふうにシェルドを見上げていた。

　彼と話しながら気にしていたのは、髪型が乱れていないか、ドレスが似合っているかどうか。爪つめの手入れを忘れなかったか。会話は退たい屈くつさせていないか。

　自分は彼にふさわしい女性なのか──。

　サリーヌの姿にかつての自分が重なる。あの頃のときめきも、照れくささも、すべて目の前にあるのに、今の自分には失われたものだった。

　話している二人から視線を逸らせ、柱に姿を隠す。

　二人を見ていると、自分の存在がとても場違いな気がしたからだ。

「ねえ、アーガイル。私も……昔はあんなふうに可愛かった？」

「今もお嬢様はお可愛らしいですよ」

「……アーガイルが褒ほめてくれるなんて、明日は雨かもしれないわね」

　ランドック達に背を向け、エレンディスは歩きながら言葉を重ねた。

「ねえ、メルンの魂を呼び出すことだけど……アーガイルは反対ではないの？」

　アーガイルは何も言わずに、ランドックの案を聞いていたようだが、本当は気が進まないはずだ。誰だって愛する人の変わり果てた姿など、再び目にしたくはないだろう。

「お嬢様が決断されたことに、私は従したがうまでです」

「……ありがとう、アーガイル」

　アーガイルは本当は深く葛かつ藤とうしているはず。それを心に秘めたまま、エレンディスの決断に従ってくれる。

　エレンディスは理由は聞かず、ただ感謝の言葉を述のべ、立ち止まった。

「この国を……出ましょう、アーガイル。メルンの骨を探す方法は、とりあえず国を出てから考えるわ」

　セイブラともランドックとも離れるには、そっと姿を消すのが一番だ。

「よろしいのですか？」

「これは私の問題。だから私が始し末まつをつけなくてはならないのよ」

　ここにきて思い知ったことがある。

　たとえランドックがシェルドの魂を持っていたとしても、呪いは彼のせいではない。

　呪いは過去からのものであり、その時代に生きた者だけが責任を取るべきなのだ。それは今を生きている人達が負うべきものではない。

「アーガイル、預けておいた剣を返してくれる？」

「どうぞ」

　アーガイルは長い外がい套とうの内側からエレンディスの剣を二本取り出す。

「ありがとう」

　エレンディスは使い慣れた剣を左右にそれぞれ提げた。

　昔は剣の扱い方などまるで知らなかったのに、今では上級兵士くらいの腕前だ。

　かつてシェルドが愛したエレンディスはもういない。

　愛らしい微笑みを忘れた顔は、冷たさすら感じるほど平静だった。生きるためにはこの手に剣を持たねばならぬことを覚えたし、馬も自在に操あやつれる。両親に慈いつくしみ育てられた知識だけでは、可愛いだけの世間知らずでは、様々な問題に対たい処しよできなかったのだ。

　愛されたことは覚えているが、愛し方を忘れた。冷えた心に残っているのは、シェルドと一緒に眺めた美しい星々の残ざん像ぞうだけ。

　今のエレンディスを見たら、シェルドはどういう感想を口にするのだろうか。

　自分の愛したエレンディスではないと突き放すだろうか。それともすべてを受け入れ、もう一度、愛してくれるのだろうか。

　訊たずねてみたい気持ちに駆られたが、過ぎた刻の向こうに一人取り残されているエレンディスにとって、その望みは無意味なことだった。

「……アーガイル？」

　ふいに背後でずり下がるような衣きぬずれの音がして、エレンディスは振り返った。

　アーガイルが壁に背を押しつけ凭もたれかかり、酷ひどく青ざめた顔をしている。

「もしかして……」

「ええ。久しぶりに兆ちよう候こうが感じ取れます。まだ数日は猶ゆう予よがあると思ったのですが……」

　アーガイルはメルンの魔法を止めようとして巻き込まれ、自らも呪われた身となった。けれど、もともと呪いの対象ではなかったからか、彼にかかった呪いは不完全なものだった。その副作用ともいうのか、定期的に発作が起きる。

「早くここから出ましょう」

　その足取りはやや心こころ許もとなかったが、アーガイルは呪われたこと自体を否定するように、背筋を伸ばしてまっすぐ歩きだした。
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　サリーヌが訪ねてきたので、ランドックはエレンディスと別れ、自室へ向かった。今け朝さ、一緒に朝食を摂とろうと誘われていたのをすっかり忘れていたのだ。

　部屋の前で待っていたサリーヌに、ランドックはまずは食事の約束を忘れていたことを詫わび、次に自分が昔から探し求めていた女性に再会できたことを告つげた。

　彼女にはエレンディスの話をずっとしてきたから、すぐに理解してくれるだろう。ランドックはそう楽らつ観かんしていた。

「それはよかったですね」

「ああ。これで俺との婚約を破は棄きする理由ができて、ほっとしただろ」

「……そのお話は今すぐにしなければならないことなのでしょうか」

　サリーヌはほんの少し肩をすくめ、困った表情でそう言った。

　手放しに喜ぶだろうと予想していたランドックは、戸と惑まどいを隠せない。

「そういうわけじゃないが、何か問題でもあったか？」

「こういったお話は、まず国王同士で話し合っていただきたいのですが」

「そうだったな。父に話しておく」

　表向きの婚約であっても、本人同士で勝手に破棄するとはいえない事情がある。まずは国王同士がそのことについて話し合い、婚約破棄の同意が必要だった。

「これからエレンディスを紹介したい。連れてくるから少し待っていてくれ」

「はい」

　ランドックがバルコニーへ戻ると、エレンディスの姿はなかった。朝食の準備が進む部屋にも見当たらない。父とセイブラが話している部屋もこっそり覗のぞいたが、いない。

　急に嫌いやな予感がしたランドックは階段を駆かけ下りて、厩きゆう舎しやへ向かった。もし出て行くならまず馬が必要だからだ。

　予想どおりエレンディスは馬に跨またがろうとしているところだった。

「エレンディス！　待てよ！」

「ランドック！」

　驚くエレンディスの手首を摑つかんだランドックは、馬上から彼女を引きずり下ろそうとする。体たい勢せいを崩くずしたエレンディスはランドックの胸へ飛び込む形で、落ちた。

「お嬢じよう様さま！」

　馬から飛び下りて駆け寄ってきたアーガイルを、エレンディスは制せいした。

「いいの。大丈夫」

「俺は大丈夫じゃないがな」

　困こん惑わくした表情で見上げるエレンディスに、ランドックは腹立ちを抑おさえた声で続ける。

「どこへ行くつもりだった？」

「言う必要はないわ」

「まさか、お前達だけで解決する気だったのか？」

「ランドックには関係がないことよ」

　淡たん々たんと、まるで他ひ人と事ごとのように話すエレンディスに内心苛いらつきながら、ランドックは彼女をさらに引き寄せた。

　鼻先が触ふれるほどの距離で見つめる薄うす紫むらさきの瞳ひとみには、申し訳なさも、後こう悔かいもない。なのに彼女の小さくて形のいい艶つややかな唇くちびるは僅わずかに震え、頰ほおにはほんのり赤みが差している。

　彼女の心は、語られる言葉とは違う感情を抱いているのかもしれない。

「言ったはずだ、俺はお前を二度と手放さないってな」

「ランドック……貴方あなたは言ったわ。魂たましいは同じでも自分はシェルドではないと。私はシェルドを愛している。彼とは違うと気づいたとき、その愛情はもう貴方にはなくなったの。そんな私に一方的に愛情を押しつけられても、応こたえられないわ」

　エレンディスは視線を逸そらしているが、それに反して頰の赤味が徐々に増していく。

　ランドックはそんなエレンディスの様子に、思わず笑いが漏もれた。

「どうして笑ってるの？」

「どうしてって……。どう見てもお前の態度、俺のこと嫌いじゃないって感じだぜ。少しは気になってるんだろ？」

　エレンディスの瞳には図ず星ぼしを指された動どう揺ようが透すけて見えた。さらに耳までもがじんわりと赤らむ。彼女自身、言動と表情がちぐはぐなのに気づいていないようだ。

「……噓うそよ」

「俺の姿を思い詰めたような目で追っている。気づいていなかったのか？」

「噓だわ！」

「自分のことはなかなか分からないものだよな。その点、俺は自分のことが分かっている。お前に惚ほれているってことだ」

　困った表情が照れで染まる。エレンディスは困り果てているようだった。

「……なぁ、メルンって奴やつのところに行くなら、準備を整えてからにしろ。だいたい、俺がシェルドの魂を持ってるというなら、同行して文もん句くの一つくらい言わせてくれ。その権利はあるんじゃないのか」

　本当にランドックの抗こう議ぎを理解してくれたかどうか定かではなかったが、エレンディスはしぶしぶ頷うなずいた。これでしばらくは勝手に姿を消したりはしないだろう、と、思いたい。

　ランドックはようやくエレンディスと再会できたのだ。なのにそうそうこの手から失うわけにはいかない。その想いの強さから、ランドックは思わずエレンディスを抱く手に力を込めていた。

「どうしたの？」

「いや……こうして抱きしめていると、いい匂においがすると思ってな」

　エレンディスの側そばにいると、女性らしい甘い香りが仄ほのかに香ってくる。自分の知るどの香料にも当てはまらないのに、懐なつかしい香りだ。

「はっ、離して……」

「だめだ。何も言わずに逃げ出した罰ばつだからな」

「……」

　ランドックがエレンディスを心ここ地ちよく抱きしめていると、黙っていられなくなったのか、アーガイルの声が落ちてきた。

「野の良ら犬いぬのようにお嬢様をクンクンと嗅かぐな。下品だ」

「なあ、エレンディス。魔ま導どう師しがやたら突っかかってくるんだが……気づいているのか？」

「アーガイルはもともと毒舌家ああいうひとなの。気にしないで」

「……毒舌家、ね」

　アーガイルに意味深な笑みを送ると、それこそ魂が抜かれそうなほどの冷気をお見舞いされた。これ以上、余計なことを言うなという視線だ。

「あ、戻ったら、皇こう王おう様が激げき怒どしている嫌な予感がするぞ……」

　一番問題なのは、あの皇王のセイブラだ。今のところなんとか大事にならずにすんでいるが、いつまでも抑おさえてはおけないだろう。

　あの男がエレンディスを諦あきらめることはない。それは自分自身がそうだからだ。

「それも長くはないわ。もうあと数年したら……私を諦めるしかないことを思い知るから」

　どこか遠くを見て静かに告げたエレンディスに、ランドックは唇を嚙かんだ。

　その言葉の意味を想像できたからだった。
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　厩舎から戻ってくると、城へと戻る渡り廊ろう下かの入り口にサリーヌが待っていて、ランドックたちを見つけると、嬉うれしそうに手を振った。

「エレンディス、あそこにいる女性がサリーヌ・ディスルラン。ルノールア国の姫様で、もうすぐ元婚約者になる。事情は説明したな」

「ええ。……とても可愛かわいらしい方ね」

　エレンディスはクスリと笑うこともなく、ただそう言った。

　もともと心を抑よく制せいするのに長たけているエレンディスの表情からは、サリーヌに対するいかなる感情も窺うかがえない。

　とはいえ、いくら鈍どん感かんなランドックでも、こういう状況が誤ご解かいを生む可能性があることくらい、理解していた。だからこそエレンディスには、しつこいくらいサリーヌのことを恋愛感情とは無縁の人だと説明しておいた方がいいのだ。

「ああ。小さい頃はよく城へ父親と一緒に来ていて、遊んだよ。まあ、妹みたいな存在だ。国家間の問題で婚約という形をとってサリーヌの国を援助しているが、それもエレンディスが見つかるまでという約束だったからな。間もなく正式に破棄される」

　ランドックの説明にエレンディスは微ほほ笑えんだ。

　誤解することなく、理解してくれているようだ。が、背はい後ごにぴったり付き添そうアーガイルは、非ひ難なんめいた目を向けてくる。

　アーガイルには何を説明しても無む駄だなのだろう。

　ランドックはサリーヌの元までくると、彼女にエレンディスを紹介した。

「サリーヌ、彼女がエレンディス。俺が昔から話していた女性だ」

「初めまして、エレンディスさん。私……サリーヌと申します。以前からお話はランドック王子から伺うかがっていました。お目にかかれて嬉しいです」

　サリーヌは持ち前の明るさでエレンディスに挨あい拶さつをしたが、エレンディスは彼女と目を合わせようとしない。

「こちらこそ初めまして、サリーヌ姫」

「せっかくお知り合いになれたのですもの。これから仲良くしてくださいね」

　サリーヌが手を握にぎりしめようと伸ばした手を、エレンディスはやんわりと拒きよ否ひした。

「そういうの、困るの。私は貴方を知りたくないから……」

「……え、あ……あの……？」

　予想外の答えに、サリーヌは助けを求めるよう、ランドックへ視線を寄よ越こしてきた。

　どうしたんだろうと思う間もなく、エレンディスは二人を置いて先へ歩きだす。

「エレンディス!?」

　ランドックが名前を呼ぶと立ち止まり、しばらくしてから振り返って、エレンディスは戻ってきた。今度はサリーヌの目をしっかりと見つめている。

「違うの。貴方ではなくて、私に問題があるの。私の態度で気を悪くさせてしまったら、本当にごめんなさい」

　エレンディスはそう言うと、また背を向けて行ってしまった。そんな彼女の態度に、サリーヌは戸惑っているようだった。

「……ランドック王子。私、何か失礼なことをしてしまったの？」

「彼女は人見知りなんだ。気にするな」

「そう……ならいいのですけど」

　エレンディス──。

　彼女は人との関わりを極きよく力りよく避さけているようだ。

　彼女に決まった侍じ女じよのような存在はいない。また、ザンディナに長く居るわりには、特定の家臣や兵士と気安く話す姿を目にしたことはなかった。

　いつもエレンディスは一人でいる。その傍かたわらにアーガイルがひっそりと付き添う。

　それは彼女が不死であることと関係があるのだろう。

　この世の誰だれとも、人生の終わりを迎えられない。友はみな自分を置いて先に逝いってしまう。そんなことが続けば、辛つらい別れを避けるため、一人でいようとするのも仕方がない。

　ランドックがエレンディスの背を見つめながらため息をついていると、サリーヌが申し訳なさそうに告げた。

「あの……実は父から国へ一度戻るようにと、先ほど書しよ簡かんが届きました。コルティス王には朝食を終えたあとご挨拶をさせてもらったのですが、ランドック王子にも一言申し上げたくて……お待ちしておりました」

「そうか。ということは、もう発たつのか？」

「いえ。今準備を整えているので、出発は夕ゆう刻こくになります」

「そうか、気をつけてな。ああ、たまには遊びに来いよ」

　サリーヌは花がほころぶような笑みを浮かべ、首を左右に振った。

「え、いえ。私、戻って参ります。婚約はまだ取り消されていませんし、お父様達がどのようにされるのか、まだ分からないですもの」

「……無理に戻ってこなくてもいいんだぜ。だいたい形だけのものだ。婚約破棄の手続きもそんなに時間はかからないだろうからな」

　彼女は真ま面じ目めで義ぎ理り堅がたいところがある。人としても尊敬できる女性だ。サリーヌには国の道具などにならず、幸せになって欲しい。

「ええ。でも、それまではしきたりに従したがうつもりです。では、また……」

　小柄でしずしずと歩くサリーヌを見送り、ランドックはエレンディスのあとを追った。

　その途中、今度は家か臣しんに呼び止められ、先に父親の部屋を訪れることになった。

「ランドック、どこへ行っていたんだ。探していたんだぞ」

　コルティスは若じやつ干かん憔しよう悴すいした表情をしつつ、椅い子すに座るよう促うながしてきた。ランドックは勧すすめられるまま、父の前の椅子に腰を掛かけた。

　すぐさま召めし使つかいが用意していた飲み物を、卓たくに並べた。

「少し散歩に出ていて、ただいま戻りました。セイブラ殿とお話しされていたのでは？」

「ああ、それは無事に終わっている。今セイブラ殿は朝食を召し上がっておられる最中だ。終えられる前に、お前と二人で話がしたい」

「ええ。いいですよ」

　コルティスは軽く咳せき払ばらいをすると、茶を一口飲む。ランドックはその様子をじっと目で追っていたが、コルティスは杯さかずきを下ろすと、今度は両手を何度も交差させてまた茶を飲み、ふうと一息ついてから、ようやく口を開いた。

「お前から聞いている、サリーヌ姫との婚約解消の件だが……今すぐは無理だ」

「婚約は建たて前まえで、俺が探していた女性が見つかるまで……と、約束したはずですよ」

　予想していなかった父の言葉に、ランドックはあからさまに嫌な顔を向けた。コルティスはそんなランドックを宥なだめるように言った。

「分かっている。婚約解消はいつだって構かまわん。それはルノールアの王とも話がついている。だが、今の状態で婚約解消はザンディナ皇国の手前、難しい。分かるだろう？」

「セイブラ皇王がエレンディスに執しゆう心しんしているから……ですか」

「そうだ。セイブラ殿が花はな嫁よめと望む女性をお前が娶めとることはあり得ないことだ。いや、あってはならん。そのくらい分かるだろうが」

「……」

　コルティスの懸け念ねんもランドックはよく理解していた。

　セイブラがエレンディスを諦めない以上、彼がおとなしく引くことはない。

　またどれほど個人的な問題であることを強調したとしても、セイブラはエレンディスを手に入れるためなら、国をも巻き込み彼が持つすべての力をもって、挑いどんでくるだろう。

　まだ口ばかりで強きよう硬こう手段をとらないのは、セイブラの慈じ悲ひでも同情でもない。ただ、エレンディスに嫌きらわれたくないから。それだけで助けられているといってもいい。

「とはいえ……私が釘くぎを刺さしたところで、はいそうですかと聞くようなお前でもない。だからこそ婚約解消はしない方がいいと言っているんだ。セイブラ殿もお前が婚約をしている間は、無む謀ぼうなことはなさらないだろうからな」

「俺はサリーヌを利用するようなことはしたくない」

「分かっている。だからサリーヌ姫に状況を説明した上で、選択していただいた。構わないと快かい諾だくしていただいたよ」

「なんだって!?」

「もとはルノールアの財政危機を支し援えんするため、できれば婚約の持参金という形を取りたいとあちらから申し出を受けて、そうしたからな。今度はこちらを助けてくれるつもりなのだろう。私としては、最初は形だけの婚約だったとしても、本当にそうなればいいと密ひそかに思っていたことはあるが……」

　財政危機だと噂うわさが流れることと、本当にそうなのだと確信するのとでは、意味がまるで違う。確信は国民の間に不安が流れ、それだけで志し気きが下がる。だからルノールアの王から婚約の持参金という形で支援して欲しいとコルティスに要よう請せいがあった。婚約を破棄した段階で持参金を返へん却きやくすることになるため、貸し借りの問題は解決できる。

　ただ婚約破棄ということになるとランドックの経歴に傷がつくため、コルティスは難なん色しよくを示したが、ランドックは快く了りよう承しようした。呪のろわれた身に小さな経歴の傷など問題なく、なにより幼なじみのサリーヌを助けたかったからだ。

「父上、俺はすでに王位継けい承しようから下りた人間だ。最悪、俺を絶ぜつ縁えんした上で国を追い出してくれたら面めん目ぼくが立つのではないですか」

「私はそうは思わん。ザンディナ皇国の皇王だぞ。掃はいて捨てるほど縁談が舞い込んでいるはずだ。国家間にとっての良りよう縁えんもあるだろう。なのに二十一歳にもなって、誰一人として、妻つまとして迎えず、妾めかけもいない。別の嗜し好こうがあるのではないかと噂うわさされてきたほどだ。よもや、あのエレンディス嬢がいらしたからとは思いも寄らなんだ」

　コルティスは深いため息をついて、額に浮かんだ汗を拭ぬぐい、言葉を重ねる。

「まずはお前の呪いを解といてから今後をよく考えるといい。だが、望もうと望むまいと、お前の後ろにはこのカストロフ王国がついて回ることを、忘れないでいてくれ」

「ああ、分かってる。俺が全部ひっくるめてなんとかすればいいんだな。任まかせておいてくれ。まあ、なんとかなるだろ」

　ランドックが笑うと、コルティスは苦笑した。

「……お前のその楽天的なところは母親に似たのかもしれんな」

「はは」

「笑ってる場合か。話はすんだ。さっさとセイブラ殿に説明に行け。お前達が消えて大変だったんだ」

　聞こえるほどのため息をついたコルティスに、ランドックは慌あわてて立ち上がると、早々に部屋から出た。

　意外と前ぜん途と多た難なんだな──。

　ランドックは廊下を歩きながら、エレンディスのことを考えていた。

　呪いを解いて、彼女の時間を取り戻してやりたい。あんなふうに人と距離を取ることで、別れの悲しみを遠ざけようとする生き方など、哀かなしすぎる。

　自分の心を閉ざさず、泣いたり笑ったり自然にできる、ありのままの彼女を取り戻してやりたい。たとえ呪いが解けなくても、自分自身が変わる必要はないのだ。

　そんな気持ちを、彼女の人生を否定することなく、どう伝えたらいいのだろうか。

「おい」

「……ん？」

　考え事をして歩いていたせいで、窓に寄りかかってランドックを待ち伏せしていたセイブラの姿に、声をかけられるまで気づかなかった。

「帰ってきたか」

「皇王様、護ご衛えいの姿がないようですが、危険ではありませんか？」

「距離を置いて側にいる。上うわっ面つらでも心配してくれてどうも」

　セイブラはそう言いながら窓から離れ、ランドックの隣を歩く。しばらくセイブラは何も話さず、沈ちん黙もくだけが互いの間に降りていた。

「……なんのご用です？　おっしゃらなければ分からないですよ」

「エレンディスのことは諦めてもらう」

　いきなり本題に切り込んでくるセイブラに、ランドックは驚きつつも内心感心していた。

「もちろん有ゆう利りな条件を出してやろう。エレンディスが僕の側にいる限り何年でも、水すい源げんの使用料は免めん除じよする。かなり破は格かくだと思うが、どうだ」

「……どんな取引もするつもりはありません。貴方こそ諦めたらどうです」

「うちの大臣どもがみな口をそろえて言う。他にも僕にふさわしい女が山のようにいるだろう……とな。だが、いない。エレンディスのような女性は」

　セイブラは熱に浮かされたように、エレンディスについて語る。

　どういう経けい緯いで彼女がザンディナの庇ひ護ごを受けるようになったのかは定かではないが、相当セイブラと強い繫つながりがあるようだ。

「護らなければならないか弱い女や、見た目だけのお飾りも不要。僕の周りには死や裏切りが満ちている。そのただ中にいても何事もないような顔で、まっすぐ立っていられる強い女でなければ僕の伴はん侶りよの資格はない。エレンディスはそんな女だ。僕にとって彼女だけがふさわしい。得がたい宝だ。誰にも渡すつもりはない」

「どんなに強い女であろうと、俺は惚れた女を全力で護る。一人で困難に立ち向かわせたりはしない」

「当たり前だ。あくまでそういう女性が僕にふさわしいと話しているだけで、エレンディスを護らないと言ってるわけではない。というわけだから、諦めろ」

「権力も金も彼女には通用しないことを貴方は誰よりも知っているはず。この俺の呪いにも、な……」

　愛する人の魂が転生するも、呪いによって邪じや魔まされ、決して成じよう就じゆしない恋を抱えているエレンディス。

　彼女が呪いの罪つみを背せ負おおうとする限り、他の誰であろうと、愛することはなかったはず。

　セイブラはどこまでそれを理解しているのか、ランドックには分からなかった。

「……君の存在が腹立たしい。君さえこの時代に生まれなければ、間違いなくエレンディスは僕を選んだ」

「それはないでしょう」

　馬ば鹿かにしたつもりはなかったが、セイブラはランドックの言葉を侮ぶ辱じよくと受け取ったのか、怒りを露あらわに吐はき捨てる。

「……ふと気を抜いた瞬間、背後からブスリと刺されないよう、気をつけた方がいい。僕ならそうする」

「ご忠告をどうも」

　セイブラがエレンディスに関して一歩も引く気がないのは明らかだった。もっともエレンディスがそんなセイブラの気持ちをどこまで理解しているか、不明だが。

　ランドックは不ふ機き嫌げんなセイブラをチラリと窺い、ほんの僅かではあったが同情した。
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　エレンディスが部屋に戻ったところで、アーガイルの様子が一変した。

　彼は急に体勢を崩し、床に膝ひざをつく。顔色は先ほどより酷く、紙のように真っ白だ。肩に乗るフォロンは毛を逆立て、目を爛らん々らんとさせている。

「すみません。人払いを……」

「ええ」

　これほど急激に状態が悪くなることはあまりない。エレンディスは彼を部屋の隅すみに座らせると、部屋からザンディナの侍女や兵士を追い出した。

　人がいなくなると、エレンディスは窓を閉ざして光を遮さえぎり、部屋を暗くする。

「アーガイル、寝しん台だいに横になった方がいいわ」

「……いいえ。その時間は……」

　アーガイルはうつむいて床を鋭するどい視線で見つめながら、呟つぶやく。身体からだはすでに小こ刻きざみに震えていて、今の状態を保たもつのが限界だとエレンディスに伝えていた。

「分かった。側にいるわ」

　アーガイルにかかった呪いはエレンディスと同じ、死ぬことのできないものだが、彼の場合は不完全であり、苦痛を伴ともなうものだった。

「……っ」

　耐たえたところで結果は変わらないにもかかわらず、アーガイルはいつもギリギリまで変化を受け入れようとしない。すんなり受け入れるより、苦痛は酷ひどいだろう。それでもエレンディスは堪こらえようとする彼の気持ちが理解できた。

　アーガイルの丸めた背中が次第に波打ち、床につけた手が人の形から獣けもののものへと変化していく。低いうなり声はアーガイルの苦痛を堪えるものだ。彼は自みずからの意思を失うこの姿を忌いみ嫌っている。その姿は徐々に闇やみと同じ色になり、境さかい目めがはっきりしない。次第に巨大な獣の姿が本来の闇から浮かび上がる。それは子供の頃、おとぎ話に出てきた怪かい物ぶつにも似た容よう貌ぼうだった。

　エレンディスは短剣を取り出し、胸元で構えてアーガイルの傍らに寄り添っていた。この変化が終わらないと、彼を元に戻せないからだ。

「エレンディス……どうして部屋を暗く……」

「セイブラ、入ってこないで！」

「どうした？」

　その声でランドックもセイブラと一緒にいることが分かり、エレンディスは慌あわてて扉を閉めようとした。が、アーガイルの変化の方が先だった。

「なっ、そいつ……もしかして……魔導師か!?」

　アーガイルを取り囲む闇やみが彼を別の者へと変化させていく。赤い二つの目だけが、薄闇の中で鮮あざやかに光り、初めて見た者は恐怖で身体がすくみ上がるだろう。

「フォロン！」

　エレンディスが叫ぶと、アーガイルの背に乗っていたフォロンが、その小さな身体から何連もの細い鎖くさりを飛び出させて、彼の身体を拘こう束そくした。

　フォロンはアーガイルの魔導具で、シェルドの魂たましいを探し、主人の変化のときは彼を拘こう束そくする鎖となる。だが、アーガイルの変化はいつもより激しく、フォロンの鎖から逃のがれた影が、四方へ手を伸ばした。このままではランドック達だけでなく、部屋の外へ非ひ難なんした臣下達も例外なく襲おそわれてしまうだろう。

　エレンディスは彼をもとに戻すため、常じよう備びしている短剣を取り出した。が、アーガイルが放った影の手に身体がはじき飛ばされ、短剣を手から離してしまった。そこへアーガイルの影の手が襲いかかる。

「危ない！」

　その声と同時に、エレンディスの腕はランドックに勢いよく引かれ、危機から逃れた。

「大丈夫か!?」

「え……ええ」

　そう答えながらも、エレンディスは手放した短剣を目で探していた。

「エレンディス！」

　短剣は斜め向かいにいたセイブラが拾って、エレンディスの方へと投げ寄よ越こす。それを空中で摑んだランドックが、エレンディスへ渡してくれた。

「これが必要なのか？」

「ええ。ありがとう……」

「あ、ああ。だが、大丈夫なのか？」

　ランドックはそう言いつつ、いまだ摑んでいるエレンディスの手首を離さない。エレンディスは彼の手をやんわりと払はらって、アーガイルの方へ向き直る。

　アーガイルだったはずの影は鎖の拘束から漏もれた影の手をいくつも空中にうねうねと彷徨さまよわせ、獲物を品定めしていた。早くなんとかしないと、エレンディスのものだけでは、抑えられなくなる。

「たまにあることだから、心配しないで」

「おい、赤髪。余計なことをするな！」

　自分だけが知る秘密に優ゆう越えつ感かんいっぱいな笑みを浮かべたセイブラが、そう怒ど鳴なっていた。

　再びこちらへ来ようとするランドックを制し、エレンディスは持っていた短剣で自らの手首を切り裂さいた。

　滴したたる血に人ではなくなったアーガイルの目が、さらに輝きを増す。

「さあ、飲んで」

　鎖によってなんとか動きを封じているアーガイルの口元へ、エレンディスは血の流れる腕をあてがった。彼はエレンディスの手首に嚙みつくと、血を飲み干ほす。その勢いきおいは強く、身体中の血が一気に手首に移動しているような錯さつ覚かくに囚とらわれ、軽い貧ひん血けつに似た目め眩まいを起こしそうだ。

　新鮮な血がアーガイルの身体の隅すみ々ずみに行き渡る頃、その姿はゆっくりと人のものへと戻っていく。同時に、彼を拘束していた鎖は解けて、フォロンの身体に引き戻されていった。

「……私がこれほどまでに苦しい思いをするのは、お嬢様のせいです」

　壁に凭もたれかかるようにして座り込むアーガイルは、悲痛な面おも持もちでそう告げた。

　エレンディスが血を与えることで彼の変化をすぐさま戻せるようになるまでの間、アーガイルは無関係な人の血を奪っていた。その罪の重さも相あいまって、彼は呪いの原因となったエレンディスを恨うらんでいるのだ。

「……ええ」

「この呪いが解けるまで……決してお嬢様を許しません」

「分かっているわ」

　アーガイルの呪いが解けるまで、エレンディスは彼に血を与え続ける。彼が他の誰も傷つけないようにするために、必要な契約だった。

　彼のこの姿を目まの当あたりにするたびに、エレンディスは改めて呪いの罪深さと、それを引き起こしてしまった原因である自分を責せめ続ける。
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「少し、休んだ方がいいわ……」

　アーガイルは、どこか切なくも見える輝きを灯ともした目で、エレンディスを射い貫ぬいた。

「決して……私から……解放しない……」

　そう言い終えて意識を失ったアーガイルに、エレンディスがそっと手を掛けようとすると、背後からランドックの声が落ちてきた。

「一体……どういうことなんだ？」

「アーガイルの呪いは私達と違って不完全なの。時々、人の姿が取れなくなって獣じゆう化かしてしまう。その姿でも死にはしないけれど、元に戻すには新鮮な血が必要なのよ」

　エレンディスはそう言いながら立ち上がると、ランドックに向き直る。彼はアーガイルを見つめたまま、なぜか眉まゆ根ねを寄せた。

「彼が私を恨みながらも側にいるしかない理由なの」

　そう言葉を重ねるとランドックは「……そうか」とだけ答えた。

「ランドック、お願い。アーガイルを寝台に連れていってあげて。私では彼を抱えられないから……」

「いいぜ」

　ランドックはアーガイルを抱えて寝台へ運ぶと、彼を横たえた。

「彼もこの呪いに苦しんでいる一人」

　そう呟いて期待を込めた目をランドックに向けたが、彼はエレンディスの心を見み透すかしたように言った。

「俺は何を見て何を知ろうと、お前の首に手はかけない」

「……」

　エレンディスは寝台の縁に腰掛け、青ざめてもなお、美び貌ぼうに翳かげり一つ表れないアーガイルを見下ろし、目を伏せる。

　早く呪いを解かなければ、みなが不幸なまま。けれど唯ゆい一いつの解決方法をランドックが選択してくれないのだから、やはりメルンを呼び出し、解呪を懇こん願がんするしかないのだろう。

「メルンを呼び出すことにしたわ。でも……『黄たそ昏がれの聖十字』に尋たずねたところで門もん前ぜん払ばらいをされるだけよね。たとえ話を聞いてくれたとしても、始し祖その骨を使わせてくれるわけなんてない。それよりメルンの持ち物から、墓のありかを特定した方がいいかもしれない」

　アーガイルは『黄昏の聖十字』やエティティカ神国から目の敵かたきにされている。彼が今では失われた古代秘ひ術じゆつの奥おう義ぎを扱あつかえるからだ。これはアーガイルにとって特別なことではなく、古代秘術の奥義が盛さかんだった時代に生まれ、学んでいたから扱えるだけなのだ。その後の〝失われた百年〟の歴史の間に、それらの古代秘術の奥義は伝えられずに消えた。

「なんのことだ？」

　セイブラの疑問にエレンディスは答えた。

「メルンの墓を特定してこっそり拝はい借しやくしようと思うの。……それで、ランドックにお願いがあるの」

「いいぜ。何をして欲しい？」

　ランドックはやけに嬉しそうな顔をして、エレンディスを覗き込んでくる。

「どこでもいいから場所を貸して欲しいの。小さな家が建てられるくらいの広さ」

「天てん幕まくでも張るつもりか？　住まいなら俺の部屋かその隣を用意する」

「いいえ。そうじゃないの」

　エレンディスの答えに、セイブラは何が言いたいのかを、察さつしたようだった。

「えっ、まさか……マルデロを移動させるつもりか!?」

「ええ。メルンの墓を探すために必要なものはもともとメルンの家だったマルデロならどこかに持っていると思って。だから来てもらわないと困るの」

「そんな……あれは僕の唯一の逃げ場であり、遊び場でもある建物だぞ！　だめだ。マルデロはザンディナから移動させないからな！」

　マルデロはもとはメルンのものだったが、今はエレンディスの家だ。セイブラにとってもお気に入りの家で、他の召使いや大臣が入ってこられないのをいいことに、小さい頃から彼の逃げ場になっていた。さらに身辺が危険な状況に陥おちいったときには、マルデロに隠れ、難なんを逃のがれたこともある。だからより思い入れも深いのだろう。

「セイブラの気持ちも分かるけれど……こちらの滞たい在ざいが長くなったら、マルデロは私を追って勝手に移動してくるから、結局引き留とめても無理よ」

　セイブラが嘆なげいている隣で、ランドックが不思議そうな目を向けていた。

「マル……なんとかっていうのはなんだ？」

「マルデロ。私の家の名前よ」

　ランドックはしばらくエレンディスを見つめて、何度か目を瞬しばたたいた後、ハッと気づいたように目を見開く。

「待て、その家は勝手に移動するのか!?」

「ええ」

「分かった。少し待っていてくれ。父に許可をもらってくる」

　ランドックはそう言うと、部屋から出て行った。

　エレンディスは、まだ納なつ得とくしていないセイブラに、今とても大切なことを告げる。

「それより、セイブラ。貴方はもう帰国しなくてはならなかったはずよ。大臣達に滞在は一日と告げてきたのでしょう？　それを越えると何かあったと勘かん違ちがいされて、面めん倒どうなことになる可能性があるわ」

「分かってるよ。だいたい僕は長居するつもりはなかったし、君が一日あれば解決すると言ったから、滞在は一日と告げてきたんだ」

「ならお戻りになって」

　セイブラは椅子に座ると、大げさに脚を組んで、エレンディスを見み据すえる。

「呪いが解けるのを見届けるつもりで僕は来た！　今度こそ君を僕の花嫁に迎えるために。その目的を果たさずに帰国できると思っているのかい」

　セイブラが自分に向けてくる気持ちは理解しているつもりだ。

　孤こ高こうの彼が、肉親よりも長い時を過ごしたエレンディスに、特別な感情を抱くのも当然だったから。求きゆう婚こんは幾いく度どとなくされたが、エレンディスはあくまで友人という立場を貫つらぬいてきた。それ以上、どうすればよかったのか、分からない。

「でも、セイブラ。私達はこれからメルンを呼び出す予定なのよ。早くて数日、長くなるとどれくらいかかるか分からない。危険も伴うでしょうし、ザンディナの皇王である貴方を同行させるわけにはいかないわ」

　セイブラが動くと、この国にいる百人の兵士と二十人の召使いまで引き連れていくことになる。国家間の訪問なら問題ないだろうが、行き先も不確定な旅では不適切な人数だ。

　だいたい国から出ないことで有名なセイブラが、カストロフ王国に出かけただけでも様々な憶おく測そくが飛び交っているはず。

「何を言われても構わん。君を一人で行かせるわけにはいかない。準備を整えよう」

　行く気満々のセイブラは、やけに目を輝かせて興奮している。国外に出て気持ちが大きくなっているのか、初めて冒険をする少年のようだ。

　が、彼は自分の持つ影響力をまるで理解していない、本当に困った皇王様だった。

　エレンディスが思し案あんしていると、意識を取り戻したアーガイルが身体を起こし、エレンディスに向かって静かに頷いた。

「アーガイル」

「心得ております、お嬢様」

　アーガイルはそう言うと、セイブラの腕を摑んで寝台へ引き倒たおす。

「え、何。僕に何かする気なのか!?　待て、早まるな……エレ……っ！」

　セイブラが飛びのく前に、アーガイルの人差し指が彼の額ひたいに触れた。するとセイブラは人形のようにくったりと伸び、意識を失った。

「これで半日は眠り続けているでしょう」

「ごめんなさい、セイブラ……」

　ぐっすり眠っているセイブラを見下ろしながら、この部屋に召使いや警けい護ごの人間がいなかったことにほっとしていた。

　たとえセイブラがアーガイルを他の誰とも違う扱いで、信頼していることを周囲は理解していたとしても、皇王に手を出せば大おお騒さわぎになっていたのは間違いないからだ。

「許可が下り……っておいおい、魔導師、皇王様に何をした？」

　戻ってきたランドックは寝台にすやすや眠るセイブラを見つけて駆け寄ってきた。

「眠ってもらっただけだ」

「……確かにその方が都合がいいな！　なら邪魔者がいない間に、案内するか。ところでお前はもう大丈夫なのか？」

「私のことは話題にするな。不ふ愉ゆ快かいだ」

　すでに寝台から下り、何事もなかったような顔をして部屋の隅に佇たたずんでいたアーガイルは、冷たい口調でそう吐き捨てた。

「あのな、この中で、一番歪ゆがんでるのはお前だよ」

　ランドックの言葉にアーガイルの目がすっと細くなる。先日から彼らの間だけで分かり合っていることがあるようだが、エレンディスにはそれがなんなのか想像もできなかった。

「……ランドック、どういう意味なの？」

　エレンディスが尋ねると、ランドックはアーガイルに視線を流して、すぐさま戻す。

「いや、話すほどのことじゃない。……じゃあ、行くか」

「……ええ」

　エレンディスはセイブラの身体に毛もう布ふを掛けて休んでいるように見せかけると、召使いと警護の兵士を呼んであとを任せた。
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　ランドックはマルデロがどういう家か気になるのか、移動しながらもずっとそのことについて尋ねてきた。

「マンデロは動かせるんだな？」

「マルデロだ、マンデルではない」

「そうか、マンドロか」

「マントロではない。マルデロだ」

　微び妙みようにアーガイルも間違っているのだが、そこを突っ込んでいいのかエレンディスが悩んでいると、ランドックが話を進めた。

「名前はおいて……とりあえず厩舎を新しくするために整地している場所があるんだが、一時的にそこを使ってもいいそうだ。大きさを見てあとで改めて場所を決めたいそうだが、いいか？」

「……どうかしら」

「そうですね……分かりかねます」

　マルデロは人に指図されるのが嫌いで、自分が存在したい場所に存在する。排はい除じよしようとしても、呪われた家は炎ほのおにも剣にも強く、さらに侵しん入にゆう者しやなどは速すみやかにマルデロの餌え食じきになるのだ。

「問題があるのか？」

「マルデロはとてもプライドが高いの」

「……高いからどうなる？」

「もしかすると……いえ。とりあえず来てもらうわ」

　一時的なら納得するかもしれないと、エレンディスは楽らつ観かんしていた。マルデロもそこまで強情ではないはず。

　だが──。

　城の敷地北に位置する厩舎の隣。小さな広場程度の場所で、アーガイルは呼び出しの呪じゆ文もんを地面に描いた。

　家の角となる四箇所に記を残し、詠えい唱しようをして、待つ。

　ところが、しばらく待ってもマルデロは姿を現さなかった。エレンディスはアーガイルに問いかける視線を送ったが、彼も首を傾かしげている。

「……家を呼び出すのは、時間がかかるのか？」

「いえ。普通はすぐなんだけど……」

　未だ姿を現さないマルデロを待っていると、急にざわめく人の声が聞こえてきた。振り返ると中庭で作業をしている者や、警備の兵士、召使いなどが、みな見上げている。

「何を騒いで……あ！」

　マルデロは城の屋上に姿を現していた。その突然の出現に、事情を知らない人たちが騒いでいたのだ。もっとも、ザンディナからやってきた兵士や召使い達は口々に「マルデロがここに来ている」と違う意味で驚いているようだった。

「ごっ……ごめんなさい」

　ランドックは啞あ然ぜんと屋上を眺めつつ、エレンディスに聞いてきた。

「ちなみに、ザンディナであの家はどこにあったんだ？」

「たいていは、城の前にある広場のど真ん中。時々、あちこちに移動していたわ」

　マルデロは言葉は話さないが、とても自己主張の強い家だった。構われるのは嫌いだが、だからといって無視されるのも気に入らないようなのだ。

「はは……それも困るな」

　年始の挨拶のように広場に人々が集まる行事があるときは、中心にマルデロが陣じん取どり、とても邪魔だった。ただ、代々ザンディナの皇王が許可をしてくれていたから、事なきを得ていたが。

「まだ屋上の方がましか。城を潰つぶすほど重くはないだろうな？」

「それは大丈夫」

「とりあえず騒ぎにならないよう父上に報告してくる。屋上へは城の中から行こうとすると、ちょっと面倒だ。すぐそこの階段を上まで行けば、通路は繫つながっているから、道はすぐに分かるだろう。先に行っててくれ」

　ランドックはそう言うと、来た道を戻っていった。

　カストロフ王国の建物は基き礎そが石造りで、なだらかな階段状になっている。その屋上は一部を除いてすべて繫がっていた。そこには建物を縁取りするよう水路が作られており、清せい涼りような水が流れていた。火災時に速やかに消火のための水を確保できる造りなのだ。

　また、水路の周りには草花や低木がたくさん植えられており、有事以外は憩いこいの場としてくつろげるよう、城勤めの召使いや兵士達にも開放されていた。

　みずみずしい緑の息いき遣づかいは心地いい。

「マルデロがここを選んだ理由も分かった気がする」

　城の屋上だというのに、くるぶしほどの高さにビッシリ生える緑に囲まれた、まるで空中庭園を思わせる場所に、マルデロがちんまりと建っていた。

　マルデロの見た目は普通の煉れん瓦が造づくりの二階建てだが、よく観察すると外壁は鱗うろこのようなヒダになっていて、触れてみると意外にも弾だん力りよく性せいがあることに気づく。窓はあるけれど中は薄暗くて外からは窺えない。二階にバルコニーがあるが、そこへ出られそうな窓や扉は見当たらなかった。

　誰もいないはずなのに、一つある煙えん突とつからは白い煙けむりが流れ出ている。外周には自ら高い鉄てつ柵さくを張り巡めぐらせているが、出入り口となる門は開いたままだ。だからといって許可なく敷地内に入ると、不ふ法ほう侵しん入にゆうしたことを心から後悔することになる。

「へ～。これがマルデロか……思っていたほど大きくはなかったな」

　エレンディスが門前で待っていると、ランドックがマルデロを見上げながらやってきた。

「ランドック、王様はお怒りになっていない？」

「驚いてはいたが、大丈夫だったぜ。入っていいのか？」

　ランドックが門に手を掛けて中を覗き込もうとするのを、エレンディスは止めた。

「待って、そこを摑んで。私はこっち」

　両開きの門は持ち手が左右で違う。エレンディスはランドックに左の持ち手を示し、自らは右の持ち手を摑んだ。

　ランドックはエレンディスが促うながすまま持ち手を摑んだが、直後、痛みを感じ手を離す。

「……っ！　いっ、今。ちくっと刺された気がしたんだが」

「ええ、刺して少し血を採とったの。マルデロは血の味を覚えてその人物を登録するの。私が許可した人しか入ることができないようになってるわ。無理に入ったりすると……」

「どうなるんだ？」

「食べられてしまうわ」

「はは、そうか。すごいな……」

　ランドックは笑っていたが、途中でことの重大さに気づいたようで、慌てて聞いてきた。

「まて……家が人を食うのか!?　おい、冗じよう談だんだろ？」

「マルデロはもともと肉食だ。お嬢様にきつく言われて自重しているが、時とき折おり、屋根にとまった鳥などを食べているようだ。兵士や召使い達には間違っても入らないよう、注意しておくがいい」

　アーガイルの説明にランドックはマルデロをしげしげと眺めつつ、さらに質問を重ねる。

「では……こういう形をした……動物なのか？」

「貴き様さまは馬鹿か？　見て分かるだろう。家だ」

「誰が馬鹿だっ！　家だというのは分かっている。俺が言いたいのは……もういい」

　ランドックは興味深げに歩きつつ、エレンディスのあとを追ってくる。赤茶色の扉が音も立てずに開き、エレンディスたちは中へ入った。

　広いホールは煌こう々こうとしたカンテラの明かりに照らされていた。正面、左右にそれぞれ扉があり、真ん中に二階へ上がる階段がある。窓は開いていても外からの光が入らないので、家の中にいると時間がよく分からないことも多い。

　ランドックは中に入ったとたん、すぐさま外に出ると、興奮しつつ戻ってきた。

「……中の広さと建物の大きさが違うぞ！　どういう造りなんだ!?」

「地下もあるんだけれど、どのくらいの広さがあるのか、私も分からないの」

「……迷わないのか？」

「出口が分からなくなったり迷ったら、扉をとんとんと軽く叩たたいて『外へ出して』と言うの。そうしたら必ず表の扉の前に出るように、通路を開いてくれるから。慣なれると楽よ」

「そうか……すごいな」

　怖がらずに興味を抱くランドックに感心しつつ、エレンディスは地下へと降りた。

　地下にはアーガイルの魔導に必要な本や薬草が納められた部屋がある他、過去の遺い物ぶつを納めた部屋がある。もっとも部屋というより無む造ぞう作さに置かれた遺物の間を縫ぬって、アーガイルの部屋にたどり着かなければならないのだが。

　アーガイルはメルンのものを探しに向かったのか、すでに姿が見えない。

　彼が戻ってくるまで、この辺りで時間を潰つぶすしかないと、エレンディスは足を止めて、見慣れた景色を眺めて待っていた。

　ランドックはといえば、初めて見る遺物に興きよう味み津しん々しんといった様子だ。

「こういうものに興味があるの？」

「いや、名だたる王が亡なくなったあと、墓に納められるようなものばかり転がってるなあ、と思ってな」

「マルデロがもともと抱え込んでいたものも多いみたい。でも、マルデロにも意思はあるんだけど会話はできないから、出所が分からないものも多いわ」

　金銀財宝だけでなく、怪あやしげな書や、今の時代には価値のない銅どうの剣や、鎖帷子くさりかたびら。何に使われていたのか見当もつかない大きな鳥かごなど、無造作に積まれて放置されている。

「だが……まあ。こういうのを見ると、金目の物をどれほどため込んでも、空むなしいだけだと気づかされるな」

「そうね……」

「じゃ、生きてる今を楽しく過ごさないとな」

　ランドックは意味深に笑ってエレンディスを見つめる。

　彼のこういうおおらかな考え方に触れると、心が温まってくるから不思議だ。

「ランドック……」

「この家だと誰にも邪魔されずに、二人で過ごせそうだ」

　ランドックに腰を引き寄せられて、エレンディスの鼓こ動どうは急に速くなった。気づけば二人きり。そろりと彼の顔が近づいてくるので、エレンディスはそっと目を閉じた。

　が、唇が触れ合うよりも先に、アーガイルの声が響いて目を開ける。ランドックは不服そうな顔をしていたが、アーガイルは何も見なかったような顔で淡々と告げた。

「お嬢様、これを見つけました」

　彼の手の平には、外がい套とうの留め金に使う装飾品ブローチが載っていた。メルンの胸元にいつも赤い宝石がついたこの装飾品があったのを、エレンディスは記き憶おくの底から呼び起こす。

「こんなものをまだマルデロが残していたとは……私も驚きです」

　アーガイルは手の平に載る装飾品を、じっと見下ろしている。彼の心にも当時の思い出がよみがえっているのか、いつもは冷えた眼まな差ざしが、寂さびしげに見えた。

「アーガイル」

「……すぐに場所を特定しましょう。このようなもので、特定できればいいのですが」

　アーガイルはそう言い、遺物を押しのけて床に空間を作り始めた。エレンディスは宝箱に腰を下ろし、ランドックは座ると呪われるという噂があった黄おう金ごんの椅子になんでもない顔で座って、準備が整うのを待っていた。

「エレンディス」

「何？」

「メルンという女魔導師は、あのアーガイルが恋に堕おちるほどいい女だったのか？」

　ランドックがどこかおもしろがっているような口調でそう言うと、アーガイルは手に持っていた聖せい油ゆをこぼした。

「……すみません」

　アーガイルが動揺しているのは、メルンへの想いがまだ心の底に大切にしまわれているせいなのだろう。エレンディスにその想いを語ることはなかったが、アーガイルの気持ちは理解しているつもりだった。

「愛した女を止められず、呪いをその身に受けたのだから、思うことがあるのだろうな。あいつはまだそのメルンって女を愛しているのか？」

「私には何も言わないけれど……きっとそう」

　エレンディスが小さな声でそう告げると、アーガイルは詠唱を詰まらせ、また最初からやり直していた。

　シェルドへの想いを隠さないエレンディスのように、時には心のすべてを吐と露ろして欲しいのだが、アーガイルは決してそうはしない。

　吐き出すことで少しは楽になれるのに、アーガイルは秘めた想いを抱いて、エレンディスの知らないところで苦しんでいるのだろう。それがメルンを救えなかった罪滅ぼしだとでもいうように。

「その、メルンと言う女魔導師はアーガイルのことは全く顧かえりみなかったのか？」

「おい、いい加減にしろ」

「なんのことだ？」

　そう答えてランドックはニヤリとしたが、一瞬で平静に戻る。もしかするとエレンディスが見間違えたのかもしれない。

「しばらく黙っていろ。気が散って集中できない」

「そうか、悪かった」

　ランドックはそう言ったが、今度は小声で聞いてきた。

「で、どうなんだ？」

「メルンにとってアーガイルは弟子でしかなかったみたいだから……」

「お嬢様！」

　小声で話しているのも気になるのか、アーガイルは非難めいた目を向けてきた。

「ごめんなさい、うるさかった？」

「……すみません、長い詠唱を必要としますので、少し沈黙をいただけると助かります」

「分かった。終わるまで黙ってるね」

　エレンディスがそう言うと、なぜか隣に座っているランドックが、笑いを堪えるように引き結んだ唇を歪めていた。

　ここでランドックが笑う理由が分からないが、エレンディスはアーガイルが望むよう、黙って彼が術を終えるのを待っていた。

　アーガイルは床に呪文を描き、その上に地図を載せる。左の手の平にメルンの装飾品を乗せ、聖油に濡ぬれた右人差し指で空中に文字を描いた。その間もアーガイルが小さな声で詠唱する声が聞こえてくる。

　しばらくすると、装飾品が光り始めた。その光は装飾品から離れ、ゆらゆらと地図の上で弧を描いて回る。そのまま一つだった光は空中で弾けて分裂し、地図の上に散った。

「……かなり反応は微び弱じやくですが、場所が特定できたようです」

　アーガイルの言葉を聞いてエレンディス達は地図に近づいた。そこには、薄雲の向こうに見える星空のように、鈍にぶい光がいくつも点てん滅めつしていた。

「どうして反応がいくつもあるのかしら……」

「私たちが知らないだけで、骨はすでに『黄昏の聖十字』に見つけられ、様々な場所で保管されているのではないでしょうか」

「……そうね」

　黄昏の聖十字は各地に修行場を持つ。すべて知っているわけではないが、それらの場所でも反応があることから、彼らは始祖の聖なる遺物として祀まつられているのかもしれない。

　チラリとランドックの様子を窺うと、彼は生き真ま面じ目めな顔で地図の光を見つめている。

「ここから一番近いところは三つの国の国境が重なっている場所にあるウルアの草原地帯だな。だが、俺が知る限りここは草ばかりの平地で何もない場所だぜ」

「行ってみればきっと分かると思うわ」

「……あの皇王様はどうする？　まさか同行させはしないだろうな？」

　ランドックは顔を上げ、当然の心配を口にした。

「ええ、もちろん。セイブラが同行するなんてことになれば、大騒ぎになるもの」

「お嬢様、セイブラには『夢む遊ゆう歩ほ行こう』の術をかけて、ザンディナに帰国させましょう」

「セイブラ宛あての書簡を胸ポケットに入れておくといいわね。あと教育係のレネガルにも事情を説明した書簡を用意した方がいいかもしれない」

　目覚めたときに騒ぎにならないよう、エレンディスは書簡をしたためることにした。

　これでしばらくはセイブラのことを心配しなくてもいいだろう。

　エレンディスはもう一度、地図を見下ろして、長い時を経へてもなお諸しよ悪あくの根こん源げんとして存在するメルンの証あかしに、次第に苦いものを感じていた。
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　午後に目を覚まして騒さわぎだしたセイブラに、再び術じゆつをかけて帰国させた後、最少の人数でウルアの草原地帯へと向かうことになった。エレンディスとアーガイルはもちろんのこと、ランドックは一番信頼する臣しん下かのユリウスを連れ、その彼が選んだ屈くつ強きようの兵士を三人伴ともなった。

　ただ、メルン関係のことになると『黄たそ昏がれの聖十字』が出てくる可能性があるため、帰国するサリーヌの一行に国こつ境きようまで同行させてもらった。ぎりぎりまでこちらの動向に気づかれないようにとランドックが手配してくれたのだ。

　ランドックはメルンを呼び出せば、すぐに解決すると楽らつ観かんしている。

　けれどエレンディスは違う。物事はそううまくはいかない。解かい呪じゆへの希望を持つたびに、それ以上に失しつ望ぼうしてきたからこそ、ランドックのようには考えられないのだ。

　マルデロの地下で彼と二人きりになったとき、エレンディスはほんの少し、このまま流されるように生きてもいいかという気持ちになった。

　けれど外に出て、何も変わらない景色を目にし、現実を取り戻したのだ。

　今、エレンディスの中には様々な気持ちが入り乱れており、本心がどこにあるのか、自分自身でも摑つかめなくなっていた。

　メルンの遺い骨こつを目指して出発してからも、答えは出せず。

　だから、エレンディスは、ランドックやサリーヌとあえて距離を取るようにしていた。

　しかも、道中エレンディスが乗る馬の隣にはいつもアーガイルが付き添っていたため、ランドックを近づけさせず、休きゆう憩けいや食事も早めにすませてさっさと天てん幕まくに引きこもった。

　自分でもどうしていいのかよくわからないのだ。

　ランドックに惹ひかれている自覚はある。けれど呪のろいが解とけるかどうか確信はない。

　その上で、もしランドックが長生きできたとしても、エレンディスとの年ねん齢れい差さはこれから開く一方で縮まることはない。

　今はいいかもしれないが、ランドックがエレンディスとの年の開きに悩み、同じ時を刻きざめる伴はん侶りよを求める可能性だってある。

　いや、シェルドの魂たましいを持つ者は二は十た歳ちを越えての長生きはできないため、そういうことはないかもしれない。けれど、今までに出会い求きゆう婚こんしてきた男性のうちのほとんどが、開いていく年齢差に苦く悩のうし、いつしか離れていった。

　それを責せめるつもりはない。仕方のないことだから。あまり傷つくことなく他ひ人と事ごとのように思えるのも、エレンディス自身、シェルド以外を愛することがなかったからだろう。

　私はランドックをこのまま好きになっていいのかな──。

　これまでエレンディスは、シェルドの魂を持つ者を、シェルドと同じと考えて誰であろうと一いち途ずに想ってきた。けれどシェルドとランドックが同じ魂を持っていても、二人は明らかに違うという現実を思い知ったとき、すべてが変わった。

　愛したシェルドとはもう二度と会えない。そして今、ランドックに気持ちが傾かたむいていく自分に気づき、シェルドに対して罪ざい悪あく感かんを抱いてしまう。

　シェルドを愛している。でも──。

　ザアッと森の木が葉を鳴らし、風が吹き抜けていく。長い髪がふわりとなびき、エレンディスはそっと手で撫なでつけた。

　夕食後、見張り以外がみな就しゆう寝しんする頃、エレンディスは野や営えいをしているところから離れ、緩ゆるやかに頰ほおを撫でる風に身を任まかせながら答えの出せない問題に浸ひたっていた。

「お嬢様……またお悩みですか？」

　声を掛けられるまで、アーガイルが側そばにいたことをエレンディスはすっかり忘れていた。

「……ええ。答えなんて出ないのに、考えてしまうの」

　過去に戻れたら。呪いがかけられるほんの少し前に戻れたら──。

　呪いなんてなかったら。メルンさえいなかったら。

　どんな人生を歩んで、幕を閉じたのだろう。得えられなかった幸せがとても素晴らしいことのように思え、取り戻せない過去ばかり悔くやんでしまう。

　そんな自分を忌いみ嫌きらい、前だけを向いて歩こうと何度決心しても、当事者にかけられた呪いが足あし枷かせになって、後こう悔かいしかない過去へ引き戻されてしまう。

「エレンディス様、こちらにいらっしゃったのですね。お探ししました」

　華はなやかな髪と対照的な儚はかなげな顔立ち。落ち着いた色の衣装を身につけているユリウスは、微ほほ笑えみながら近づいてくる。

「ユリウスさん、何かご用ですか？」

「ユリウスでいいですよ。それで、実は……しばらくぶりに王子に発ほつ作さが出ておりまして……よろしければ診みていただけないかと」

　ランドックが何者にも負けない強さを持ち、強引で俺様でもあるからか、もしかすると今回の転てん生せいには痛みが伴わないのかと、エレンディスは密ひそかに考えていた。

　けれどユリウスの言葉から、ランドックが今までの転生者と同じく、深い痛みを背負っていることを知った。

「手が……痛むのね」

「ああ、やはりご存じでしたか。そうなのです。今まで何種類もの薬やく湯とうを試したのですがまるで効こう果かがありませんでした。もしかするとこちらの高名な魔ま導どう師し様が何か癒いやしを与えてくださるのではないかと思いまして……」

「アーガイル」

「かしこまりました。お嬢じよう様さま」

　命を奪う呪われた手は、転生者に時とき折おり痛みを与えるらしい。それは、生きたまま身体からだを裂さかれ、内ない臓ぞうをえぐり出されるような痛みだと聞いている。定期的にそんな痛みがやってきたら、どれほど強い心を持っていても、病やみ壊こわれてしまうだろう。

「安心してください。アーガイルが薬湯を用意します」

「ありがとうございます。よろしければ処しよ方ほうの方法をお教えいただけると、大変助かるのですが」

「処方は教えられんが、必要なときに用意してやろう」

「魔導師様の処方は門もん外がい不ふ出しゆつがほとんど。気軽にお願いすべきことではありませんでしたね。失礼いたしました」

　話の途中で背を向けたアーガイルに、ユリウスは声を張り上げて謝罪する。だが、アーガイルは構かまわず、必要な薬草を採とりに森の中へ入っていった。

「月をも惑まどわす美び貌ぼうの魔導師……もったいない」

　ユリウスはそう呟つぶやき、エレンディスに向き直る。

「あっ、すみません。すぐに王子の元へご案内いたします」

「かなり痛みを訴うつたえているのですか？」

「昔から、あまりにも痛みが酷ひどいときは自みずから牢ろう屋やに籠こもられておりました。無意識に手袋を外すことを恐れられているのでしょう」

　そんな痛みを抱えているとは思えないほど、ランドックは太陽の似合う男だ。きっともともとの精神力が並外れて強いのだろう。

　その強さが彼の生命を輝かせ、エレンディスを引きつける。

「こちらの天幕です。どうぞお入りください。何か必要なものがありましたら、なんなりとお申し付けください」

　天幕に入ると、ランドックが寝しん所じよに座っているのが見えた。けれどいつもの余裕のある笑みは失われ、苦く痛つうに顔を歪ゆがめている。

　両腕を前で交差させた上で鉄の手枷がはめられていた。二つの手枷を繫つなぐ鎖くさりは前ではなく、ランドックの背を一回りして、繫がっている。手袋を自ら外せないように、両手が触ふれ合わないようにしてあるのだ。

「ランドック……」

「ああ……全く。連れてくるなと言っただろうが」

　ランドックはエレンディスを見上げ、口の端をやっと上げて笑った。しかし、両手は手枷があるため少し動くだけで、カチャカチャと鉄がこすれる音が響いた。

　エレンディスはランドックの傍かたわらに座り、ひっくり返っていた手て桶おけを元に戻して、すでに乾いている手拭いを摑む。

「どういう症しよう状じようなのか知っているから、私には隠さなくていいの」

　ランドックの頭を抱えるようにして膝ひざに乗せると、エレンディスは額ひたいの汗を拭った。よほど歯を食いしばったのか、口の端はしに血が滲にじんでいる。

「そうじゃない。惚ほれた女にこんな情けない姿を見られたくないだけだ」

「情けなくなんてない。ないのよ……」

　この痛みに負けて命を捨てた転生者もいた。そんなに思い詰めるほど、尋じん常じようならざる苦痛なのだ。

「……なあ、痛みの原因は、この手が命を欲しがっている。そうなんだろう？」

「そう聞いているわ。命を奪えばしばらくは楽になるとも言われているの」

「だろうと思ったぜ。全くひでぇ呪いだな」

　特にエレンディスが側にいると、呪われた手は自らを解放する命を求め、さらに転生者を苦しめるそうだ。

　分かっていてもエレンディスはこの場を去ることができなかった。

「ランドック。私の命は貴方あなたのもの。いつでも奪っていいのよ。そうすればこの苦しみを味わうことがなくなる。普通の生活を取り戻せるの。私のことは気にしないで……」

「くっそ～。俺が弱っているからって好き勝手言いやがって。今度そのことを口にしたら……お前の服を全部引っぺがして、いやらしいことをしてやるからな！」

　突然、場違いな言葉を投げつけたランドックに、エレンディスは二にの句くが継つげず、耳の先まで朱しゆに染めた。

「くっ……はは……。照れた顔も可愛かわいいな。っつ……ああ、くそっ。痛すぎるぜ」

　泣き笑いの表情で苦く悶もんするランドックのもとに、ようやくアーガイルがやってきた。

「お嬢様、これを」

　小ぶりの杯さかずきをエレンディスは受け取り、ランドックの口元へ運ぶ。

「ランドック、飲んで。痛みが少し和やわらぐはず」

「魔導師が……作ったのか？　毒どく……入ってねえだろうな」

　ランドックは精せい一いつ杯ぱい余裕があるように虚きよ勢せいを張り続けていた。惚れた女性の前で男らしくあろうとするランドックの強さに、エレンディスは胸が熱くなる。

「少しでいいから……飲んで」

　痛みを堪こらえようとして歯を食いしばっているため、せっかくの薬湯が口内に入らず、こぼれ落ちていく。このままではいつまで経たっても、ランドックの痛みは治まらない。

　エレンディスは杯の中身を口に含むと、ランドックの唇くちびるに自らの唇を重ね合わせた。
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「……ん」

　少しずつエレンディスはランドックの口内に薬湯を流し込む。重なり合った唇の間からそれはゆっくりと染み込んでいく。

　早くランドックの痛みを取り去ってあげたかった。その思いの強さから考えるより先に口移しをしていた。が、触れ合う唇が熱いことに気づくと、急に現実味がわいてきて、胸の鼓こ動どうが速くなった。

　これって──。

　口内から薬湯が消える頃、ランドックの舌がエレンディスのものと絡からまった。

「……っ!?　う～う……」

　驚いて顔を上げたエレンディスに、眼がん下かのランドックは嬉うれしそうに目を細めていた。

「口づけは甘いって聞いていたのにな……苦いぞ」

「やっ……薬湯は苦いものなのよ」

「痛みが治まったら……改めてキスさせてくれ……よ、な」

　ランドックは痛みで意識が混こん濁だくしているものとばかり考えていたが、意外としっかり今の状況を把は握あくしているようだった。

「えっ……あ……私……これは……」

「これは口づけだ。でも俺は……甘いのが……好きだ。お前はどうだ？」

「私……私も……その方が……」

　何を言って──。

　我われに返ったエレンディスは、動どう揺ようしつつもランドックの様子を窺うかがった。

　薬湯の効果が出てきたようで、彼の目はとろりと半はん眼がんになり、荒あらかった息が落ち着いていく。同じようにエレンディスの乱れた心も平静に戻りつつあった。

「……眠ったみたい」

「そのようですね」

「私、今夜はここで休むわ……」

　エレンディスがそう言うと、アーガイルは何も言わずに天幕を出て行った。けれど天幕に映る影かげは、アーガイルがどこへ行くわけでもなく、側で見守ってくれていることを、教えてくれる。

　エレンディスはランドックの頭を膝に抱いたまま、彼の痛みが少しでも和らぐよう身体を撫で続けていた。そしてもう片方の手で、自らの唇を押さえる。

　先ほど確かに、ランドックの唇と重なった。彼の唇は予想していたよりも弾力があり、絡まった舌は熱く、身体が蕩とろけそうな気がした。

　焼け付くような胸をもてあましながら、今もまだその余よ韻いんにエレンディスは浸っている。それはとても心ここ地ちいいのに、同時に切ないものでもあった。

　ランドック──。

　胸が熱い。喜びに満ちているはずなのに、痛みも感じる。

　エレンディスは眠るランドックの表情を見つめながら、いつしか眠りに落ちていた。
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　天幕の隙すき間まから漏もれ入る光で、エレンディスは目を覚ました。

　目を擦こすりながら身体を起こそうとしたが、重くて動けない。顔だけを動かして見下ろすと、膝に抱えていたはずのランドックが胸の谷間で気持ちよさそうに眠っていた。

「痛みは治まったみたい……だ……け……ど」

　よく見るとランドックはまた素すっ裸ぱだかになっている。いや、手が拘こう束そくされているため脱げなかった上着は手枷のところでくしゃくしゃに丸まっていた。

　両手を拘束されているのに、どうやって服を脱ぐことができるのか。きっと足が器用なのだろう。違う、そんなことはどうでもいいのだ。

　エレンディスがゆっくりと上半身を起こすと、ランドックの身体がずり下がっていく。彼は俯うつぶせだが、上半身をねじって横向きに眠っていた。

　彼に身体を起こされるとちょっと困ったことになる。先にここを出て、ユリウスを呼んだ方がいいだろう。

　今すぐこの場を離れたかったが、何時間もランドックを抱いて寝ていたからか、足が痺しびれて立ち上がれなかった。

　エレンディスはそっと彼の頭を脇わきに下ろす。そこで、彼が寝返りを打って、仰あお向むけに大の字に寝転がった。

　また見え……。

「っ、きゃ────！」

　傍らの枕を摑んで、エレンディスはランドックの頭に押しつけた。しばらくすると押しつけた頭が動きだし、激しく上下する。

「……あっ！」

　慌あわてて枕を持ち上げると、ランドックが真まっ赤かな顔をして咳せき込んでいた。

「変わった起こし方だな……一気に目が覚めた」

「ご、ごめんなさい……つい手が……」

　持っていた枕をランドックの腹に置いて、視線を逸そらしながら、指先で押しやった。その理由にランドックも気づいたのか、照れくさそうに笑った。

「そういえば、俺ばっかり見られてるよな」

「……貴方にそういう……癖くせが……あるんだもの……」

「そうだけどな。お前は脱いじゃう癖はないのか？」

　ランドックは足首を機き嫌げんよくぶらぶらさせながら聞いてくる。

「そっ、そんなの、なっ……ないわ」

「だけどな、お前が望むように、夜をともに過ごすことになったら、俺だって見る立場になるんだぜ。ということは、いつ見てもいいってことだよな～？」

　ランドックは目を爛らん々らんと輝かせて、エレンディスを見つめてくる。

　彼が言いたいことは分かるが、それを認めると今すぐ脱がなくてはいけない気がして、気づかぬふりを通した。

「どっ、どういう意味か分からないんだけど……」

「本当に分からないのか？　そんなに顔を赤くしてるのに……な」

　いつしか首元まで赤くしていたエレンディスに、ランドックは追い打ちをかけるように言った。なんだかもう顔から火が出そうなほど、熱い。

「おい、お嬢様にいかがわしいことを言うな！」

　楽しげなランドックとは対照的に、殺意のようなオーラを纏まとったアーガイルがいつの間にか天幕の入り口に立っていた。

「アーガイル!?」

「一度ならず二度までも。この、ド変へん態たいが」

　アーガイルはランドックの腹の上の枕を踏ふみつけた。こんなふうに感情を露あらわにするアーガイルは珍しい。

「いで────！　なっ、なっ……なんだ。俺が何をした!?」

「変態は死ね、今すぐ死ね」

「だ、だから……俺は無意識に脱いでしまうだけで、この姿に意味はねえんだよ！」

　ランドックは先ほどよりも赤い顔をして両脚をばたつかせている。

「ちょっと、アーガイル。やめて。違うの……つ、つい手が出てしまっただけで……ランドックは何もしていないわ」

「お嬢様。つい手が……というのはなんです？」

「お、驚いて窒ちつ息そくさせるところだったの。足、よけてあげて」

　アーガイルは異い様ような雰ふん囲い気きを纏ったまま、しぶしぶエレンディスの頼みを聞き、枕から足を下ろした。ランドックはすぐさま身体を俯せにする。そんな様子を眺ながめつつ、アーガイルは一つ小さなため息をついて、エレンディスに告つげた。

「今回の転生には何か間違いがあったのかもしれません。お嬢様、これはやめて次に期待しましょう」

「でも……私、こういう彼、嫌いじゃない……かも」

「……は？」

　アーガイルはチラリと眼下のランドックに視線を流し、一いつ層そう目を細める。それにどんな意味があるのかエレンディスには分からなかったが、ランドックはアーガイルに向かって妙みようなことを口にした。

「お前まで……脱ぐな……よ？」

　二人の男の奇き妙みような視線が交わされているのを横目に、エレンディスは聞いた。

「ランドック、手枷の鍵かぎは誰が持っているの？」

「ユリウスが持ってる」

「アーガイル、ごめんなさい。ユリウスから手枷の鍵を預かってきてくれる？」

「……かしこまりました」

　アーガイルは気の進まない顔をしていたが、エレンディスの言葉に従したがって、天幕を出て行った。

「あいつ……結構マジな目してたよな」

「彼はいつも真ま面じ目めよ」

「……そういう意味じゃないんだが、まあ、そうだな」

　ランドックはそう言い、俯せのまま身体をモゾモゾとさせる。手枷のせいで手が自由にならず、どこかがかゆいようだった。

「どこか、かゆいの？」

「そうなんだ。背中の腰辺り」

　エレンディスは身をかがめるようにして手を伸ばし、背を搔かいた。

「この辺？」

「ちょい、くすぐったいな。ああ、もう少し……下」

　請こわれるままに手を移動させ、指先で突ついた。

「ここ？」

「そこ……だっ」

　エレンディスはくすぐったくないよう、指に力を込めて搔いた。するとランドックは首を伸ばし、心地よさそうに目を潤うるませる。

　そんなに気持ちいいんだ──。

　ランドックの機き嫌げんがやけにいいので、エレンディスはなんだか嬉しくなり、一生懸命に彼の背を搔いた。

「あ～…気持ちいい」

「……お嬢様に何をさせている」

　いつ戻ったのか、天幕の出入り口にアーガイルが、今度は冷気を纏って立っていた。ランドックは驚くこともなく、アーガイルに不ふ敵てきな笑みを向けた。

「背中を搔いてもらっていただけだ。気持ちいいぜ～。どうだ、魔導師。羨うらやましいだろう」

　どういうわけか挑ちよう発はつ的てきにフフンと鼻を鳴らすランドックに、エレンディスはアーガイルの様子を窺う。しかし彼はランドックを一いち瞥べつしただけで何も答えなかった。代わりに彼の背はい後ごに立っていたユリウスが声を発した。

「え～……王子、お邪じや魔までしたか？」

「なんだ、ユリウスもいたのか」

「いたのかって……はいはい。お邪魔してすみませんね。ご希望の鍵をお持ちしましたよ」

　ランドックは枕を両脚で抱えながら身体を起こすと、ユリウスに手枷を外してもらっていた。

　痛みから無意識に手枷を外そうとするからか、手首の皮ひ膚ふが裂け、手枷の縁ふちで擦すれて血が滲んでいる。それを目にするだけで痛そうだが、ランドックはあまり痛みを感じていないようで、やけに清すが々すがしい顔をしていた。

「それにしても汗で気持ち悪いな。傷の手当てはあとだ。先に水浴びしてくる。そうだ、エレンディスも来いよ。待ってるからな」

　ランドックはエレンディスの返事を待たず、腰にぐるりと布を巻き付け、天幕から出て行った。

「エレンディス様。少し離れたところに湖があります。王子はそこにいらっしゃると思いますので、ぜひ着替えをお持ちになってください」

「わかりました」

　エレンディスはユリウスから着替えを受け取る。

「あの……傷の手当ても……私がしてもいいかしら？」

「ええ、ぜひともお願いします。あ、ご一緒に水浴びはなさらなくてもよろしいですよ。あ、いや、そうしていただいても一いつ向こうに構いません。それと、朝食後に出発いたしますので、そのこともお伝えください」

　ユリウスはそう言ってなぜかチラリとアーガイルの方を窺う。アーガイルは興味なさげに天幕の隅すみに立ったままだ。

　エレンディスは自分の着替えを終えてから、ランドックのいる湖に向かった。

　小さな森が周囲にいくつもあり、露つゆを湛たたえた草が地面いっぱいに広がっている。それらは朝日に照らされ、いい香りを漂ただよわせていた。踏みしめるとずっと強くなる草の香りを楽しみつつ、エレンディスは時折木こ漏もれ日の先を探すように歩いた。

　湖は木々の間からすでに見え隠れしていて、迷うことはなかった。

「……あ」

　ランドックは腰まで湖に浸つかって水浴びしていた。しなやかな身体に適度な筋肉は弾力があって、力強い。エレンディスは触れた肌の感触を思い出し、急に恥ずかしい気持ちに囚とらわれた。

　私、やっぱり……ランドックに惹かれている──。

　一緒に過ごす時間が増えるほど、その想いは強くなっていくようだ。

　エレンディスがランドックに声を掛けようとしたそのとき、サリーヌが岸辺に立ってランドックに話しかけているのが見えた。何を話しているのかは聞こえなかったが、なんとなくその場に入ることができず、少し離れて倒れた古木に座って待つことにした。

　別に気にすることはないはずなのに──。

　ランドックが婚約したことは一年前に知った。そのとき小さな胸の痛みを抱いたが、今のような混乱した感情はなかった。たぶん、自分が思う以上に、エレンディスはサリーヌのことを気にしているのかもしれない。

　私……何をしてるのかしら。

　初めて恋をした女の子のように、ランドックを見るたび胸をときめかせている。しかしそれを喜ぶよりも、今頃こんな感情に振り回されている自分が滑こつ稽けいで哀あわれな気がした。

　森の中を風が吹き抜け、髪がたなびいた。こんなふうにエレンディスの中で、心が大きく揺れ動いている。

　最初の頃は解呪ののち、転生したシェルドと添そい遂とげたいと考えていた。が、希望は数え切れないほど残ざん酷こくに切り裂かれ、甘い考えだと思い知った。以来、解呪の方法を探すだけで、転生者達に深入りはしないと自らに言い聞かせてきた。

　誰とも同じ時を刻めないのだから、心を許しすぎて辛つらい別れを経験したくなかったのだ。

　そうすることでエレンディスは心を病むことなく、長い刻ときの中に立っていられた。

　けれど、ここにきて強烈な誘ゆう惑わくに駆かられている。今の気持ちをそのまま自然に受け入れて、なるようになれと身を任せてみたい。ランドックとともに一緒に生きていけるところまで、寄り添っていきたい。

　そんな失望と希望がエレンディスの中でせめぎ合い、どちらを選せん択たくすればいいのか、その時々で決断が揺らぎ、迷っているのだ。

　ただ──。

「どうしようもないくらい好きになって……失う恋は……もう嫌いや……」

　呟いた本ほん音ねは風に掬すくわれ、誰に聞かれることなく、消えていく。

　誰かを好きになる気持ちもそんなふうに精算できれば、こんなにも苦しむことはなかっただろう。

　エレンディスは古木から立ち上がると、彼らに気づかれないよう湖に近づき、着替えと薬箱を置いて、来た道を戻った。
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　サリーヌと会話をすませて別れると、ランドックは水浴びを終えて湖から出た。ユリウスを探したが、姿は見えない。その代わり、湖の入り口にあたる小道の手前に、着替えと薬箱が置かれていた。

　ユリウスはランドックに声を掛けずに去ったようだ。

　ランドックは着替えをすませてから、手首の傷を確認した。幸い出血は止まっていたが、いつもより激しく暴れたせいか、皮膚が裂けて赤くなっている。

　ランドックは倒れた古木に凭もたれつつ、傷口にちまちまと薬を塗ぬっていた。

「貴き様さまはどうしたい？」

　聞き覚えのある声に顔を上げると、傍かたわらにアーガイルが立っていた。

「……魔導師か。ちょうどよかった。悪いが包ほう帯たい巻いてくれ」

　手首を差し出したが、アーガイルは一いち瞥べつすらせず、ランドックに冷えた眼まな差ざしを送ってくる。そんな態度に構わず続けた。

「薬は塗れたが、包帯はちょっと面めん倒どうなんだ」

「手首ではなく首を絞しめられたいか」

　淡たん々たんとそう言うアーガイルの瞳ひとみには怒りが浮かんでいる。美び麗れいな容よう貌ぼうはそんな怒りを纏っていても、気品が損そこなわれることがない。

「だから～。そう、けんか腰でくるなって。それじゃあ会話にならない。俺に何か話があってきたんだろう、魔導師」

「そうだ」

「じゃあ、包帯巻いてくれ」

　ランドックがさらにそう頼むと、アーガイルの目がすっと細くなる。言い方がまずいのかと、ランドックは丁てい寧ねい口調に変えた。

「巻いてください」

「そうではないが、まあいいだろう」

　アーガイルは古木の上に置いた薬箱から包帯を手に取ると、ランドックの手首に巻き付けた。痛いほど強く巻かれるかと覚かく悟ごしていたが、そういう意地悪はされなかった。

「……貴様はお嬢様をどうするつもりだ？」

「もう話しただろ。俺はあいつを花はな嫁よめとして迎えるために探してきたし、見つけたからにはその目的を果たすだけだ」

「お嬢様がどういう人間か分かっただろう？」

「ああ」

　十五歳のまま刻が止まったエレンディスが、死ねないことは理解した。だが、ランドックにとってそれは些さ細さいなことでしかない。

　いかに彼女の心を自分のものにするか、それが今のランドックの目的だからだ。

「それで？」

「それで……ってなあ。今話し合ってどうにもならないことを、ぐだぐだ話すつもりはない。傷を舐なめ合う気もない。俺の呪いについて誰かのせいだと責任を押しつける気もないからな。解呪方法を探す努力はし続けるが、それ以外は、いつもどおり過ごすつもりだ」

　呪いに振り回される人生など、まっぴらだ。ランドックは幼い頃からそう考えて、手の呪いと向き合ってきた。

　だが、アーガイルはランドックに軽けい侮べつの視線を向けるばかりで、会話が成り立たない。

「あ、俺のこれからの日常はエレンディスといちゃつくことも含まれるけどな」

「……解呪できなかったらどうする？」

「さあ。先のことなんか分からねえよ。ま、なんとかなるんじゃないのか？」

　ランドックはそう言って笑ったが、アーガイルは不ふ愉ゆ快かいな表情のままだ。彼はランドックの考えに納なつ得とくしていないのだろう。
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「こう聞くと腹立たしいかもしれないが、今の問題を軽く考えてるわけじゃない。だからって美う味まい飯をまずく食う必要はねえし、楽しいことを苦しくする必要もないだろうが。どう過ごそうと、今のところ解呪できないんだから、呪いは呪い。人生は人生。そう分けて考えることの何が問題だ？」

　アーガイルは沈ちん黙もくしたまま答えない。

「そうだったな。お前は解呪されたくないんだった」

「!!　お前は何を言って……」

「ようやく顔色が変わったな。お前は呪いを理由に当然のような顔でエレンディスの側にいる。それがどういう気持ちからくるのか、考えたことがあるのか？」

　アーガイルにそう尋たずねてみたのだが、さすがに痛いところを衝ついたようだ。彼は無言で背を向けると、天幕の方へと去って行った。

　彼とはもう少し意思の疎そ通つうを図はかりたいのだが、向こうにその気はまったくないようだ。

　エレンディスの側に常に寄り添うアーガイルが、彼女に対して特別な想いを抱いていることは歴れき然ぜんだった。

　エレンディスが苦しんだ時間と同じだけ、アーガイルはすべてを側で見聞きしてきたはず。だからこそ、真っ先に呪いを解こうとしなければいけないはずの男が、運命を受け入れて佇たたずむ理由。

　──彼は密かにエレンディスを愛している。それをアーガイルは口にすることなく、呪いの責任をエレンディスに負おわせることで、自分に縛しばり付けているのだ。

　そんなアーガイルの存在は、セイブラよりも危険なのかもしれない。ただそこにいるだけで、ランドックの気持ちをざわつかせる。

　何も知らずにいるのはたぶん、エレンディスだけだろう。

　彼女の目に映るのは、シェルドという男の姿だけだから、他のどんなことにも気づかないのだ。ランドックを目にしながら、そこにシェルドという男への想いが必ず存在する。

　呪いを解呪することができずに愛する者を幾度となく目の前で失いながら、エレンディスの心が暗くら闇やみに囚われることなく、今もまっすぐ地面に立っていられるのは、シェルドへの想いの強さがあるからだろう。

　それほどまで愛されているシェルドに、ランドックは驚くほど嫉しつ妬とを感じていた。

　幼い頃に出会い、彼女こそが自分の運命の女性だと心に決めてきたのに、まるで自分ではない者がエレンディスを求めたかのような錯さつ覚かくに、ランドックは強い怒りを覚えた。

　この身体は自分のものだ。たとえ魂がシェルドという過去にいた男と同じものだったとしても、その男はランドックではない。

　自分こそが最大の好敵手ライバルだったとは、想像もしなかった。もっとも相手が誰であろうと、ランドックはエレンディスを渡すつもりも譲るつもりもない。

　彼女の気持ちは間違いなく自分に向いている。その自信があった。

「さて、朝食に誘って一緒に食おう」

　ランドックは薬箱を無む造ぞう作さに持つと、彼女がいる天幕へ向かった。

　──が。

　エレンディスを見つけて声を掛けたが、返事はつれないものだった。

「もうすませたの」

「じゃあ、デザートを追加してもう少し食わないか？」

「いいえ。もうお腹なかが一杯だから……」

　微笑みもなく背を向けて去っていくエレンディスに、ランドックはわけが分からなかった。もう少し、可愛らしい反応を期待していたからかもしれない。

　ランドックが頭を搔きつつ、ため息をついているところに、ユリウスがやってきた。

「王子、どうでした？　さあ、このわたくしにのろけてください」

「何を言ってるんだ？」

「エレンディス様に着替えとお薬を王子にお持ちいただくようお願いしたのですが……いかがでした？　いい雰囲気になりました？」

　ユリウスは肩でこの、この、と小こ突づいてくる。

「確かに着替えや薬は置いてあったからお前がそうして戻ったんだとばかり……エレンディスが来ていたのか」

　来たなら声を掛けてくれてもよかったが、そうできない理由に思い当たる節ふしはあった。

「素っ裸で水浴びしていたのがまずかったのか？　だが水浴びは裸でするものだろう？」

　ランドックが悪びれずに言うと、ユリウスは片方の手で顔を覆おおい、しばし嘆なげいていた。
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　ウルアの草原地帯に到とう着ちやくすると、そこでサリーヌ達の一行と別れた。

　建物もなく、また高すぎる木々もない。小高い丘に見渡すばかりの草原が広がる場所だ。その裾すそ野のには、川が一筋流れていた。

　ここは三つの国の国境が重なっている。昔は境きよう界かいを巡めぐって争いが起こったらしいが、現在は非ひ武ぶ装そう地帯になっているのだ。家や公共の建築物を建てることも許されないため、退たい屈くつなほど緑の草原が広がるばかりだった。

　ランドックと臣しん下かのユリウスは膝ひざまである草をかき分けながらなだらかな丘を登った。後ろからエレンディスとアーガイルがついてきて、その後ろを三人の兵士が護っている。

「本当になにもないところだな……」

　建物の痕こん跡せきやそれらしい突とつ起き物ぶつがあるかと周囲を見回してみるが、特に気になるようなものは見当たらない。

　ランドックが兵士やユリウスに手分けしてメルンの手がかりのありそうな場所を探すよう指示して、捜そう索さく範はん囲いを広げていると、エレンディスが近づいてきた。

　ふと、向き合っているはずのエレンディスと視線が合っていないことにランドックは気づいた。が、勘かん違ちがいかもしれないと思い直す。

「アーガイルが入り口を見つけたわ」

「入り口？」

　アーガイルの姿はなく、エレンディスは草原地帯に沿って流れる川の方へ降りていく。

　ランドックはユリウスと兵士に声をかけ、川へ降りるように指示した。

「お嬢じよう様さま、こちらです！」

　アーガイルの声は聞こえるが、姿が見えない。さらに川岸へと降りようとしたが、丘と川の間には、かなりの高こう低ていがあった。

「気をつけろよ」

　先に降りたランドックは、エレンディスに手を貸して、彼女の身体からだを岸に降ろした。「ありがとう」と、礼を言ってくれたにもかかわらず、エレンディスはそのときも目を逸そらす。明らかにランドックを避さけている。

「エレンディス……」

「……何？」

　明らかに視線を合わせようとしない理由を尋たずねようとしたが、ユリウスの声に遮さえぎられて、会話が中断された。

「これは……ルークリエの遺い跡せきの一つですね」

「……え？」

　川を背にして振り返ると、丘にめり込むようにして一枚岩の姿が、垂たれ下がる蔓つるの間から見え隠かくれしていた。その岩は人の姿を映すほどなめらかに磨みがかれている。表面にはルークリエの特とく徴ちようである、花か鳥ちよう風ふう月げつを模もした彫ちよう刻こくが施ほどこされているのだ。

　今の技術では真ま似ねすらできない失われた古代の高度な技術だった。

「足下気をつけてくださいね」

　ユリウスと二人の兵士は垂れ下がる蔓を刈かり取り、一枚岩の全体像を露あらわにする。

「こんな近くにあったのか。近辺にはないと思っていたが……」

「よく探せば小さい遺跡は意外とあちこちあるの」

　エレンディスはなんの感かん慨がいもない口調でそう言った。

　ルークリエの遺跡は世界各地にある。エレンディスが生まれた当時も、優すぐれた文明のあった証しよう拠こなどと言われ、発はつ掘くつしては検証されてきたものだ。考こう古こ学がくに興味のないエレンディスからすると、一夜のうちに沈んだ島と同じような伝説だった。

「確か、ザンディナが北で大きな遺跡を発掘していたな？」

「ええ。私は興味がないから見に行ったことはないんだけど、ルークリエの遺跡を掘り返すのはセイブラの唯ゆい一いつの趣味なの」

「趣味……ね」

　失われた高度な技術は、彫刻という芸術だけではない。それらは軍事も含み様々な方面にわたっていると聞く。ザンディナ皇国は自みずから遺跡を掘り返し、他国にそれらの技術が奪われるのを避けようとしているだけだろう。

「扉とびらを開きます」

　アーガイルがそう言って岩の端はしに触ふれる。すると、どういう仕組みかは分からないが、一枚岩がゆっくりと右へ移動し、奥へと続く通路が現れた。

　ランドック達は松たい明まつを準備して、表に兵士を一人残し、中へと入ることにした。けれどすぐにユリウスが難なん色しよくを示す。

「危険がないと分かるまで、王子は表でお待ちくださる方が、安心ですが」

「いや、俺も行く。そのためにここまで来たんだからな」

「王子」

「呪のろいを解ときたいだろう？　当事者が行かなくてどうするんだ」

「……そうですね。では、王子。わたくしが危険だと思ったら、すぐに引き返すと約束してください。いえ。王子を気き絶ぜつさせても連れ帰ります！」

「俺を、惚ほれた女を残して逃げ出すような腰こし抜ぬけにしたいのか？」

「何をおっしゃっているのです。みなでお戻りになっていただくのですよ」

　ユリウスは微ほほ笑えんだが、会話を聞いていたエレンディスは、淡たん々たんと「私は引き返したりしないわ。貴方あなた達だけで帰ってくれていいの」と言って、先に行ってしまった。

「……おい。待てよ、エレンディス！」

「腰抜け」

　エレンディスに続いてすれ違いざまにアーガイルに呟つぶやかれ、ランドックはムッとした。

「誰が腰抜けだ！　聞き捨てならないぞ、魔ま導どう師し！」

「……どうされたのです？　喧けん嘩かでもなさっているので？」

　エレンディスのそっけない態度にようやくユリウスも気づいたようだが、ランドックにも理由が分からないため、説明はできなかった。

「いいか、ユリウス。俺は、何があろうと、引き返しはしない。いいな？　もう二度とこの話題を出すな。あと、俺の許可なく頭を殴なぐるようなことがあったら、帰国後、湖に沈めてやるから、そのつもりでいろ！」

　ランドックはそう怒ど鳴なりながら、エレンディス達のあとを追った。

　通路は人一人通れるくらいの幅はばと高さしかない。上下左右天てん井じようまで、長方形に綺き麗れいに切り出された石で敷き詰められている。壁には等とう間かん隔かくに明かりを灯ともすことのできる小さな鉄てつ製せいの篝かがり籠かごが出っ張っていて、先頭を歩くアーガイルが火を灯していった。

「止まれ」

　暗くら闇やみを前にアーガイルがそう言い、みなの足が止まる。

「罠わながある。解除するまでしばらく待て」

　アーガイルが先頭で魔術を施ほどこしている間、ランドックは傍かたわらに立って、こちらを見ようとしないエレンディスを見下ろした。

　彼女が急に視線を逸らせ、他た人にん行ぎよう儀ぎになってしまう原因がどこにあるのか、ランドックはずいぶん考えたが、思い当たることがない。

　ストレートに聞いた方がいいのだろうが、狭せまい通路では少々出しにくい話題だ。

「ここから階段だ」

　解呪を終えたらしいアーガイルがそう言うと、先に階段を下りていく。ユリウスがそのあとを追って、話しかけていた。

「あのう……ここは……お墓なのでしょうか」

「知らん」

「貴方、どうしてそんなに無表情なのです？　せっかくの美び貌ぼうが台無しですよ」

「私に近づくな」

「嫌きらわれると余計に近寄りたくなる性しよう分ぶんなんですよね、わたくし」

　ユリウスの人なつっこさにアーガイルは辟へき易えきしているようだが、言い合いも地下の広い部屋に出ると、ぴたりと止まった。

　広い空間だが、上下左右すべての壁に見たことのない魔ま方ほう陣じんが大小描き連ねられている。部屋の中心には、やはり一枚岩から削けずり出された台が鎮ちん座ざしていて、ぼんやりと薄青い光に包まれていた。

　アーガイルは階段下で止まるよう指示してきた。

「内側に入らないでください。私が先に中を確かめます」

　部屋の四隅にある篝籠に火を灯し、アーガイルは罠が仕掛けられていないかを確認して戻ってくると、「不用意にあちこち触れないように」と言って、部屋に入るよう促うながした。

　階段の上と下にそれぞれ兵士を残し、ランドック達も部屋に足を踏ふみ入れる。そこでエレンディスに尋ねた。

「エレンディス、なぁ、俺を避けてるよな？」

「いいえ」

　エレンディスは明後日あさつての方向を見たままで答える。

　こんな状況がここしばらく続いているのに、気づかないとでも思うのだろうか。

「いや、避けてるぜ。どうしてだ？」

「気のせいだと言ってるでしょう」

「俺と目を合わせないのに？」

　するとエレンディスはわざとらしくランドックの方を向いた。

「ほら、合っているわ」

　ランドックはさらに疑問に思っていたことを、質問してみた。

「微び妙みように、食事時間もずれてるよな」

「気づかなかったわ」

「朝早く天幕を訪ねても、昼食を誘おうとしても、姿がないのはどうしてだ？」

「早起きなだけよ」

　エレンディスはまた視線を逸らせ、今度はアーガイルの行動を目で追いつつ、答える。

「やっぱり俺が……朝起きたら素すっ裸ぱだかになるからか!?」

「そっ……そうじゃないわ」

「じゃあ、なんだ？　教えてくれ」

　ランドックが強く言うと、エレンディスはほんの僅わずかに唇くちびるを嚙かんで、チラと視線を流してきた。が、沈ちん黙もくしたまま答えない。

「あんなに俺のことを好きだ、抱いてくれと言ってた女が、急に避ける理由が分かるまで、同じ質問を延えん々えんと続けるぞ。これはものすごく鬱うつ陶とうしいだろうな。それでもいいのか？」

　答えるまで決して質問をやめないという強い態度でいると、エレンディスはようやく話す気になったのか、ランドックに向き直り、口を開こうとした。

「お嬢様、あちらに」

「……え？」

　そこでエレンディスはアーガイルによって部屋の中央へと呼ばれ、ランドックから離された。たぶん私情を挟はさんでいるのだろうが、この問題を解決する方が優先だ。ランドックはエレンディスのあとを追って、真ん中の正方形の台に近づいた。

　台は表の扉と同じように磨かれ輝いている。表面に弧こを描くように呪じゆ文もんが描かれていて、その中央に小指の先程度の灰色の欠片かけらが置かれていた。

「なんて小さな欠片。これがメルンの……本当に骨が残っていたなんて……」

「触れると散ちりますよ」

　アーガイルに睨にらまれ、ランドックは手を引っ込めた。

　本当に触れるつもりはなかったが、なんとなく手を伸ばしていたのだ。

「王子、嫌いやな予感がしますよ……ここは」

「地下って場所は、いつでも嫌な予感がするぜ」

　魔方陣があちこちにひしめき合うように描かれているのは、それだけで不ぶ気き味みだった。だいたいランドックは、こういう呪じゆ術じゆつの類たぐいは苦手なのだ。

「ここは、もともとの作りはルークリエのものだけど、この台自体はとても新しいものだわ。お墓にも見えないわね」

「そうですね……。新しく創作された魔方陣がいくつか組み合わされて描かれているので、読み取るには少し時間がかかります」

　アーガイルは身をかがめて床の魔方陣を眺ながめつつ、顎あごを撫なでている。

「なら、今晩はこの外で野や営えいするか？」

「そんな時間はない」

「……時間がない？」

「結けつ界かいを破った段階で、ここを管理している奴やつらがやってくる可能性がある」

　メルンの遺い骨こつともなれば、管理しているのは『黄たそ昏がれの聖十字』になるだろう。魔導師の中には兵士と同じ訓練をしている一団もあると聞いている。そんな奴らが大たい挙きよすると、さすがにやっかいだ。

「じゃあ、急いでメルンを呼び出せよ。ユリウス、こっちに待たい機きしている兵士も、表の兵士と合流させて注意させろ。どうにもならない人数に急きゆう襲しゆうされたら、反はん撃げきせずにさっさと諦あきらめて中へ逃げ込むよう、伝えてくれ」

「分かりました」

　ユリウスを上に行かせ、ランドックはアーガイルとエレンディスに向き直る。

「少しお下がりください」

　アーガイルはそう言うと、手首を切って床や壁に血をまき始めた。ランドックは想像を絶する光景に開いた口が塞ふさがらない。

「お……おい。待てっ、この部屋を血で染める気か!?」

「先に描かれた魔方陣の効こう果かを消すためなの。でも血で上うわ書がきできるのは、あくまで先に描かれたものより強い力を持っている者でなければならないんだけど。仮に相手より能力が劣おとっていたら、こっちが反撃を受ける。でもアーガイルなら大丈夫」

　エレンディスはまるで殺さつ戮りくでも行われたかのような部屋と化していく様子を、平然と眺めている。

　事情は分かった。また、エレンディスと同じ呪いがかかっているアーガイルだ。血をどれほど流そうと、死ぬことはないのだろう。

　そう自分に言い聞かせてもやはり見ていて気持ちのよいものではない。

「新たな魔方陣を描いて、メルン様を呼び出します」

　身を裂さくような痛みを感じているはずなのに、アーガイルの表情は平静だ。見ている側も行う側も相当の覚かく悟ごを持って挑いどんでいる。血で染まる部屋に驚いている場合ではないのだ。

　アーガイルがメルンを呼び出そうとする詠えい唱しようが部屋中に響きわたると、彼が新たに描き連ねた魔方陣が光り始めた。部屋に満ちていくまばゆい光は視力を奪う。ランドックは腕で視界をふさぎながら、エレンディスを引き寄せようとした。

　伸ばした指先の向こうにエレンディスが、立っている。彼女はここしばらく、感情を読み取れない表情をしていたが、ここにきてほんの少し笑ったように見えた。

「──エレンディスっ!?」

　真っ白に染まった光に意識が一瞬、飛んだ。が、すぐさま目を開けて、強い光に染まった光の残ざん像ぞうを追い出すよう、目を擦こする。

　視力は間をおかずに戻ってきたが、濃のう霧むに紛まぎれ込んだかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「ここは……どこだ？」

　光によって視力が奪われたせいで周囲がぼんやりと霞かすんで見えたと思っていたが、辺りは本当に白い煙けむりが発生していた。

「エレンディス！　魔導師、どこだ!?」

　ランドックが名を呼ぶとそれに答えるように、薄煙の向こうに浮かぶ黒い影かげが揺れた。

「エレンディスか!?」

　影を覆う白い煙は溶けて流れ、床に座り込んでいる誰だれかが、顔を上げた。

「……誰だ？」

『シェルドの気配がする……どこにいるの、わらわの愛いとしい貴方……』

　女は床に座り込んだまま、搔かきむしるように両手で胸元を引っ搔いて、何かをぶつぶつと呟いている。

「もしかしてお前がメルンか？」

『そう。わらわはメルン・ファー……そなた……』

　気だるそうに立ち上がり、焦点がよく合っていない目つきをしているメルンは、ランドックに手を伸ばしてきた。

　気品のある顔立ちはさぞ美しかっただろうと想像できたが、それはあくまで名な残ごりでしかない。

　恋に堕おち人を苦しめる呪いをかけた女の顔は、醜みにくく歪ゆがんでいた。

『そなたはシェルド。ああ……わらわのシェルド』

「俺はシェルドじゃねえ！」

『わらわには見える。器うつわは違っていても、中身は同じだと……わらわが愛した貴方』

　呪いの元げん凶きようである女魔導師の姿を眺めつつ、ランドックは彼女と一定の距離を取った。メルンは何かに取り憑つかれたような狂きよう気きを瞳に浮かべ、じりじりとランドックに擦すり寄ってくる。

『シェルド……わらわの……シェルド……』

「……」

　確かに呪いをかけた本人を呼び出して、解かい呪じゆを頼むのが一番だと考えていたが、これでは話が通じるか不明だ。

「メルンっ！」

　メルンの背はい後ごから響いたエレンディスの声に、彼女は動きを止めた。

『エレンディス……憎にくき女。わらわの愛する男を奪った女……』

　甘えの滲にじむ声でランドックを呼んでいたメルンが、突然、地の底から沸わき上がるような声でそう呟いた。

　魂たましいを代だい償しように呪いをかけた女の本性が、如によ実じつに表れている。

　この女は間違いなくエレンディスを憎んでいる。そんな女とエレンディスを再会させることは、火に油を注ぐだけだと、本人を前にしてランドックは初めて思い知った。

「おいっ、待て！　俺との話がまだ終わっていないだろうっ！」

　ランドックはメルンを止めようとした。が、不意に濃霧の間からアーガイルが姿を現し、行く手を阻はばんだ。

「……っ、魔導師!?　どういうつもりだ？」

「お嬢様は決断された。貴き様さまに口を出す権利はない」

「決断って、なんだ？」

「終わりにする……ということだ」

　むせかえるほど部屋に満ちていた濃霧が急激に晴れ、エレンディスの姿が現れた。

　ランドックとは反対側に立っていて、間にメルンがいる。

「終わり!?　終わりってなんだ!?」

「……ごめんなさい、ランドック」

「おい、待て……勝手に何を決断したんだ？」

　エレンディスの元へ行こうとしたが、アーガイルに腕を摑つかまれ、引き留とめられる。腕はランドックより細いはずなのに、アーガイルの手は鋼はがねのように頑がん丈じようで振り払えない。

「離せ、魔導師！」

　アーガイルはランドックの声が聞こえているにもかかわらず、知らぬふりを決め込む。

　当事者である自分を無視する彼らに、怒りがふつふつとわき上がった。

「メルン、お願い。みんなを呪いから解放してあげて。そのためなら私はなんでもするわ」

『解呪するためにその魂を、わらわの復活のためにその身体を、差し出すか？』

「……いいわ」

　二人の会話から、ランドックはエレンディスがその身をあのメルンという女魔導師に譲ろうとしていることが分かった。

　そのぞっとする取引に、ランドックは怒りで身体が熱くなる。

『ようやく……身の程を知ったのだな。お前のような身分も力も持たないただの女が、高貴なシェルドの愛を得るなど、許されないことだと』

　メルンは勝ち誇ほこったように笑う。

　美しくも醜い女の姿に、ランドックは吐はき気がした。

「……勘かん違ちがい女に好き勝手言わせておく気か。魔導師！　メルンって奴は、お前の女なんだろう!?　なんとかしろよ！」

「私の女では、断じて、ない！」

　ランドックを摑む手がギリリと音を立てて握にぎりしめられた。

「いででで──！　俺に八やつ当あたりしても、どうしようもないだろうが！」

「この決断に私が反対もせず苦く悩のうもしなかったと、思うのか!?」

「お前の悩みなんて知りたくもないし、どうでもいい！　だが、あんな理り不ふ尽じんな女の言いなりにお前達がなろうとしているのが、我が慢まんならないんだよ、俺は！」

　メルンがどういう女性だったのか、当時を知らないランドックには想像ができない。

　もとはいい人かもしれない。いや、最初から、身勝手な女だったのかもしれない。が、そんなことはどうでもいいのだ。

　今、ランドックはメルンに対して、嫌けん悪おと軽けい蔑べつしか感じない。それがメルンに抱く感情のすべてだ。

「ここまで逆らったら最後までそれを貫つらぬき通せよ。惚れた女の願いを、はいはい、そうですねと、忠ちゆう犬けんわんこのように聞くばかりが愛じゃないだろう、この大馬ば鹿か魔導師が！」

「……っ」

「だからそういう目は俺じゃなくて、呪いをかけた奴に向けろ──！」

　ランドックがどれほど叫さけんでも、エレンディスには聞こえないのか、返事はない。

　よく見るとエレンディスとメルンの周りに、何かの結界が生じているようだった。

「魔導師、エレンディスと会話ができるようにしろ！　お前の血でなんとかなるんじゃないのか？」

「……メルン様の方が魔導師としての力は上だ」

「お前の方が長生きなんだろ？　お前が技を磨くことを忘れてなければ、いい加減師し匠しよう超ごえしてもいいんじゃないのか？　それともなんの努力もせずに、エレンディスの側にでくの坊ぼうのように突っ立ってただけか？」

　ランドックが吐き捨てるように言うと、まだ摑まれていた腕に痛みが走った。

「いでで──っ！　だから、そういう怒りはあっちへ向けろと言ってるんだ！」

「この私をそこまで侮ぶ辱じよくしたのは貴様が初めてだ。シェルドですら私を敬うやまっていた」

「何度も言うが、俺は、シェ・ル・ド・じゃ……ねえ！」

　ここ数日で何度、シェルドと呼ばれたかもう数えるのも腹立たしい。それでもランドックは自分はシェルドではないと否定し続けていた。

「シェルドがこんな結末を望むと信じているなら、俺が否定する。俺はこんなやり方で呪いを解く気はない！」

「……貴様ならお嬢様の決断を変えられると、約束できるか？」

「ああ。俺にしかできないことだ。そうだろ？」

　ランドックはアーガイルに不ふ敵てきな笑みを向けた。彼はしばらく逡しゆん巡じゆんしたのち、ようやく腕から手を離す。

「……いいだろう。仮に私の力がメルン様に僅かでも劣っていたら、術を返されてこちらが塵ちりになる可能性もあるが、そこまで言うのだからそれも本ほん望もうだろう!!」

　アーガイルは不吉なことを口にしたが、彼の瞳には揺らぐことのない力がみなぎっていた。

　こいつは──やる。

　ランドックも自分のすべきことに迷いはなかった。
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　記き憶おくにあるとおりの姿で、メルンはエレンディスの前に現れた。

　ウエーブの利きいた長い黒髪に、同じ色の瞳。一ひと重えの目はまなじりが少し上がっている。唇は熟うれた実のように赤い。

　シンプルな黒のドレス。彼女は宝石の過か剰じような装飾を好まない。どんな宝石も彼女の美貌の前には霞むからだ。

　美しき魔導師。そして恋におぼれた愚かで悲しい女ひと。

　メルンの向ける理不尽な憎しみにどれほど苦痛を味わったかは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。それでも彼女でなければこの呪いは解けない。

　自分が苦しいだけなら耐たえていただろう。自分だけのことなら、こんな最低な女に頭を下げるなど、絶対にできなかった。

　ランドックに苦痛のない人生を取り返してあげたい。彼が普通の人生を歩めるように。エレンディスが願うのはそれだけだった。

「メルン……もう、終わらせて」

『ならば跪ひざまずけ』

　一瞬、身体を怒りが走り抜けたが、逆らったところで解決はしない。

　エレンディスは無言で跪いた。

『苦しんだか、エレンディス』

「……ええ」

　エレンディスが静かに告つげると、メルンは勝ち誇ったように嗤わらう。

『だが、わらわの身と心を焦こがした苦しみに比べれば、そなたの苦しみなどたいしたこともないわ』

　メルンは延々と口汚くののしる。美しかったはずの顔は醜く歪み、あでやかだった髪は艶つやもない。彼女は人々から羨うらやまれるほどの美貌に、深い知性を持っていた。誰からも愛されていたはずなのに、どうしてこんなふうに堕ちてしまったのだろう。

　あの頃とまるで変わっていない──。

　長い刻ときがメルンの心を変えたかもしれないと、ほんの僅かに期待したが、無む駄だだった。

　メルンは、延々と魂の苦しみについて責せき任にん転てん嫁かをし続け、シェルドの愛を自らのものにすることから思考が離れない。

　だが、叶わない恋に苦悩し、メルンのように人の道を踏み外す瞬間が絶対にないと、自分は言い切れるのか。

　ランドックとサリーヌが話しているのを見てエレンディスが、感じた胸の痛みは、差こそあれメルンを狂くるわせたものと根っこは同じ。

　それに気づいたとき、自分がやけに汚けがらわしいもののように感じた。

「恨うらみ言ごとはもうたくさん。さっさと終わらせて……」

　エレンディスがメルンから目を逸らすと、魔方陣の向こうからランドックが叫んでいるのが見えた。

　声は聞こえない。それでもランドックがエレンディスを必死に呼んでいるのは分かった。

　もうやめて──。

　エレンディスは目を伏せて唇を嚙んだ。

　彼の姿を見ると決心が揺らぐ。声など聞けばランドックの元へ駆けだしたくなってしまうだろう。

　エレンディスが愛したのはシェルドだ。

　彼のために永遠を旅して、呪いを解く方法を探し続けてきた。

　なのに──。

「お嬢様！」

　そこでアーガイルの血がメルンの描いた魔方陣の結界を破り、彼らとの間で風が巻き上がる。ごうごうと鼓こ膜まくを震わせる音に混じり、ランドックの声が届いた。

「エレン……ディス──っ！」

　貴方を助けるにはこれしか方法がないのよ！

　どうしてエレンディスの気持ちを分かってもらえないのか。なぜ邪じや魔まをしようとしているのか。その理由を痛いほど理解しつつも、エレンディスは自分の決断を曲げることができなかった。

『おのれ、アーガイル。またもわらわを裏切るとは、身の程を知るがいい──！』

　邪魔をされたメルンが怒りの形ぎよう相そうのまま彼らに向き直り、血けつ管かんの浮き出た手を彼らにかざすのを、エレンディスは摑んで、止めた。

　これ以上、アーガイルを傷つけたくない。そんな気持ちが彼女の手に力を与える。

「やめて、メルン。邪魔をしないでアーガイル！」

『それほどまでにこの女を護りたいというのか。ならば、わらわはシェルドの魂を抱き、すべてを滅ほろぼしてくれる』

　取りすがるエレンディスを引きずりながら、メルンはランドックやアーガイルの元へと移動し始めた。

　辺りはアーガイルとメルンの拮きつ抗こうする力から発生する強風が渦うずを巻き、髪や服を引きちぎらんばかりにたなびかせていた。

「メルン様……これ以上、私を失しつ望ぼうさせないでください……」

『そなたこそ、わらわを失望させるでない──！』

　アーガイルとメルンが対たい峙じしている脇をすり抜け、ランドックがエレンディスの方へ駆け寄ろうとしていた。メルンがそんなランドックを見み逃のがすわけはなかった。

『シェルドの魂はわらわとともに──！』

「ランドック、来てはだめ──っ！」

　エレンディスは、ランドックから魂を奪おうとするメルンを引き留めようとした。

　だが、メルンを中心に外へ渦巻く突風に押し戻されたエレンディスの身体は、床に叩きつけられて転がる。視界の端に同じように吹き飛ばされたランドックやアーガイルの姿を捉とらえたものの、それらは再び濃霧に消えた。

　エレンディスの身体は壁に当たってようやく回転が止まったが、痛みで意識が途と切ぎれそうになってすぐには起き上がれなかった。

　朦もう朧ろうとする中、エレンディスを呼び続ける声が聞こえていた。それらは激はげしい旋せん風ぷうに遮られて、音程の狂った音楽のように揺れている。




　──エレンディス、大丈夫かい？




　懐なつかしいシェルドの声がする。

　あまりにも刻が過すぎ去っているのに、聞き間違いようのないシェルドの声が響いていた。




　──ああ、君は無事だったんだ。よかった。




　目を開けると傍らにシェルドが自分と同じように床に寝転がっているのが見えた。

　シェルドは額から血を流し、床を真まっ赤かに染めていた。エレンディスを護ろうと伸ばした手が、ゆっくりと床に落ちていく。

　やめて……いや……もう……見たくない……！

　エレンディスはぎゅっと目を閉じたが、目の前に広がる光景が遮られることはなかった。

　これは心の中にあるもの。何度も繰くり返し記憶から呼び戻されては、エレンディスを苦しめてきたシェルドの最さい期ご。




　──エレンディス。君を残していくことを許してくれ。




　澄すんだ薄水色の瞳から、ゆっくりと輝きが失われていく。そこには泥どろと涙で汚よごれたエレンディスの顔が映っていた。

　エレンディスはようやく動いた手を伸ばし、すでに力を失った彼の手を握りしめた。

　ほんの少し握り返された手に、もう温もりはない。




　──愛しているよ、エレンディス。また、会えるから……泣かなくていいんだよ。




　シェルド……待って私を置いて逝いかないで。

　私も一緒に連れていって──。

　あふれる涙が視界を曇くもらせ、シェルドの最期を見送ることはできなかった。

　エレンディスが最初に死を味わったのはこのときだ。シェルドを追って、自らの胸にナイフを突き立てた。

　けれど気がつけばエレンディスの胸の傷は治っていた。

　そんなエレンディスの目に飛び込んできたのは、シェルドの冷たくなった亡なき骸がらだった。エレンディスは何度もそこで自らの命を絶ったが、望みが叶えられることはなかった。

　いや……。

　いや……いやいや。

　これ以上、愛する人を失うのは耐えられない。

　シェルドの魂を持つ者に数え切れないほど再会してきた。なのにそのたび同じ別れを繰り返してきた。安らぎはいつまで経たっても得られず、苦痛ばかりが募つのっていく。

　多くを望んだことはなかった。

　ただ……愛する人とともに平凡な日々を送りたかっただけ。

「もう、嫌──っ！」

　エレンディスは両手で顔を覆い、絶ぜつ叫きようしていた。

　そこへ衣きぬずれの音が聞こえ、見上げるとメルンが歪んだ笑みを浮かべて立っていた。

　二人がどうなったのか確かめることもできず、エレンディスは浅く息を吐く。

『そなたの魂を使い、呪いを解く。わらわは抜け殻がらになったそなたの身体を得て、復活する。その代わりそなたは転生しない。魂が消えてしまうのだからな』

　頭上から落とされるメルンの残ざん酷こくな声に、エレンディスは起き上がることもできず、ただ頷うなずいていた。

「いいわ……私を消して……」

　この胸の哀かなしみが消えてなくなるのなら。彼ら二人の呪いが解けて、幸せな人生を送ることが約束されるのなら、それでいいのだ。

　覚悟を決めて目を閉じたエレンディスの耳に、ランドックの声が聞こえた。

　驚いて目を開けると、メルンの背後から彼女の首を素す手でで締しめ上げているランドックの姿が目に飛び込んできた。

「お前が、消えろ」

『シェルド……シェルド……またもわらわの愛を拒絶するのか。おのれえええええ──！』

　ランドックが摑んでいるメルンの首は真っ黒に染まり、命が彼の手に吸われているように、彼女の顔や身体が干ひからびていく。

「またもって、な、俺はお前なんか知らないんだよ。気持ち悪いこと言うな！」

「だめ……だめよ、ランドック」

　ランドックが最後に奪う命はエレンディスのものだったはず。

　なのに彼は最後の希望であるメルンの命を奪おうとしている。そんなことをすれば呪いは永遠に解けない。

「こんな嫉しつ妬とにとち狂った女の言うことを聞くなんて、俺はまっぴらだ。だいたい、お前が死んであいつがよみがえったら、俺はず～っとあれにつきまとわれるんだぞ。ぞっとするだろうが」

『ああああ……わらわの姿が……消える……消える……きえるううううう……』

　恐ろしくやせ細ったメルンが未だ生に執しゆう着ちやくして、ランドックの手に摑まれながらも身体をゆらゆらと動かしていた。

「……どうせ死んでたんだろ。それもお前が俺を呪った結果だろうが。まずお前が責任を取れ！」

『わらわは……そなたを……愛し……た……だけ……なの……に……』

　メルンの実体化した姿は耳をつんざく甲かん高だかい悲鳴とともに、炭のように黒くなり、ランドックの手の中で砕くだけ、空中に霧む散さんした。

　床に降り積もった煤すすは、しばらくすると何もなかったように消えていく。

「せっかくメルンを呼び出したのに……どうして止めたの!?」

　ランドックは手に黒い手袋をはめながら、はあ……と、ため息をついた。

「どうして……」

「これでよかったんだ」

　ランドックは座り込むと、手袋をはめた手でエレンディスの腰を引き寄せた。エレンディスは胸が一いつ杯ぱいになりながら、ランドックの胸に顔を埋うずめる。

　失敗したのに、今、胸を覆っているのは、安あん堵どばかりだ。もしかすると、誰かに止めてもらいたかったのかもしれない。

　他ならぬランドックに、止められたかった──。

「おい、魔導師。死んでないな？」

　ランドックは右足でアーガイルの腰を突っついている。彼もいつの間にか倒れていて、身体を起こせずにいたようだ。

「足で蹴けってくるな。血と力を使いすぎて、すぐに動けないだけだ」

「はは。死んでないならいい。あ、死ねなかったんだったな。心配して損そんした」

　ランドックは楽しそうに笑っている。

　あんなことがあったあとに、こんなふうにからりとした顔で笑えるのはきっとランドックだけだ。

「……ランドック」

「なあ、今はお前が死ねないならそれでもいいじゃないか。いずれ俺がなんとかしてやるからさ」

「なんとかって……ならないから悩んできたのよ。なのにどうして笑えるの？」

　いつしか互いの年が離れ、先に逝ゆく老おいを自覚したとき、いくらランドックでも笑うことなどできないはず。

　エレンディスはそのことをランドックにぶつけた。が、ランドックは逆にどうしてそんなふうに考えるのか、理解できないようだった。

「まあ、今すぐは無理だが、必ず俺が解呪してやるから、心配するな。だから呪いはしばらく忘れて、俺と普通の恋をしようぜ」

「ランドック……」

「口づけだけじゃ足りないんだ……エレンディス。心や身体だけでなく、お前の人生までも俺のものにしたい。お前も俺に対してそう望んでいいんだ」

　先ほどとは違う、ランドックの真しん摯しな眼まな差ざしに、エレンディスは今にも彼の提案に頷うなずきそうになった。だが、それがどれほど空むなしいことか、嫌いやと言うほど知っている。

「私……私だって……そんなふうに考えたいけど……無理よ……」

「無理なものか。考え方一つで人生は変わる。だいたい呪われたからといって、不幸な自分ってやつに囚とらわれすぎたら、せっかくの人生を楽しめないぜ」

　背に回っているランドックの手が、エレンディスの心の傷を癒いやすかのように、ゆっくりと動かされている。

「大丈夫。俺が必ずこの呪いを解いてやる。それを信じて俺とともに生きてくれ……」

　力強く言い切るランドックの言葉が耳に心地よく響ひびく。同時に、エレンディスは胸の奥から熱いものがこみ上げてきた。

「ランドック……私……」

　過去ばかり振り返り涙していた。

　何度シェルドの魂を持つ者と再会しても、心のどこかで諦めていた。いつも辛い別れが待っているから。自分だけが取り残される痛みを、最小限に抑おさえるために。

　でも──。

「俺を見ているか、エレンディス」

「……ええ」

「過去の亡ぼう霊れいを俺に重ねていないな？」

　ランドックはシェルドではない。

　そして、エレンディスが過去愛したシェルドとは、もう二度と会えないのだ。

　もう二度と──。

　その事実が胸の中にすとんと落ちた。同時に様々な想いが一気に押し寄せ、視界が曇る。

「お前の言うシェルドは遠い昔に死んだ。まずはその現実を受け入れろ」

　エレンディスはランドックの胸に顔を埋めると、声を上げて泣いた。

　本当に久しぶりに。

　全力で……泣いた。
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　壁に凭もたれてしばらくすると、ランドックがぼんやりと呟いた。

「腹が減った……」

「のんきな男だな……貴様は」

　未いまだ床に仰あお向むけに身体を伸ばしているアーガイルが呆あきれたように言う。彼は相当血を消費したせいで、まだ立つことができないようだ。

「だが魔導師も腹が減っただろう!?　というか、お前の顔色は死人みたいに真まっ青さおだし、何か食わないと絶対やばそうだ」

　ランドックはそう言って、ユルユルと腰を上げた。エレンディスも彼の手を借りて立ち上がる。

「魔導師、立てるか？　手を貸すぞ。俺は意外と……なんだか、元気だ」

　相変わらず陽気なランドックにアーガイルはまるで無視を決め込んでいる。

　尊敬していた師の、あまりにも変へん貌ぼうした姿を再び目にしたことが、アーガイルの心を深く傷つけているのだろう。

「……アーガイル、外へ出ましょう」

　エレンディスが手を差し出すと、アーガイルはようやく身体を起こした。

「はい」

「なんだ、エレンディスには素直に従したがうんだな」

　ランドックは気分を害がいしたようだが、彼の手が借りられないと、アーガイルは歩くこともままならないだろう。

「お願い、ランドック。手を貸してあげて」

「……つまらん意地を張るなよ」

　ランドックをジロリと睨みつつも、アーガイルは彼の肩を借り、なんとか階段を上って地下から出ることができた。

「そういえば、ユリウスが戻ってこないな……」

　出口に向かって歩きながら、ランドックがぽつりと呟く。

　もしかして、何かあったのかもしれないとエレンディスは嫌な予感がしたが、その不安はすぐに現実となった。
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　互いに支え合って、ようやく外へ出ると、夕日の中で異い様ような影かげが周囲を覆おおっていた。そんな彼らを威い嚇かくするように、三人の兵士とユリウスが剣を抜いて、ぎりぎりの駆かけ引きをしていたようだ。

「なんの騒さわぎだ」

　ランドックはアーガイルを一枚岩の扉とびらの前に座らせると、白い馬に乗る黒衣の魔ま導どう師しの一団に向き直る。

　エレンディスはアーガイルの傍かたわらに立って剣に手をかけ、彼らの出で方かたを注意深く窺うかがう。

「ランドック王子。『黄たそ昏がれの聖十字』の方々が、言いがかりをつけてこられ、大変困っております」

　ユリウスがランドックにそう言うと、先頭に立つ魔導師が口を開いた。

「我われらにとって、この遺い跡せきは神聖なる場所だ。一般人が勝手に侵しん入にゆうし、穢けがしていい場所ではない。すみやかにこの場を引き渡してもらおう」

　彼らの言葉を受けてランドックは毅き然ぜんとした態度で告つげた。

「俺はカストロフ王国、第一王子のランドック・リリク・カスツール。そちらが何を勘かん違ちがいされているのか知らないが、この土地は我が国を含め、三国が管理している。この地にどのような建造物があろうと貴方あなたがたに所しよ有ゆうを主張する権利はない」

「……ならば、実力行こう使しもいとわないと言えば、考えを改めてもらえるのですかな」

「よろしいのですか、面めん倒どうなことになるのはそちらですよ」

　ランドックが微ほほ笑えむと同時に、ランドック達と『黄昏の聖十字』の一団を、馬に乗った大勢の兵士が取り囲んだ。

　その馬の鞍くら下したに刺し繡しゆうされている国旗は、ザンディナ皇国のものだった。

「セイブラが……来てくれたの？」

　ここでセイブラの姿を見るとは思わなかったエレンディスは、黒馬に乗って丘を駆け下りてきた若き皇王の姿に、不覚にも感動した。

「ザンディナの皇王様が兵を引き連れて来られたようだ」

「この騒ぎはなん……エレンディス！　誰にやられたんだ!?」

　馬上からエレンディスを見つけたセイブラは、切れた額ひたいから血を流し、アーガイルのまき散らした血で汚よごれた衣い装しようを目にして勘違いしたようだった。

「私は何があっても大丈夫。大丈夫だから……」

　エレンディスの言葉に少し安あん堵どしたのか、次にアーガイルのぐったりした姿を見てセイブラは皮ひ肉にくな笑いを浮かべた。

「アーガイル……君は血まみれな上に、顔色が悪いな～大丈夫か～？」

「……棒ぼう読よみするくらいなら、口を開くな」

「赤あか髪がみ……なんだ、お前は死んでもよかったのに」

　ランドックに対する言葉は、さらに辛しん辣らつなものだ。エレンディスは状況も忘れ、なんだか気が抜けてしまった。

「……素晴らしい歪ゆがみっぷりだな、皇王様」

「褒ほめてくれてどうも。それで……赤髪、騒ぎの原因はなんだ？」

「そこの『黄昏の聖十字』の方々が、この場所が自分たちのものだと主張するばかりか、この場を引き渡さなければ実力行使に出ると、理り不ふ尽じんな要求をされている真っ最中」

　ランドックの説明にセイブラは馬を『黄昏の聖十字』の一団の方へ向け、おもしろくなさそうに鼻先を搔かいた。

「ふうん。もちろん断っただろうね、赤髪」

「当然だ」

　セイブラは一呼吸してから、淡たん々たんと告げた。

「この土地は昔から隣りん接せつする三国が権利を主張してきた。境きよう界かいの問題はこじれると面倒だし、三国の民いずれも住んでいない草原だから、手を出さないという暗あん黙もくの了りよう解かいで放置している。だからといって、権利放ほう棄きをしたわけではない。だが、そちらが所有を主張されるというなら、僕は全兵をもってしても排はい除じよするつもりだし、他の二国もザンディナと足並みをそろえるだろう。それを理解されたうえでの暴ぼう挙きよであると判断してよろしいのだな」

　そこで深いため息をつき、驚くほど冷たい視線を向け、セイブラは独ひとり言ごとのように呟いた。

「ま、ここらあたりで見せしめが必要かもしれないな……」

　セイブラの残ざん酷こくな一言に、『黄昏の聖十字』達も退しりぞくしかないことに気づいたようだ。もっともすでにサンディナ皇国の兵に囲まれているため、彼らが剣を抜いたとしても勝ち目はないだろうが。

「……いや、我々はザンディナと問題を起こす気はない。今日のところは失礼しよう」

「武ぶ装そうした信しん者じやを伴ともなった上で、誤解させてしまった、だと。やっぱり見せしめに殺やっておけばよかったな」

『黄昏の聖十字』の一団が去って行くのを尻しり目めに物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐はくセイブラに、ランドックはにこやかに言った。

「武装した兵士を伴った上で、助けてくださるなんて、さすが持つべき友は、皇王様」

「……待て、いつ君と僕が友になった？」

「数日前」

　悪びれない顔でそう言い切るランドックに、セイブラは目を細めている。

「僕には記憶がないがな」

「ならついでにエレンディスのことを記き憶おくから消してください」

「なんだっ……」

　今にも兵士にランドックを拘こう束そくしろと叫びそうなセイブラを止めなければと、エレンディスは言った。

「セイブラ、ね、聞いて。そこの洞どう窟くつ、ルークリエの遺い跡せきに繫つながるものだったわ。早く見てきたら？」

「……え、あ、そうなのか？　いや、だが……」

「助けに来てくれて、ありがとう」

　エレンディスが珍しく微笑むと、セイブラは急に機嫌を直した。

「ああ、赤髪。手当てならうちの天てん幕まくでしてもらうといい」

　セイブラはランドックにそう言うと、次は兵士達に「すぐこの周囲を隔かく離りしろ。この遺跡はザンディナの管理下に置く」と続けた。

「後あと始し末まつは皇王様に任まかせるか……」

「おい、あとで詳しい話を聞くからな。勝手に帰るんじゃないぞ」

　セイブラは馬から下り、召めし使つかいに手た綱づなを任せると、兵士達とともに遺跡の中へと入っていった。

「そういや……地下は魔導師の血で殺人事件でも起こったような惨さん状じようになっているが、皇王様に説明しなくてよかったか？」

「……あ」

「ま、行けば分かるか」

　ランドックは笑いながら天幕まで移動し、そこで手当てを受けた。

　エレンディスとアーガイルは放っておけば傷口も塞ふさがってしまうため、着替えをすませてから、ランドックの元へと戻った。

　彼はすっかり暮れた空を眺ながめながら、冷たい飲み物を口にして、一息ついているようだった。

「そういえば……ランドック、セイブラが来ること……分かっていたの？」

「俺が手配したからな」

「……え？」

「魔導師が妙みような術をかけてあいつを追い出したんだから、それが解とけたら兵士を伴って舞い戻ってくることくらい、予想できた。だからといって、俺達が不在のところへ来られても、正直、父も対応に困っただろうし、それこそ他国から戦争かと間違われて、問題が大おお事ごとになる可能性もある。だから俺達はここに行くぞ～という書しよ簡かんを彼の臣しん下かに預けておいたところ、とてもいいタイミングで登場してくださったってわけだ。皇王様々だ」

　確かに術をかけて無理やり帰国させたのだから、術が解けたら怒って舞い戻ってくるのは想像できたことだった。

　けれどうまく利用もしてしまうランドックにエレンディスは感心していた。

「……ここが奪い合いにならなかった理由、知ってるか？」

「いいえ」

「もう一度、丘を登れば分かるぜ」

　ランドックが差し出す手を取り、彼とともにエレンディスは草をかき分けて丘を登った。

「……あ」

　爪つめの先ほどの小さな花が、月の光を受けて白く輝き、足下を覆っている。風が吹くとサワサワと音を立て、花か弁べんを夜空へ向けて浮かべていた。地にも空にも花が咲き乱れているようで、エレンディスはその幻げん想そう的てきな姿に息を吞のんだ。

「綺き麗れい……」

「満月の夜しか咲かない花だそうだ。この土地を奪い合おうとした三国の王達は、この光景を見て断だん念ねんしたと聞いている。戦いくさで荒あらしていい場所ではないとな。本当かどうか知らないが。……気に入ったか？」

「ええ」

「そうか、よかった」

　ランドックはそう言うと、白い花の咲く中に腰を下ろし、何かを作り始めた。

「どうしたの？」

「いや……手先が不器用なのを思い知ってる最中だ」

「え？」

「カストロフ王国の子供達の間で昔からある伝説なんだが……好きな子にこうやって草花で作った花はな冠かんむりを贈おくると、将来必ず一緒になれると言われているらしい。それを真ま似ねしてみようと思ったんだが……」

　彼の手の中に白い花で作られた輪っかがあった。黒い手袋の上で、白い花の冠はとても映えて、やけに印象に残る。

「本当は十一歳の時に出会ってから、ずっと贈りたかったんだ。もうそういう年じゃないんだけどな。……お前に……贈るよ」

　ランドックは傍らに座るエレンディスの頭に、花冠を乗せた。

「なんだか、俺が作ると花冠というより、鳥の巣すのようだな」

「う……ううん。可愛かわいい花冠だわ。ありがとう」

　確かに少々不ぶ格かつ好こうだが温かみのある花冠を頭に載せて、エレンディスはランドックに凭れた。

　肩が触ふれ合っているだけなのに、体温がほんのり上がり、胸の鼓こ動どうが速まる。

　他に何を言えばいいのか分からない。

　変なことを呟いて嫌きらわれたくないし、かといって無む言ごんだと可愛げがないと思われそうだ。

　初めてシェルドと触れ合ったとき、どんなふうに会話をしてたのか、忘れてしまった。

　いろいろ言葉は浮かんでくるのにどれが適切なのか、判断がつかない。

　結局、黙ったまま、エレンディスは視線を合わせることもできなかった。

「エレンディス……」

　隣に座ったランドックは、エレンディスを下から見るように覗のぞき込んできた。目が合うと意味深に微笑み、彼の手が頰ほおに掛かる。

　そういえば甘い口づけがしたいとランドックが言っていたことを思い出し、エレンディスは慌あわてて目を閉じた。
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　いよいよ、唇が触れ合う、その直前。

「エレンディス、なんだその頭に乗っているゴミは」

　セイブラの声に邪じや魔まされた。

「嫌いやだわ、セイブラ。これは花冠よ」

　エレンディスの説明にセイブラは何度も花冠を凝ぎよう視しすると、大げさに「はなっ……」と声を上げようとしたが、そこにランドックが割り込んだ。

「先ほどは大変助かりました。ありがとうございます皇王様。ですが、もう用はすみましたから、どうぞご帰国ください。さようなら」

「棒読みするな」

　ムッとした表情のセイブラに、ランドックは笑っていた。

　気き難むずかしいセイブラが、ランドックに腹を立てつつも、いい感じに仲良くしているように見えるのは、気のせいではない。それはアーガイルにもいえることで、彼は気に入らない人間は無む視しするだけで会話にもならないのに、ランドックとは楽しそうではないものの、視線で会話するほどだから、実は互いに認め合っているのかもしれない。

　不思議な男ひと──。

　ランドックはどんな相手であっても、いつしか懐ふところに入れている。

　これが彼の最大の魅み力りよくなのかもしれない。

　ランドックは野性味のある容よう姿しと、有う無むを言わせぬ強引さを持っている。どんな状況であっても決して諦あきらめず、また恐れを知らない。ときにははったりすら彼の武器になるのだ。

　そして、みなぎる生命力の強さは、彼の瞳ひとみを誰よりも輝かせ、人々を惹ひきつける。それはエレンディスも例外ではなかった。

　エレンディスが密ひそかにランドックを眺めてときめいていると、アーガイルが危なっかしい足取りでやってきた。

「アーガイル、貴方は起き上がって大丈夫なの？」

「大丈夫です。休んでいるとユリウスという男に付き纏まとわれて余計疲つかれるのですよ」

「……無理はしないでね」

　彼はエレンディスと同じ呪のろいがかかっているので、死ぬことはない。けれど失われた血の多さが、アーガイルの顔色を驚くほど蒼そう白はくにしていて、心配だ。

　だが、アーガイルは自分の顔色や体調より、エレンディスの頭に載ったものが気になるようだった。

「何を見ているの？」

「いえ……先ほどから気になっていたのですが、お嬢様の頭にこんもりとした草が……」

「花冠」

「……」

　アーガイルは目をすっと細めて、首を傾かしげる。

　せっかくランドックが作ってくれた花冠は、他の誰からもその言葉どおりに見えないもののようだ。

「花冠なんだけど……」

「……失礼しました。ところで私は夕食の準備が整ったことをお知らせに来たのです」

「ありがとう」

　なだらかに坂になっている草原を下りながら、先を行くランドックとセイブラを見つつ、エレンディスもあとを追う。

　すると少し強めの風が吹き抜け、背後でひときわ高い葉音が響いた。

　え──？

　誰かに呼ばれた気がして振り返ると、白い花が舞う中にシェルドの姿がある。

　彼への想いは今もなお胸の奥にある。だから今すぐ何もかもを過去にはできない。

　それでも──。

　シェルド……私、前へ進むね。

　月の光の下、記憶の中にあるシェルドの姿は闇やみへと消えていく。

　白い花は上空へ舞い上がり、花はな吹雪ふぶきのように夜空を染めている。その光景は、まるで彼をあるべき場所へと誘いざなっているようだった。

「どうした、そんなに気に入ったのか？」

　戻ってきたランドックがいつの間にかエレンディスの傍らに立ち、腰を抱き寄せる。

「……ええ」

　見上げると彼の情熱的な視線と目が合った。

　自信に満ちた精せい悍かんな顔立ち。赤い髪はまるで炎ほのおのようだ。そして、何者にも負けない強い力が灯ともった黄おう金ごんの瞳。

　初めて会ったときから、惹かれていた。

　彼と生きていく。

　これからずっと──。

「あとで誰にも邪魔をされない場所で、甘い口づけが欲しい」

　そっと耳元で囁ささやかれたランドックの言葉。

　エレンディスはそれを想像するだけで顔が赤くなり、返事をすることができなかった。











ＥＮＤ。　













あとがき






　はじめましての方も以前からご存じの方も、こんにちは、あすかと申します。

　今回は前作よりもさらに恋愛密みつ度どを高くしたものが書きたくて、チャレンジしてみました。そのため、恋の成じよう就じゆには高い壁を、近くにライバルを配はい置ちしてみました。

　十年ほど前から温めてきたお話ですが、基本設定を当初のままでいくか、変更するかずいぶんと悩みました。担当さんと何度も話し合った結果、ぐるりと回って、結局、最初に戻りましたが（笑）。こういう最初に決めたことを、途と中ちゆうで変えようと考えたけれど、結局最初に戻る……ということはよくあります。なら最初から悩まなければいいと思われがちなのですが、思い切り悩んで議ぎ論ろんし、やはり最初の案でいいのだと、再確認する作業も必要なんですよね。

　次に大変だったのは、タイトルでした。最初からタイトルが決まっていて書く場合と、決まらずに書く場合とあって、今回は後こう者しやでした。朝から晩までタイトルのことを考えて、ギリギリまで引っ張り、もうこれ以上は引き延のばせないところまできて、頭が朦もう朧ろうとする中、ポッと決まりました。不思議なことにあれほどしっくり来なかったのに、最後に出てきた「いばらの恋こい迷めい宮きゆう」に、担当さんと二人で、これだ！　と。驚きよう喜きしたのは深夜……というかもう朝方でした。日々、こんな感じでした。

　素す晴ばらしい絵をつけてくださったカスカベアキラ先生。格かつ好こういいランドックや、エレンディスの可愛かわいらしさに悶もん絶ぜついたしました。お忙しい中、どのキャラも魅み力りよく的てきに描き上げてくださって本当にありがとうございました。

　そして担当様。ギリギリなときでも決して慌あわてずに大丈夫と励はげましてくれる担当様には足を向けて眠れません。これからもよろしくお願いします。デザイナー様、様々な注文に対たい応おうくださり、ありがとうございました。

　この作品に関わってくださったすべての方々に心からの感謝を。

　編集部宛あてにこちらの作品のご感想＋８０円切手同封の方に、番外の冊子をお送りする予定です。お返事にはかなりお時間をいただきますが、それでもよろしければ送ってやってください。どのような感想を持たれたのか、どきどきしながら、お待ちしております。

　この作品を少しでも楽しんで頂けたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。

　ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。
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